

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時を少し遡さかのぼり。

　此これはまだ、参加者プレイヤーたちがアトランティス大陸へ上陸する以前のこと。


〝───何たる誤算。

　　　　私が眠ねむっている間に、二人もの半星霊姉妹が目覚めていようとは〟



　アルジュナの影かげに潜ひそみながら箱庭の情勢を探さぐっていた怪かい物ぶつ───〝殺人種の王〟を名乗るその影は、アトランティス大陸に上陸する前から少しずつ自我を取り戻もどしつつあった。

　インドラの血けつ縁えんを手た繰ぐってアルジュナの肉体に潜むことに成功した影だが、常に外の情報を摑つかめるわけではない。あまり表立って活動して存在を知られてしまえば宿主に容易たやすく排はい除じよされてしまうからだ。故ゆえに己おのれが欲ほつする情報がアルジュナの脳のう裏りに過よぎった時だけ、殺人種の王は外の情報を入手できるように細工をしていた。

　だが今回に限って言うなれば、その細工が徒あだになってしまったと言わざるを得ない。

　先まずは他ほかの半星霊たちがどうなっているのかを優先して情報収集していたのだが、その二つの情報が早々に彼女を憤いきどおらせる。

　此れは殺人種の王が眠っている間に目覚めた二人の半星霊───蒼そう炎えんの悪あく魔ま・ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスと、〝斉せい天てん大たい聖せい〟孫そん悟ご空くうの二人の妹たちのことだ。

　初めこそ末妹が生まれたことに歓かん喜きしていた殺人種の王であったが、二人の事情を知れば知るほどその歓喜は怒いかりに変わり、悲しみに変わり、底知れぬ悲ひ憤ふんへと姿を変えた。




〝ハッ───愚おろかしいにも程ほどがあるッ[image: !!!]

　片や南瓜カボチヤの雑霊を父と慕したい、聖人どもに付き従う奴ど隷れいの小こ娘むすめ[image: !!!]

　片や天軍デイーヴアと事を構えながらも、雑ざつ龍りゆうや雑霊を家族と信じる小娘[image: !!!]

　蒼あおき星の星霊としての気位を捨て俗ぞく世せの価値観に染まり切った愚か者どもが、ようも半星霊を名乗れたものよなッ[image: !!!]〟




　アルジュナの中で地じ団だん駄だを踏ふみながら悲憤を叫さけび散らした殺人種の王だが、彼女も完全に我を失っているわけではない。もし本当に末妹たちに絶望していたのなら、その変調はアルジュナを通してクリシュナにも伝わっていただろう。

　憤りを撒まき散らすだけ撒き散らした殺人種の王は、己の怒りを押し殺すようにして情報を顧かえりみる。




〝………まあ……少なくとも、天軍と戦争をした〝斉天大聖〟には見どころがある。それによく調べてみれば、末妹に与くみした者共も中々の粒つぶ揃ぞろいではないか〟




　種族の垣かき根ねを越こえて家族と成ろうとした者───此れは即すなわち、多様な種の価値観を許容し合った上で共同体を目指したという解かい釈しやくも出来る。

　もしも彼らがこの戦争で勝利を摑んでいたのなら、箱庭は今とはまた違ちがった形になっていただろう。




〝………〝斉天大聖〟よ。貴様は半星霊であると同時に原典オリジン候補者を目指したわけか。それも人の垣根のみならず、種の垣根すら超えようなどと………愚かな。人は人種の垣根を越えるのにさえ万年の時を懸かけたというのに、種の垣根を越えるなど理想と呼ぶのも悍おぞましい所業だ。そんな理想を抱いだき続けて身を焼かれた貴様は………本当に───〟




　………お馬ば鹿かだね、と。

　今まで以上の悲憤を込めて、殺人種の王はため息を吐ついた。

　種の境界を越こえて気持ちを伝え合うには次なる千年が必要となるだろう。破局噴ふん火かを乗り越えられればそれでいいと考えている人間たちには到とう底てい理解できぬ境地だ。

　しかし〝斉天大聖〟の理想は悪くない。

　己を愛して欲しいが為ために溢あふれ出た理想であったとしても、〝人類を殺さつ戮りくする〟以外の目的を持っていなかった殺人種の王よりは遥はるかに具体的な願いだと言えるだろう。

　大地母神ガイアと殺人種の王の最も大きな差がこの願いの差だった。大聖の願いが真に揺ゆるぎないものであるならば、蒼き星の主権を託たくすのも吝やぶさかではない。




〝その為にはまず、〝斉天大聖〟について深く知らねばなるまい。この精せい霊れい列車には奴やつの義兄弟たちも乗車しておる。少し危険な業わざだが、奴らの復ふく讐しゆう心に少しばかし火を点つけてやろうか〟




　陰いん鬱うつに笑いながら心の影を伸のばす〝殺人種の王〟。

　彼女が焚たきつけた火は瞬またたく間に燃え広がり、〝七天戦争〟の陰かげを炙あぶり出すのだった。




















　───精霊列車・貴き賓ひん車両。

　　　　紫し煙えんのバーラウンジ。






　太陽の主権戦争の参加者たちを運ぶ精霊列車には様々な種族や関係者が乗車していた。運営関係者や出資者スポンサーたちは当然のこと、大枚を叩はたいて最高の席を確保しようと集まった修しゆ羅ら神仏も少なくない。

　しかし修羅神仏の中には当然、顔を合わせれば殺し合いを始めてしまう観客たちも居るだろう。

　紫煙の立ち込めるバーラウンジに席を下ろしていた眼帯の男もその一人だった。

　眼帯の男はグラスを傾かたむけながら静かに酒の水面を見つめている。

　だがふと、車両の至る所で流される今日のゲームのハイライトに視線を移した。

　怪かい鳥ちようたちが飛び交かうゲームの中で取り分け目立つ活かつ躍やくをした少年の一人を睨にらみつけつつ、眼帯の男───〝覆海大聖海を覆いし大聖者〟蛟こう劉りゆうは、苦々しく酒を呷あおる。

（………あの小こ僧ぞうがインド神群のアルジュナで、インドラの愛まな息子むすこか。半神半人の中でも屈くつ指しの実力者って話やけど、なんや覇は気きに欠ける男やな）

　不ふ機き嫌げんそうにゲームのハイライトを睨みつける蛟劉は、付き人である女性店員に酌しやくを求める。

〝サウザンドアイズ〟の女性店員は溜ため息いき交じりに杯さかずきを満たしながら小言を口にした。

「蛟劉様。その様に眉まゆを歪ゆがめたままお酒を飲まれても、美味おいしく頂けないのでは？」

「なんやなんや、酒の嗜たしなみ方に文句を付けることほど無ぶ粋すいなもんは無いで？」

「ですが普ふ段だんの蛟劉様なら、お茶の席でも、酒しゆ宴えんの席でも、もう少し風流を楽しまれていたかと思います。お酒の味がわからなくなるほど苦々しい顔をされては、酌をする側も心苦しくなるというものです」

　付き人にも気を遣つかってください、と憚はばかることなく主張する女性店員。

　この女性店員、元はあの白びやく夜や王おうの付き人だっただけに律し方に容よう赦しやがない。

　蛟劉は苦笑いを浮うかべて肩かたを竦すくめる。普段の彼ならもう少し軽口の応おう酬しゆうを楽しむのだが、今日はそんな気分にはなれそうにない。

〝古今東西、好きなお酒を飲み放題！〟

　という触ふれ込みに釣つられて自室から足を運んでしまったわけだが、まさか仇きゆう敵てきの息子むすこの晴れ姿を延々と見せられるようなことになるとは思いも寄らなかった。

　此れなら自室でヒッソリと吞のんでいた方がまだマシだ。

　当てつけの様に酒の残ったグラスを置いて席を立とうとした、その時。

　彼の良く知る二つの気配が、蛟劉の後ろに近づいてきた。

　紫煙の天幕を搔かき乱しながら近づく二つの気配に一いつ瞬しゆんだけ身構える蛟劉だったが、その気配が親しい者だと気が付いて驚おどろきながら振ふり返る。

「なんや………誰だれかと思ったら大たい兄けいと迦か陵りようちゃんやないか」

「それは此方こちらの台詞せりふですね。盛り場の隅すみで背中を丸めながら飲むなど、次兄らしくないのではないかしら？」

「おいおい、それをお前が言ってはならんだろう？　同じように不ふ貞て腐くされながら隅っこで飲んでおったのは迦陵も同じではないか！」

　迦陵は隣となりの大男───獼み猴こう王の言葉にムッと唇くちびるを尖とがらせる。

　三人は一様に親しげな雰ふん囲い気きで話しているが、その場に居合わせた女性店員は肝きもを冷やした。彼らが何者なのか知っているならば、誰でも一目散に逃にげたい衝しよう動どうに駆かられるだろう。

　彼ら三人は共に〝七天大聖〟、或あるいは〝七大魔ま王おう〟と呼ばれた古ふる強つわ者もの。

〝覆海大聖〟蛟こう魔ま王おう。

〝混こん天てん大たい聖せい〟鵬ほう魔ま王おう。

〝通風大聖〟獼猴王。

　唯ゆい一いつ、獼猴王だけは今の極東の通り名である〝酒しゆ天てん童どう子じ〟と名乗っているそうだが、此れもまた極東の地では最も有名な妖王の名だ。

　彼ら三人はかつて〝七天戦争〟と呼ばれる箱庭でも有名な戦争を起こした魔王として知られており、様々な地域で語り草となっている。

　今でこそ箱庭の秩ちつ序じよを守る〝階層支配者フロアマスター〟とその協力者として腰こしを落ち着かせているが、彼らの逸いつ話わが消えたわけではない。

　女性店員は緊きん張ちようした面おも持もちで酒天童子に話しかける。

「蛟劉様と鵬魔王様が精霊列車に招かれているのは知っておりましたが、酒天童子様までお越しになっているとは存じ上げませんでした。この度たびはやはり主しゆ催さい者しやとしてのご参加ですか？」

「うむ。主権戦争の第二回戦、或あるいは第三回戦の主催者はワシら極東の化け生しようが取り仕切ると聞いておる。まだどの様な遊ゆう戯ぎにするか決めかねておるが………参加者プレイヤーも観客も、退たい屈くつはさせぬつもりだ」

　意外にもすんなりと答える酒天童子。てっきり守秘義務があるものだと思っていた女性店員は目を丸くして驚く。

　だがその隣で迦陵がこめかみに青筋を立てて酒天童子を睨み、

「………大兄。その話は外部に話してはいけません。守秘義務があります」

「え!?」

「は!?」

「マジか[image: !??]」

「当たり前です、っていうかどうして次兄まで驚くのですか!?　まさか誰かに話してませんよね!?」

　青筋を更さらに増やして怒ど鳴なる迦陵ちゃん。

　蛟劉はサッと視線を逸そらして明後日あさつての方角を見る。どうやら身に覚えがあるようだ。

　ぐったりと肩を落とした迦陵ちゃんは忌いま々いまし気に女性店員を睨む。

「………そこの女性店員。分かっているとは思うが、この場での話は他言無用だ。もし口外してみろ。私たちだけではなく、お前の本当の主あるじまで恥はじを搔かくことになるぞ」

「わ、わかりました」

　女性店員は気を引き締しめて背筋を正す。

　太陽の主権戦争は神々の箱庭でも最高ランクのギフトゲームだ。それを情報漏ろう洩えいしたとなっては、彼女の本来の主人である白しろ夜や叉しやまで恥を搔くことになるだろう。

　迦陵もそういう意味で睨みつけていたのだが………ふと、思い出したように訝いぶかしむ。

「………ん？　そういえば貴様、南側で〝サウザンドアイズ〟の分店の店長に任命され、次兄の付き人としての任期を終えたのではなかったのか？　どうして此こ処こにいる？」

「そ………それは、」

　女性店員の顔色が悪くなる。

　蛟劉は気まずそうに迦陵を引き寄せて小声で呟つぶやく。

「あーその話やけどな。実は〝六本傷〟に店の顧こ客きやくを殆ほとんど奪うばわれた引責で、また東側に戻もどってきたんや。今は僕と一いつ緒しよに〝精霊列車〟内店てん舗ぽに出向して来てるってわけ」

「あらまあ」

　底意地の悪そうな顔でニヤリと笑う迦陵。

　つまり女性店員改め女性店長になったものの、更に改めて女性車しや掌しようになったということだ。

　女性車掌はからかわれる覚かく悟ごを決めつつ、口をへの字にして耐たえる。

「恥はずかしながら、双そう女め神がみの暖簾のれんを預かるほどの器量が私に無かったということ。今は一から修しゆ行ぎようしなおすために、恥を忍しのんで〝六本傷〟の手しゆ腕わんを盗ぬすんでいる最中です」

「ふふ、それは殊しゆ勝しような心こころ掛がけだ。格下のコミュニティでこき使われるのは屈くつ辱じよくの極きわみだろうが、其それもまた社会戦争で敗残したものの務め。精々下層のコミュニティで多くのことを学ぶのだな」

「コラコラ、意地が悪いぞ迦陵」

　酒天童子に窘たしなめられる迦陵だが、口元を押さえて笑えみを隠かくす素そ振ぶりを止やめない。

　蛟劉は呆あきれ笑いを浮かべながら片肘ひじを突く。

　此処は一つ女性車しや掌しよう殿どのへ助け舟ぶねを出すために、迦陵が格下相手にどれだけ敗北しそうになって来たのかという過去を語ろうとした蛟劉だったが───

　その時、中ちゆう継けいしていたゲームが歓かん声せいに包まれた。

『最後の勝者は〝クイーン・ハロウィン〟に決定いたしました！　皆みなさん、惜おしみない拍はく手しゆをお送りくださいな♪』

　黒くろウサギが拍手をすると、紫煙の向こうからもパチパチと拍手が聞こえてくる。

　画面には西さい郷ごう焰ほむらと御み門かど釈とく天てる、そしてアルジュナたちが映っていた。

　酒天童子は顎あご髭ひげを撫なでながら感心した様に高笑いを上げた。

「おお、アレが噂うわさに聞く帝たい釈しやく天てんの息子か。主権戦争に参加しているという噂は本当だったようだな。では奴やつらが〝アヴァターラ〟とかいうコミュニティか？」

「………違ちがいますよ、大兄。彼らは〝クイーン・ハロウィン〟の傀かい儡らいです。〝ノーネーム〟の血けつ縁えん者が参戦していると聞きました」

「〝ノーネーム〟？　………ああ、アジ＝ダカーハとの戦いで活躍した小僧たちか！　そういえば奴らも参加しているのだったな！　そりゃ楽しみだわい！」

　ガッハッハ！　と豪ごう快かいに笑う酒天童子。

　対照的に、蛟劉と迦陵の表情は複雑そうだった。

　先述した様に、帝釈天と七天には深い蟠わだかまりがある。しかも七天の敗北を決定的にした原因こそ〝護法十二天〟と呼ばれる武神衆なのだ。

　仏門から派は遣けんされてきた彼らの助力により天帝デイーヴア軍は息を吹ふき返し、次々と将が討うち取られ、最後には〝斉天大聖〟も捕とらえられてしまった。

　多くの同どう胞ほう・義兄弟を殺され、彼らの心には大きな傷が残っている。

　それ以来、生き残った七天と仏門の間に深い溝みぞがあった。

　迦陵は腰に手を当てて不機嫌そうに溜息を吐つく。

「フン。どんな恐おそろしい男かと思って見ていましたが、想像していたよりも遥はるかに覇気のない軟なん弱じやくな男でした。神王自じ慢まんの息子だと聞いていたので拍ひよう子し抜ぬけですね」

「………せやな。こんなお遊びみたいなゲームで手こずっているようでは話にならん」

「ふはは、二人とも手厳しいな！」

　場を和なごませるような高笑いがラウンジに響ひびく。

　しかし二人は不機嫌そうな雰囲気を崩くずそうとしない。

　それどころか、グラスを一気に飲み干した蛟劉は吐き捨てる様に言葉を続ける。

「そもそも、アルジュナなんて英えい傑けつはそんなに清せい廉れん潔けつ白ぱくな英傑でもないやろ。クルクシェートラの戦いでは随ずい分ぶんとえげつないやり方で勝利したって有名な話やないか」

「確か長老殺し、尊師殺し、兄弟殺しの三さん拍びよう子しでしたか？　加えて戦争の法を守らずに同族で殺し合ったとか」

「おお………そんな伝承があるのか。そいつは感心せんな」

　初めてアルジュナの伝承を聞いた酒天童子は顔を顰しかめた。

　迦陵が話しているのはインド神群の伝承を伝える叙じよ事じ詩し〝マハーバーラタ〟のことだろう。世界三大叙事詩にも数えられるこの叙事詩最大の戦争〝クルクシェートラの戦い〟でアルジュナは多くの武功を立てたものの、それは血で血を洗う骨肉の争いを描えがいた恐ろしいものでもあった。




　最長老にして一族最強の戦士・ビーシュマ。

　王族や同世代の戦士たちの尊師・ドローナ。

　異父兄弟にして兄弟最年長の戦士・カルナ。




　正確には尊師ドローナが死ぬ原因を作ったのはアルジュナではなくアルジュナの兄なのだが、此これも思わず目を背そむけたくなるような悍おぞましい方法で殺害されている。

　敵軍の中でも最大戦力だったこの三人の戦士を、アルジュナたちは姦かん計けいによって討ち取ってしまったのだ。

　戦争に正義を求めるのが間ま違ちがいなのは常識だが、それでもこの骨肉の戦いを聞いて顔を顰めない者はいないだろう。

「………ふふ、インド神群の中でも屈くつ指しの実力者がその様な大罪人とは聞いて呆れます。随分と血ち塗ぬられた伝承だこと。次兄もそうは思いませんか？」

「全くや。聞くところによると他ほかの神群からもけったいな二つ名で呼ばれとるみたいやないか。確か───〝違い約やくの英雄〟やったか？」

「まあ、悍ましい異名。インド神群最強の看板を下ろすべきではないかしら？」

　クスクスと口元を押さえてアルジュナを嘲あざ笑わらう迦陵。

　しかし二人が嘲ちよう笑しようと共に〝違約の英雄〟を口にした、次の刹せつ那な。

　蛟劉の後頭部に凄すさまじい速度の酒瓶びんが叩たたきつけられた。

「痛っ───[image: !!?]」

　バシャァン[image: !!!]　と蛟劉の頭に酒瓶の破は片へんと酒がぶちまけられる。不意打ちを受けた蛟劉はそのまま顔面をテーブルに叩きつけ、テーブルの天板には罅ひびが入った。

　如何いかに不意打ちとはいえ蛟劉ほどの武芸者が避よけられないとは、並の速度ではない。

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに驚おどろく迦陵と酒天童子は、紫し煙えんの向こうの人ひと影かげに視線を向ける。酒瓶を投げた男は紫煙を振ふり払はらって姿を見せ、粗そ野やな仕草で耳の穴を搔かきながら現れた。

「おうおうおうおう。今しがたアルジュナについてとんでもねえ罵ば倒とうを聞いたんだが、俺の聞き間違いであって欲しいもんだなあオイ。───おう、テメェだよクソ眼帯野や郎ろう」

　迦陵と酒天童子は声の主を睨にらみつける。

　耳をほじくり返しながら怒ど髪はつ天を衝つくかの如ごとく怒いかり散らして現れる男。

　筋骨隆りゆう々りゆうの肉体は見た目以上の力強さを見せつけており、高い戦せん闘とう能力を彷ほう彿ふつとさせる。先ほどの飛んできた酒瓶の速度を鑑かんがみれば、並の戦士ではないだろう。

　迦陵は無言で金きん翅しの炎ほのおを放出し始めたが、すぐに酒天童子が窘める。

「やめろ迦陵。こんな場所で金翅の炎など使ってみろ。他の乗客が黙だまっておらんぞ」

「ですが！」

「ですがも何もない。そもそも喧けん嘩かを売られたのは蛟劉なのだ。ならば此処から先はこやつが判断すればいい。───そうだろう、蛟劉？」

　顎髭を触さわりながらニヤリと笑う酒天童子。

　突つっ伏ぷしていた蛟劉が無言で立ち上がったのは、その時のことだ。

　濡ぬれた髪かみを搔き上げながら大おお股またで歩き出す蛟劉は、怒りを押し殺したような凶きよう暴ぼうな笑えみで男の前に立つ。

「なんなんやお前。帝釈天の息子むすこの知り合いか？」

「知り合いじゃねえ。家族であり、そして兄貴だ。テメェが侮ぶ辱じよくしたアルジュナのな」

　ほう？　と三人の瞳ひとみが三種三様の驚きに染まる。

　インド神群の英傑であるアルジュナには四人の兄弟───否いな、正確には五人の兄弟が存在していた。

　彼らは何いずれも半神半人として生まれ異なる神しん霊れいの父を持つと伝えられている。

　しかし名のある英傑とはいえ箱庭で霊れい格かくを保ち続けている者は少ない。ヘラクレスの様にギリシャ神群の中でも比類なき大だい英えい雄ゆうとして語られているのであればまた話は別だが、アルジュナ以外の兄弟が箱庭に顕けん現げんするには己おのれの霊格以外の後押しが必要だ。

　星の主権か、或あるいは神霊の化身アバターか。

　アルジュナの兄を名乗る男を値ね踏ぶみする様に睨んでいた蛟劉だが、ふと口角を上げて歪いびつに笑う。

　普ふ段だんは決して見せない龍りゆうの牙きばを剝むいた彼は、一歩踏ふみ込んで間合いに入る。

「気を悪くしたのならすまんなあ、小こ僧ぞう。正直なこの口がつい思ってる事を口にしてしもたわ」

「へえ？　つまり訂てい正せいするつもりは無いってことだな？」

　対たい峙じしていた男の全身も怒りで膨ふくれ上がる。

　二人の気き迫はくで紫煙が徐じよ々じよに晴れて行き、一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きが流れ始めた。テーブルのグラスに亀き裂れつが入り、ランプの硝子ガラスには罅が入る。

　蛟劉は挑ちよう発はつするように両手を広げて吼ほえた。

「おう、何度でも言うたるわ。長老殺し、尊師殺し、兄殺し！　更さらには卑ひ劣れつな作戦の数々を駆く使しして戦争に勝った卑劣な英傑！　此れがインド神群最強とは笑わせる！　此れでは英傑というよりは、血塗られた魔ま王おうみたいやないかってな───[image: !!!]」

　蛟劉が吼えると同時に、男の強きよう靭じんな拳こぶしが腹筋に突き刺ささった。

　海底火山で一〇〇〇年の功夫クンフーを積んで鍛きたえられた彼の肉体は並の攻こう撃げきを受け付けない。敢あえて挑発したのは先手を譲ゆずったからなのだが、男の膂りよ力りよくは蛟劉の予想を上回った。

　臓ぞう腑ふから込み上げる激痛に、蛟劉は呼吸を奪われる。

　そんな油断や隙すきを見み逃のがすほど未熟な相手ではない。

　アルジュナの兄は血走った瞳で蛟劉の髪の毛を摑つかみ、壁かべに叩きつけた。

「ガッ………!!」

「ハッ、口だけかよこの眼帯野郎!!」

　飛び掛かかる勢いで蹴けり飛ばした男は尚なおも追つい撃げきを仕し掛かける。

　その戦い方は正に野や獣じゆうのそれだ。

　足運びと膝ひざの折り曲げ方で武術を習得しているのは間違いないのだが、男は敢えて武術を封ふう印いんして戦いを始めた。

　要するに、感情的な喧嘩に終始するつもりなのだ。

　普ふ通つうなら唯ただの怪かい力りきが蛟劉に通用するはずがない。如何いかに半神半人の拳と云いえど、所しよ詮せんは人間の拳。山河に拳を突き立てたところで少し大きなクレーターが出来るだけだ。

　しかしこの男の拳は容よう赦しやなく蛟劉に突き刺さっている。

　信じられないほどの怪力だ。

「っ、次じ兄けい………！」

　迦陵は驚きよう嘆たんしたまま瞳を瞬またたかせていたが、男の筋力が侮あなどれない事を悟さとり臨戦態勢に入る。しかし再度、酒天童子が彼女を制止した。

「いいからほっとけ。他人の喧嘩に手出しすることほど野や暮ぼなことは無かろうて」

「しかし次兄がッ！」

　ガガァン[image: !!!]　と派手にラウンジを破は壊かいし続けながら尚なおもぶつかり合う二人。

　紫煙は瞬く間に晴れて代わりに埃ほこりが舞まい散り、破片が飛散する。

　深い霧きりの向こうで騒そう動どうに気が付いた他の観客たちはこの喧嘩を止めるどころか、酒の肴さかなにでもしてしまおうと盛り上がっていた。

　背中を向けた酒天童子も酒しゆ杯はいを呷あおりながら我関せずという風ふう体ていである。

　普段は頼たよれる筈はずの大兄の日和ひよった態度に、迦陵は顔を真っ赤にして激げき怒どした。

「大兄、いい加減にしてください!!　バーンダヴァの五兄弟と云えば何れも名の知れた英傑ばかり！　次兄が心配ではないのですか!?」

「心配って………大げさだな迦陵は。唯の喧嘩ではないか」

「ですが、」

「いいから座れ。その、なんだ。バーンダヴァの英傑とやらがどんなもんかは知らんが、忘れたのか？　蛟劉は四桁の魔王だぞ？」

　呆あきれたように酒天童子が指し摘てきした刹那───アルジュナの兄を名乗った男が、隣となりの席を突き破ってバーカウンターに叩きつけられた。

「グ、ガッ[image: !!?]」

　ゲホッ、と喀かつ血けつする男。

　割れた酒瓶の破片が至る所に飛び散り、バーカウンターは零こぼれた酒で濡れていく。

　紫煙の向こうの観客たちは一層盛り上がっている。しかし当人はそれどころではない。

　蛟劉と同じように吹ふき飛ばされた男だが、その傷の深さは到とう底てい比べられるものではない。吹き飛ばした蛟劉は埃を払う様に悠ゆう然ぜんと歩み寄りながら、身動きが出来ない男を嘲笑う。

「なんやなんや………ちょっと本気を出したらコレか。威い勢せいが良かったのは最初だけか、小僧」

「ッ、テメェ………！」

　様子見をされていたことに気が付いた男は憤ふん怒ぬの表情で蛟劉を睨みつける。

　並の魔王が相手ならば山河を穿うがつその怪力で殴なぐり倒たおせていただろうが、彼の前に立っている男は並の魔王などではない。

　箱庭第四桁───神域に本ほん拠きよを構える、七天の一角。

　本来なら神話の英えい雄ゆう英えい傑けつが一いつ致ち団結して漸ようやく戦いが成立する領域の魔王である。

「よくその程度で魔王に喧嘩売ろうなんて考えたもんやな。君より強い人間なら今まで星の数ほど返り討うちにしてきたもんや。〝覆海大聖〟の旗下にはもっととんでもない強者の屍しかばねがぎょうさん転がっとる」

「っ………〝覆海大聖〟………！　ならば、お前があの七天の一人か!!」

　脇わき腹ばらを押さえながら立ち上がる男に、蛟劉は不敵に笑いながら首しゆ肯こうする。




「如何にも。〝七天大聖〟が一人、蛟魔王の蛟劉。

　中ちゆう華か大陸を震しん撼かんさせた大戦争に名を刻みし者。

　人呼んで〝海を覆おおいし大聖者〟とは僕のことよ」




　闘とう志しを高めて名乗りを上げ、敵対者を威い嚇かくする。

　蛟劉が己の口上を全すべて口にすることなど滅めつ多たにない。此れが彼なりの礼れい儀ぎの示し方なのだろう。

　蛟劉の肉体に傷を付けられるほどの英えい傑けつはこの数年で二人しかいなかった。故ゆえにそれなりの敬意を払うべきだと判断したのだ。

　凡ぼん百ぴやくの英傑が相手であったならこの威嚇だけで戦意を喪そう失しつしていたに違ちがいない。

　だがこの男───バーンダヴァ五兄弟もまた、決して並の英傑ではなかった。

「へっ………なるほど、合が点てんがいったぜ。それでアルジュナにケチ付けたってわけか。アルジュナはウチの大将の息子だもんなあ？」

「何？」

　蛟劉の表情から笑えみが消える。今のは聞き捨てならない。

　アルジュナは帝たい釈しやく天てんとクル族の王おう妃ひの間に生まれた半神半人だ。

　つまり男が言うところの〝大将〟とは、神王・帝釈天と考えるべきだろう。そして〝大将〟と呼ぶからには、この男は帝釈天の部下ということ。

　帝釈天が組織している武ぶ闘とう派はの集団と云えば───解答は一つしか無い。

「まさかお前………〝護法十二天〟の化身か!?」

「応よ！　俺こそ風ふう天てんヴァーユが一子、バーンダヴァ五兄弟の次兄！　クル族一番の怪かい力りき無む双そうと謳うたわれたビーマ様さ!!」

　砕くだかれたバーカウンターの破片を押しのけて前に出るビーマ。

　インド神群の英傑の中でも指折りの怪力無双として広く伝わっており、彼の名前は後のインドでは〝力強き者〟という名前の代名詞となっているほどだ。

　武術にも優すぐれ、〝クルクシェートラの戦い〟では多くの敵将を討ち取ったとされる。

　風天の息子である彼は神の化身としての霊格を預かっているのだろう。

　ペッと血を吐はき出したビーマは、今まで以上の闘志を滾たぎらせて牙を剝く。

「おう、蛟劉とやら。テメェが名のある魔王なのは理解したが、此方こちらも引けない誓ちかいがあんだよ」

「───……」

「俺は俺の弟を………そして兄弟たちを、〝違い約やくの英雄〟と呼んだ奴やつを決して許さねえ。あの戦いのことを知らねえ外野ほど俺の兄弟のことをとやかく言いたがるが、そういう奴に限ってテメェのやってきたことを棚たなに上げやがる。俺の弟がどれだけ苦しんであの決断を下してきたのか分からねえっていうなら………テメェの減らず口は、俺がこの手で叩たたきつぶす………[image: !!!]」

　家族の侮辱は、絶対に許さない。

　無ぶ頼らい漢かんの野や卑ひな構えから、徐々に獣けものを模した拳術の構えへと変わっていく。

　如何どうやら武術を使う覚かく悟ごを決めたらしい。

　象形拳の類たぐいかと錯さつ覚かくした蛟劉だが、彼の知識には一つも掠かすらない。恐おそらくインド神群の英傑が使う武術の一つの中に獣を模した構えがあるのだろう。

　立ち昇のぼる神気から違い和わ感かんを察した酒天童子は、初めてビーマの存在に警けい戒かいを抱いだく。

（この神気………何か混ざっとるな。風天以外にも背負ってる神格がある）

　二重神格を持つことは極きわめて危険な行こう為いだ。

　擬ぎ似じ神格が宿主の霊格を燃やし尽つくしてしまうことはよく知られていることだが、二重神格はそれすら上回る速度で霊格を食い潰つぶしてしまう。

　それに耐たえられるということは、耐える為ためによほど熾し烈れつな修練を積んできたという証あかし。

　これ以上は不味まずいかもしれないと思い直す酒天童子。

　しかし蛟劉から立ち昇る壮そう絶ぜつな殺気を見て思わず言葉を飲んでしまった。

　蛟劉の闘志と殺意が交じり合った気迫に精せい霊れい列車の床ゆか板いたが割れ、その口元には今まで見たこともないほど冷れい徹てつな微び笑しようが刻まれていた。

　過去の逆げき鱗りんに触ふれられた若き龍りゆうは瞳ひとみに血気を滾たぎらせている。

「………そうか。〝護法十二天〟とは知らなんだ。知っていたらこんな手の込んだ喧けん嘩かなんかせんかったんやけどな」

　ユラリ───と、恐ろしく静かな踏ふみ込み。

　きっと逆さか廻まき十六夜いざよいも春日かすか部べ耀ようも見たことのない足運びだろう。

　音を殺し、気配を殺し、真っ直すぐな殺意を滾らせる蛟劉。それを感じた途と端たん、絶句していた酒天童子が驚おどろいて立ち上がった。

「っ、いかん………！」

　酒天童子は状じよう況きようを軽かろんじていたことを悔くいた。何故なぜなら蛟劉の右手には、黒く変色しつつある〝契約書類ギアスロール〟が握にぎられていたからだ。

　かつて義兄弟の命を奪うばった〝護法十二天〟の一員が目の前に居て抑えられるはずがない。そんなことは酒天童子が一番わかっていたはずなのに。

　こうなれば力ずくでも蛟劉の暴挙を止めねばならないと酒天童子が覚悟した瞬しゆん間かん───

　空間に亀裂が入り、銀の髪かみが扇おうぎ状じように靡なびいて光った。




「こんの───大おお馬ば鹿か者どもがあああああ[image: !!!]」




「げ───[image: !!?]」

「びゃ、白夜王[image: !!?]」

　二人は仰ぎよう天てんして身構えたものの既すでに遅おそい。

　女王〝クイーン・ハロウィン〟の空間跳ちよう躍やくは一いつ切さいのタイムラグが無い為、前兆を読み取ることも出来ない。

　銀ぎん髪ぱつの白夜王が二人の間に割って入ると、有う無むを言わさずその拳こぶしで二人を吹き飛ばす。流石さすがの英傑も、流石の魔ま王おうも、星せい霊れいの一いち撃げきを不意に喰らっては立ち上がれない。

　紫し煙えんの向こうへと殴り飛ばされて壁かべに激げき突とつした二人は、仲良く意識を失って倒れ込むのだった。




　　　　＊




　───そして、大おお喧げん嘩かから一時間後。

「この大馬鹿者どもが[image: !!!]　時と場所も選べんのかこの青二才どもめッ[image: !!!]」

　精霊列車が軋きしむほどの大だい一いつ喝かつに、正座させられている二人も流石に身を固くする。

　紫煙の向こうの観客たちも萎縮した様に黙だまり込み、ラウンジは一種異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。

　滅多なことでは本気で怒おこらないあの白夜王が、神気を撒まき散らすほど大激怒しているのだ。如何いかな修しゆ羅ら神仏といえど、第一次太陽主権戦争の覇は者しやの怒いかりには触れたくない。

　正座させられている蛟劉とビーマも白夜王には逆らえず、不満そうな顔をしながら互たがいを睨にらみつけている。

　白夜王は怒ど鳴なり続けて疲つかれたのか、肩かたを落として二人を見る。

「はあ………片や秩ちつ序じよの頂点たる〝護法十二天〟。片や箱庭を守護する〝階層支配者フロアマスター〟。その二人が精霊列車のラウンジで大喧嘩などしてみよ。護法の力が弱まったと軽んじた魔王たちが暴れ出すのは目に見えておる。それがわからぬ未熟者ではあるまい？」

「「ですがコイツが[image: !!!]」」

「ですがも何もないわこの青二才ども[image: !!!]」

　白夜王の大一喝で空間に亀き裂れつが入る。

　此こ処こまで激怒する白夜王は中々みられるものではない。

　流石に見かねた酒天童子が割って入った。

「まあまあそう怒るな、白夜王よ。二人ともこの様に反省しておる。それに蛟劉の仕事ぶりはお主の耳にも届いておるはずだ。一度頭を冷やせばキチンと守護者としての任を務めるだろう」

「………む」

「それと其方そちらの小こ僧ぞうよ。貴様の怒りもわかるが、ワシの義兄弟にも消しきれない心の傷があるのだ。貴様が〝護法十二天〟と知った今、容易たやすく頭を下げることは難しかろう。故に此処は一つ、ワシからの謝罪を受け取って欲しい」

　酒天童子が頭を下げると、その場にいた全員が驚いた。

「義兄弟の非礼、誠まことにすまなかった。酒天童子の御み旗はたの下もと、二度とあのような侮ぶ蔑べつはさせぬ」

「な、ちょっと大兄!!」

「十二天に頭を下げるなんて!!」

「いい加減にせよ二人とも!!　貴様らの義兄が誰だれのために頭を下げたと思っておる[image: !!!]」

　憤ふん激げきする二人を、白夜王が一喝して黙らせる。

　ビーマは意図が分からず怪け訝げんな顔をして酒天童子を睨む。

「………訳がわからねえ。何でアンタが頭を下げる？　いや、頭を下げることが出来る？　十二天やウチの大将は義兄弟の仇かたきなんじゃないのか？」

「無論、その通りだ。しかしワシにはお主の怒りも理解できるのだ。かつて七天戦争が起きた時を思い出してしまい、如何しても腹の底から怒ることができん」

　ハッと、息を吞のむ。かつて七天戦争が勃ぼつ発ぱつした理由は、一人の半星霊を救い出そうとしたことがきっかけだった。

〝斉天大聖〟孫悟空───蒼あおき星の半星霊の一人である彼女が天てん帝ていの姦かん計けいによって命を奪われそうになった時、義兄弟を救うために七天は魔王へ堕おちることを覚悟した。

　彼女の命は〝罪〟ではあったのかもしれないが、決して〝悪〟ではないのだと証明してみせる為に、六人もの妖王が命を懸かけたのだ。

「風天のビーマよ。お主もまた兄弟の名めい誉よの為に拳を振ふり上げた。その怒りを否定するということは、かつての我らの怒りを否定することになる。共に遺い恨こんのある仲だが、魂たましいが大事にしている物は同じはずだ。違うか？」

「───……、」

「故ゆえにビーマよ。今一度頭を下げよう。此処はワシの謝罪一つで退ひいては貰もらえんか？」

　酒天童子がゆっくりと体を傾かたむける。

　だがビーマは両手でそれを妨さまたげた。

「いや、渡と世せいの王たるアンタに二回も頭を下げさせたんじゃそれこそ筋が通らない。次は俺が頭を下げる番だ。───先に手を上げて申し訳なかった、蛟魔王」

　蛟劉に向き直ったビーマはゆっくりと頭を下げる。

　こうなると蛟劉も迦陵も反論は出来ない。

　謝罪を受け取らなければ酒天童子に恥はじを搔かかせ、そして過去の七天戦争の正義さえ疑われる。

　歯を食いしばりながら蛟劉が頷うなずくと、ビーマはすぐに立ち上がった。

「邪じや魔ましたな、七天たち。後で詫わびの品を運ばせる。特に酒天童子には特上の酒を届けると約束するぜ」

「ガッハッハ、そりゃいいな！　頭を下げた甲か斐いがあったわい！」

　高らかな笑い声につられてビーマも口元を綻ほころばせる。如何やらこの笑えみが本来のビーマという英えい傑けつの笑みの様だ。

　彼の姿が見えなくなると、白夜王はため息交じりに酒天童子を見る。

「うむ………手間を懸けさせたな、酒天童子。やはり北の守護者は一味違ちがうの」

「いやいや、最近は娘むすめたちに投げっぱなしよ。そして感謝するのはワシの方だ。もう少しで取り返しのつかぬ事態に発展するところだったからのう」

　酒天童子と白夜王が同時に蛟劉を見る。

　蛟劉は気まずくなって視線を逸そらしてしまった。

　怒りに支配された彼はもう少しで黒き〝契約書類〟───〝主催者権限ホストマスター〟を行使してしまうところだったのだ。

　もし次に魔王へ堕ちたのなら処しよ罰ばつは逃のがれられなかっただろう。

　しかしそんな蛟劉を庇かばう様に迦陵が立ち塞ふさがる。

「お待ちください大たい兄けい。そして白夜王。次兄の怒りを処するというのであれば私も黙ってはいられない。先に危害を加えてきたのはあの無礼者のはず」

「わかっておる。しかし此処には他ほかの観客の目がある。何も処罰をせぬわけにはいかぬのだ」

　酒天童子の言葉に、白夜王が頷く。

「大だい丈じよう夫ぶだ迦陵。丁度人手が欲しかったところでの。蛟劉には主権戦争の第二回戦の案内役ナビゲーターを依い頼らいしようと思っておる。それで良いな、蛟劉？」

「はい。大兄に恥を搔かせたんや。それくらいなんてことはない」

　後ろ髪がみを搔き上げながら処しよ遇ぐうを受け入れる蛟劉。

　此これにて一件落着だと、白夜王は扇おうぎを広げて呵か々か大たい笑しようを上げた。

「ようし、では説教時間タイムはこれで終わりだの！　第二回戦はちと広い場所で進行するから人手が欲しいところだったのだ！」

「広い場所？　ということは、僕以外にも案内役が？」

「うむ！　一回戦の案内役はヘラクレスだけだが、二回戦は多くの組織に案内役を依頼しておる！　私が今まで興味がなかった土地の開かい催さい故、人脈も少なく困っておったのだ！」

　蛟劉たちは不思議そうに顔を見合わせて首を傾かしげあう。

　神々の箱庭でも最古参に数えられる白夜王ですら興味の無い大地───それは果たして何処どこなのだろうか、と。

「なんか嫌いやな予感してきたんやけど………二回戦の舞ぶ台たいって、何処になる予定なんや？」

「うむ！　それでは聞いて驚け！　二回戦の舞台は何と───」




　　　　＊




　───ほう？　と、殺人種の王は意外な声を上げた。

　二回戦の舞台は彼女にしても意外な舞台が用意されていたらしい。

　しかしアルジュナの身体からだに縛しばられている彼女にはまだ出来ることが何もない。アルジュナかクリシュナを乗っ取りでもしない限りこうして外を眺ながめているのが限界だ。

　今の状態でその様な行動に出てしまえば神王インドラ率いる護法十二天が黙ってはいない。今の彼女の力では天軍デイーヴアと正面衝しよう突とつをするのは無む謀ぼうでしかない。クリシュナに力を貸かし与あたえて生き永らえるのがやっとなのだ。

　何かのきっかけで自由の身になることが出来ればまた話が別なのだが───




〝自由………か。そうさな。自由さえ手に入れてしまえば、使えそうな駒こまは揃そろっておる。私が復活した暁あかつきには、あの義兄弟どもに踊おどってもらうのもいいかもしれん〟




　もしも自由を手に入れたのなら、その時は………王おう冠かん種としての威い光こうを見せつけてくれようと心に誓ちかう。

　何はともあれ、第一回戦はあの〝ガイアの末ばつ子し〟として知られるティポエウスの舞台だ。あの者が本気で今の箱庭に物申そうとしているのであれば、今は静観を決め込むのが先達としての務め。先まずはお手並み拝見というところだろう。

　そして〝ガイアの末子〟がしくじる様な事があれば───

　その時こそ、殺人種の王たる彼女の出番だ。

　殺人種の王はその時が来るまで楽しみにしつつ、眠ねむりにつくことにした。
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　───そして現在。

　アトランティス大陸で行われた太陽主権戦争の第一回戦が終わり、一週間が経たった。

　原住民の受け入れ先については各地のコミュニティが声を上げてくれたおかげで速すみやかに事が進んだ。中でも精力的に人口の受け入れを行っていたのは、東の〝階層支配者フロアマスター〟に任命されて領地を拡大している〝ノーネーム〟だった。

　屈くつ強きような戦士を一人でも多く欲ほつしている〝ノーネーム〟にとってアトランティス大陸の原住民たちは即そく戦せん力りよくに成りえる集団だったのだ。

　諸もろ々もろの信用問題について揉もめる点は多々あったが、先ずは土地を貸し与えて再建を支し援えんするという形で先日話が纏まとまることに。

　漸ようやく事後処理を終えた彼女───〝ノーネーム〟頭首である春日かすか部べ耀ようは、疲つかれ果てた様にテーブルへ突つっ伏ぷしていた。

「あ～………やっと受け入れの準備が終わった。支援を申し出てくれた〝六本傷〟の人たちには感謝しないと」

「土地だけじゃなく食料や衣服も必要になるものね。持つべきものは親しき商業コミュニティというところかしら？」

　苦笑いを浮うかべて紅茶を口に運ぶ飛鳥あすか。

　その隣となりの席では、逆さか廻まき十六夜いざよいがニヤニヤと笑いながら片かた肘ひじを突いている。

「いやあ、大変だなご頭首様は。コミュニティの拡張やら同盟相手との連れん携けいやら、やるべきことが盛り沢だく山さんだ」

「ホントだよ。何処かの誰かみたいに好き勝手出来ないんだから、そろそろ代わってくれてもいい頃ころ合あいなんじゃないかな？」

「そうしてやりたいのは山々なんだが、世間様が俺を放ほうっておいてくれなくてね。落ち着いたら少しくらいは手伝ってやるよ」

　他人ひと事ごとのようにからかう十六夜だが、噓うそは言っていない。

　耀に〝ノーネーム〟の運営を任せきりにしている件については少しだけ───ほんの少しだけ申し訳なく思っている。

　だがアトランティス大陸で十六夜が直面した真実は彼に安あん穏のんとした日々を許さない。

　星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの被ひ験けん者しや、そして犠ぎ牲せい者しやたち。

　実験を主導していると思わしき国際組織の影かげ。

　そして───蒼き星を死の星に変えてしまう大動脈決けつ壊かい、破局噴ふん火か。

（遂ついには蒼き星の星せい霊れいを名乗る奴も現れた。主権戦争中は箱庭の内外を行き来できる数少ないチャンスなわけだし、今は〝ノーネーム〟に戻もどっている場合じゃねえ）

　激げき闘とうの果てに倒たおれたティポエウスはまだ目覚めていない。彼は粒りゆう子し体たい研究の暗部、そして十六夜と焰ほむらの父親である西郷東とう夜やとも面識があった。

　父・西郷東夜の知ち己きはその多くが不ふ審しん死しを遂とげており、十六夜も詳くわしい話を聞いたことが無い。

　だがティポエウスは十六夜の知らない最後のピースを知っている可能性があるのだ。

　本来ならば今すぐにでも話を聞きたいところだが、ティポエウス、アルジュナ、クリシュナの三人は絶対安静だと言いつけられている。

　今は大人しくティポエウスが目覚めるのを待つしかない。

　………とはいえ、耀の激務も捨て置けない。

　レティシアやクロアが消息不明のまま、更さらには参加者プレイヤーまでこなしているのだ。此このままでは何時いつか必ず破は綻たんする。

　せめて内情を良く知る人間に内政を任せなければ倒れてしまうだろう。

「………まあ、悪いとは思ってる。蛟こう劉りゆうか白しろ夜や叉しや、もしくはガロロのおっさんに相談しておくから、今はもう少し踏ふん張ってくれや」

「うん。本格的に無理そうになったら主権戦争は十六夜に任せることになるけど………」

「いやそりゃ無理だ」

　即そく答とうされて驚おどろく二人。十六夜ならたった一人でも参加し続けると思っていたのだろう。

　だが十六夜はさも当然だというように呆あきれた視線を向け、

「忘れたのか？　俺はもうすぐ肉体年ねん齢れいが成人判定になる。どっちにしても参加者として参加するのは不可能だ」

「あ………！」

「そ、そうだったわ！　十六夜君ってもうすぐ成人なのよね………！」

　すっかり失念していた二人は〝ノーネーム〟の窮きゆう状じようを改めて思い知らされた。此のままでは参戦しているのが客かく将しようの上うえ杉すぎ女史だけになり、ゲームの続投すら危あやうい。

　耀が留守の間を任せられる早さつ急きゆうな人員確保が必要不可欠だ。

「次のゲームまで少し時間がある。暇ひまそうな奴に声をかけて〝ノーネーム〟の運営を任せるしかないな」

「そ、そうだね。信しん頼らいできる人は沢たく山さんいるわけだし、今のうちに声をかけておかなきゃ」

　気き丈じように振ふる舞まう耀だがその表情は暗い。

　心身ともに疲れが溜たまってきているのだろう。流石さすがの十六夜も良心が痛んだらしく、後ろ髪を搔かきながら人差し指を立て、

「あ～………わかった、わかったよ。代わりの人間が見つかるまでコミュニティの用事は俺が引き受ける。春日部は少し休んでろ」

「え………い、いいの？　十六夜も外界の事で忙いそがしいんでしょ？」

「代わりが見つかるまでならそう日数もかからんだろ。今の〝ノーネーム〟の現状を把は握あくする意味でも頭首代行をするのは悪い手じゃない。お前じゃないと裁決できないと思った案件を除いて俺がまとめておいてやる」

　面めん倒どうくさそうにストローを嚙かむ十六夜。

　しかしこれでまた厄やつ介かいな案件が増えた。

　世界の破は滅めつ、粒子体の秘密、助すけっ人と探し。

　今の状じよう況きようを改善するには十六夜が奔ほん走そうするしかなさそうだ。世界の内外を飛び回って事件を解決するなんていうのも、逆廻十六夜らしいのかもしれない。

　丁度会話が途と切ぎれたその時、遠くから蛟劉の声が届いた。




　　　　＊




「おーい、そこの問題児組！　ちょっとええか!?」

「あ、蛟劉さん」

「珍めずらしい奴から声がかかったな。どうした？」

　三人が笑いながら蛟劉を迎むかえる中、彼はゲンナリと肩かたを落としながら席に座る。

「いやあ………実は白びやく夜や王おうの頼たのみで、ちょっと面倒くさい仕事を受けてしまってなあ。話し相手が欲しかったところや」

「へえ？」

「白夜叉からっていうことは、主権戦争の運営からってことだね。もしかして二回戦についてかな？」

　耀が小首を傾かしげると、十六夜と飛鳥の表情が鋭するどくなる。

　第二回戦の情報を此こ処こで得られるのであれば少しでも手に入れておきたいところ。しかし蛟劉は笑いながら手を振ふり、

「すまんけど、此方こちらにも守秘義務がある。それにもうすぐ二回戦について情報が開示されるから期待しとき」

「あ、そうなんだ」

「早くも情報ゲット♪」

　十六夜が煽あおると、蛟劉も苦笑いを浮かべる。

「相変わらず目め敏ざといというかなんというか、一を知り十を知るというか………まあええよ。僕の用事を聞いたらどうせバレる話やしな」

　つまり相談とは第二回戦についての情報なのだろう。

　蛟劉は十六夜に向かって「ちょいちょい」と指で招き寄せる動作を見せる。つられて女性二人も前のめりになると、蛟劉は周囲を警けい戒かいしながら囁ささやく。

「十六夜君。───君が外界の華か僑きようと揉めたって話、マジか？」

「華僑？　というと、横よこ浜はまの中ちゆう華か街がいで揉めたあの話か？」

「それそれ。良かったらその辺りの話を詳しく聞かせて欲しいんや」

「別にいいが………〝護法十二天〟の会社の話だぞ？」

　承知の上だと蛟劉は頷うなずいて見せる。

　十二天との確かく執しつについてよく知る十六夜には正に青せい天てんの霹へき靂れきだろう。今までの蛟劉に仏門の話は禁句、十二天の話をしようものなら無言で怒ど気きを放っていたはずだ。

　どんな心境の変化があったのかを問おうとした十六夜に、飛鳥が割って入る。

「ちょ、ちょっと待って十六夜君！　貴方あなた〝護法十二天〟と一いつ緒しよに仕事をしていたの!?」

「まあ、少しだけな。伊達だてに箱庭の内外を飛び回っていたわけじゃねえよ。此れでも人脈はかなり広がった。何なら〝護法十二天〟で暇をしてる奴やつに助っ人を頼んでみるか？」

　此れには二人とも驚いた。

〝護法十二天〟と言えば天軍デイーヴアの実働部隊として最も有名なコミュニティだ。

〝ノーネーム〟に力を貸している上杉女史もその一人なのだが、その彼らが一つのコミュニティに幾いく人にんもの人材を派は遣けんするとは考えにくい。

　飛鳥は皮肉半分、興味半分で問う。

「十六夜君。もしかして貴方あなた、十二天に貸しでも作って来たんじゃないの？」

「十二天というよりは、まあ社長様にだな。外界にいる間に何度か仕事を手伝ったり、社長様の小こ遣づかい稼かせぎに協力したって程度だが」

「何それ面おも白しろそう。〝ノーネーム〟ほっぽり出してそんな面白そうなことしてたの？」

　唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎする耀と、苦笑いを浮かべて肩を竦すくめる十六夜。

「それについては返す言葉も無い。けど土産みやげ話ばなしなら沢山あるぜ。それこそ蛟劉が聞きたがっている華僑の話とかな」

「土産話だけじゃ足りない。おつまみ沢山奢おごってくれなきゃ許せない」

　そう言ってウェイトレスを捕つかまえた耀は次々に料理を注文し、十六夜の土産話を聞く準備を整える。

　十六夜は一転してムッとしたが、此れも労ねぎらいの一つと思えば安いものかもしれない。

　片肘を突いてフィッシュアンドチップスを齧かじり始めた十六夜は蛟劉に向き直って思い出を探さぐり始める。

「えーと………確か華僑の話だよな。かなり長くなるが大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええよ。今日はその為ために来たんやし」

　そうか、と頷いて語り始める。

　十六夜が〝護法十二天〟との戦いで経験した事件。

　それは外界の華僑たちとの間に起きた、とある陶とう磁じ器きを巡めぐる事件のこと。
















　華僑の集つどう横浜のとある街。

　表通りの殷いん賑しんを極きわめた賑にぎわいとは対照的な部屋の一角。

　赤い門構えの特とく徴ちよう的なビルの最上階で、その男は怪け訝げんそうに問うた。

「………〝護法十二天〟？　なんだそのふざけた名前の会社は？」

「傭よう兵へい稼か業ぎようを営むフリーエージェントの会社ということです。日本に本社を移してからは細々とした仕事しか受けていないようですが、以前は各国を跨またいでかなり派手に荒あら稼かせぎをしていた手て練だれの傭兵集団だとか」

　毛皮のコートを脱ぬいだその男は報告書を手に取り、彼らの経歴に目を通す。

　無表情のまま文字を追っていたその男は先ほどと打って変わり、愉ゆ快かいそうに口元を歪ゆがめて天を仰あおいだ。

「ハッ……随ずい分ぶんと歌か舞ぶいたコードネームじゃねえかよ、ええ？　社長の名前が御み門かど釈とく天てる？　コレ〝御み門かど〟と書いて〝帝みかど〟とかけてるんだろ？」

「そうですね」

「じゃあこの会社の社長様は自分の事を〝帝たい釈しやく天てん〟だって言い張りたいのか？　帝釈天と云いえばおめえ、この国じゃ天てん帝ていの事じゃなかったか？」

　帝釈天───印いん欧おう祖語圏けんで広く信しん仰こうされる古い時代の神だ。

　対して中ちゆう華か系の神話に伝えられる天帝とは、時代の統とう率そつ者を選び出す〝天意の選考者〟を意味する。インドラ、ゼウス、唯ゆい一いつの神、天帝といった最高位の神しん霊れいは〝天部〟を支配する者として同一視されることがあるという。

　華僑に属するマフィアの彼らにとっても決して無関係の神ではない。

　日本の極ごく道どうの信仰が神道に通ずるのと同じく、華僑系のマフィアである彼らの根底にも信仰心が根付いている。

　取り分け漢民族の流れを組む正統組織を謳うたう彼らにとって、天帝を名乗る者がいるのは余り面白い事ではない。

　表の生業なりわいなら兎とも角、裏稼業の人物が相手なら尚なお更さらだ。

「うちのシマで好き勝手してるんなら即そく座ざに締しめ上げてるんだがな。報告書を読む限り、東京の端はじっこで細々と暮らしてる小さな集団だろ？　そんな木こっ端ぱ組織が俺たちを調べてるって？」

「はい。ですが大兄。奴ら組織としては小さくとも、その戦せん闘とう能力は尋じん常じようじゃありません。───大兄は、中南米の都市開発利権を争って起きた抗こう争そうをご存知ですか？」

　唐とう突とつな質問に、大兄と呼ばれた大男は不快そうな顔をする。

「ああん？　そりゃ当たり前だろ。華僑のみならず印僑・ユダヤ・アルメニアの四大移民が偶ぐう発はつ的に衝しよう突とつしたという、戦後三〇年も続いた、民間抗争の中では最大最悪の抗争じゃねえか」

　知らない方がおかしいと、呆あきれながら手を振る大兄。

　この様子だと彼も無関係ではなかったのだろう。

「ユダヤとアルメニアの双そう方ほうが手を引いてからは華僑と印僑の泥どろ沼ぬま化かした抗争が尾おを引いて、多数の死者が出たって話だろ？」

「そうです。その史上最悪の民間抗争を解決したのが………この〝護法十二天〟という集団なのです」

　は？　と大兄は間の抜ぬけた声を上げた。

　華僑・印僑とは中華系の移民族とインド系の移民族を指す言葉だ。

　大戦後の荒こう廃はいした世界の至る所で都市開発・復興事業などに携たずさわった彼らは、表と裏の社会で絶大な力を持つ移民族として知られている。

　………そんな、二つの民族が正面衝突したという大抗争を。

　東京の端っこで細々と暮らしているだけの会社が、解決に導いたというのか。

「………本当なのか？」

「はい。華僑と印僑、その双方を裏で仕切る総統が口を揃そろえてこう言ったそうです。





　───十二天には手を出すな。

　　　　あの御お方かたたちは本物だ、と」






　側近の部下がそう口にした直後。

　事務所の一階が、爆ばく裂れつ音と共に蹴けり破られた。




　　　　＊




　───時を、三日ほど遡さかのぼる。

　柴しば又また帝たい釈しやく天てんから北西に進んだ場所にある江え戸ど川がわの河か川せん敷しきに、その男はいた。

　東京都と千葉県の県境にある江戸川は渡わたし舟ぶねが出ており、柴又帝釈天に来た観光客たちで賑にぎわいを見せている。

　親子連れの観光客は一家団だん欒らんを楽しみながら手を繫つないで歩いていた。




「………はあ」

　その様子を、ベンチに座り遠くから眺ながめているとある男。

　外見年ねん齢れいは三〇代前半。

　見てくれの好こう悪おを問われればちょっと好寄りというところ。

　働き盛りの男性が意味もなく独りで公園のベンチに腰こし掛かけているその姿は、不ふ審しん者に思われても致いたし方ないだろう。

　しかし着ている服も身み形なりもそれなりのものを持ち合わせている男性が、意味もなく平日のベンチに腰こしかけているというのは考えにくい。

　何か深い理由があってのことに違ちがいないだろう。

　或あるいは人と待ち合わせでもしているのかもしれない。

　きっとそうに違いない。

　空くう虚きよなあの瞳ひとみは無我の境地に至ったものだけが得られるもの。

　遥はるか遠い空の彼方かなたに浮うかぶ真っ白な雲を、遠い瞳で見つめていたその男───御門釈天は、口元に達観を込めた笑えみを浮かべながら呟つぶやいた。




「………金がねえ」




　やはり駄だ目めなオヤジだった。

　何の捻ひねりもなくまるで駄目なオヤジだった。

　ちょっと身形に気を遣つかっているだけのまるで駄目なオヤジだった。

　そのまるで駄目なオヤジはバツが悪そうに足を組み直し、携けい帯たい電でん話わを開いてメールを確かく認にんする。

「仕事のスケジュールも空白ばかり。財さい布ふの中身はスッカラカン。煙草たばこも此これが最後の一本。過あやまちを犯おかすは人の常、罪を許すは神の業わざとは言うが………この場合、何処どこの神様やつに懺ざん悔げしたら許されるんかね？」

　最後の煙草を取り出して名残なごり惜おしそうに火を点つける。

　そんな彼の足元には、破り捨てられた馬券が何枚も落ちていた。如何どうやら最後の所持金を使って賭と博ばくに手を出したようだが、ものの見事に外れたらしい。

　なけなしの所持金をそんなことで失ってしまう辺り、この男の私生活が如何いかに乱れているかが窺うかがえた。

　釈天は煙草を吹ふかしつつ、金策を練るフリをしていると───突とつ然ぜん携帯電話から、般はん若にや心しん経ぎようが爆ばく音おんで鳴り始めた。

　往来で流れ始めた般若心経に驚おどろいた釈天は慌あわてて携帯の着信に出る。

　すると電話の向こうからは若い男性───逆廻十六夜の声が届いた。

『よう、社長さん。今回の競馬の勝敗、俺もテレビで観みてたぜ。派手に負けたみたいだが、返済の期日には間に合いそうか？』

「………十六夜。お前、分かって言ってるだろう？」

　釈天は口惜くやしそうに歯は嚙がみしながら答える。

　逆廻十六夜はこの時、御門釈天の経営するフリーエージェント派は遣けん会社で働いていた。箱庭に帰る方法が見つかるまでの働き口として釈天を頼たよったのだ。

　しかしこのフリーエージェントの会社というのはあくまで表の顔でしかない。

　その主要メンバーは御門釈天───神王・帝釈天の率いる最強の武神衆〝護法十二天〟によって構成されている。彼らは己おのれの正体を隠かくして緊きん急きゆう時の傭兵集団として世界各地で働きつつ、各国の情勢と今後の問題について対応していく手て筈はずだった。

　………が、三年前に本ほん拠きよ地ちを日本に移したのが運の尽つき。

　基本的に平和な日本でフリーエージェント会社なんぞに需じゆ要ようがあるはずもなく、会社は瞬またたく間に経営難に。

　日本に来るまでは札束で片手団扇うちわの生活をしていた御門釈天も、今や煙草一本を惜しむような生活を強しいられていた。

「くそ………[image: !!!]　あの時に三番の馬が勝っていたら、今いま頃ごろは事務所の家賃もキャバクラの借金も返済し、残りはプリトゥの借金を拝おがみ倒たおして待って貰もらうだけだったのに………[image: !!!]」

『四方八方に借りすぎだろ。駄目男か。マジものの駄目男か』

　呆れ切った様に笑う十六夜。

『だから俺の言う通りに買えばよかったんだよ。馬が良くても騎き手しゆが若すぎるって、俺も上うえ杉すぎもプリトゥもカルナも満まん場じよう一いつ致ちだったじゃねえか。あの時ばかりは普ふ段だんバラバラの社内がかつてない一体感に襲おそわれたと、他ほかの三人とも言っていたぞ』

　血を吐はくように愚ぐ痴ちる釈天に対し、馬ば鹿かにするように笑う十六夜。いくら借金しているのかは定さだかではないが、首が回らない状じよう況きようであるのは間ま違ちがいないらしい。

『まあこういう事態になるんじゃないかと思ってたよ。………ちなみに、社長さんのスケジュールと財布事情はどうなってる？』

「んなもん空白だらけのスッカラカンだ。スケジュールが埋うまってりゃ賭博なんぞに手を出してねえっての」

『つまり、真っ当に働いて返すつもりはあるんだな？』

　含ふくみのある言い分に、釈天は片眉まゆを浮かせる。

「………なんだ。嫌いや味みの電話かと思ったら、仕事の話か？」

『そういうこと。簡単な人探しなんだが、ちょっと入り組んだ事情があるらしい。実入りは大きくないだろうけど、贅ぜい沢たく言ってはいられないだろ？』

「へいへい。待ち合わせはドンの店でいいのか？」

『ああ。時間は一七時。依い頼らい主の名前は………確か、天てん堂どう正まさ美みだったかな？』

　十六夜が依頼主の名を口にすると、釈天は意外そうな顔をした。

「天堂正美？　………まさかその娘むすめ、中学生じゃないだろうな？」

『おお、よく知ってたな。知り合いか？』

「いや面識はない。俺が一方的に知っているだけだ。………しかしそうか。あの幼かった娘が、俺に依頼するほど年月が経たっていたか」

　何やら感かん慨がい深そうに顎あごを撫なでる釈天。その様子を十六夜は訝いぶかったが、言げん及きゆうするほどの好こう奇き心しんは持ち合わせていなかったのだろう。

　聞き流した彼は腕うで時ど計けいを見て時間を確認する。

『まあ顔を知ってるなら話は早い。金払ばらいのいい相手じゃないが、選えり好みが出来る立場じゃないだろ？』

「わかってる。貧びん乏ぼう暇ひまなし、働かざる者食うべからずってな」

　重たい腰を上げて曇どん天てんを見上げる。

　十二天として本来の役割を果たすまではこの様な暮らしが続くのだろう。

　そう思うだけで乾かわいた笑みが込み上げてくる。

　カラ笑いのまま見上げた曇天は東に速く流れていく。如何やら嵐あらしが近づいているらしい。雷かみなりを伴ともなう雷らい雲うんに成長するのは時間の問題だろう。

　雨が降らぬうちに移動しようかと一歩踏ふみ出すと、釈天の後ろから真ま面じ目めそうな女性の声がした。

「釈天様、お迎むかえに参りました」

「おう、御お松まつか。悪いな出で迎むかえ頼たのんじまって」

「いえ、お気になさらず。柴又の地は私にとって庭でございます。送そう迎げいくらいお手の物ですから」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿で品の良い笑顔を浮かべる女性───御松と呼ばれた女性は、軽トラから降りて釈天が乗り込むための扉とびらを開く。

　助手席に乗り込んだ釈天はシートベルトを締しめながら彼女に問いかけた。

「ところで御松。お前、天堂正美って知ってるか？」

「天堂正美？　………ああ、よく柴又帝釈天に参拝に来ているおかっぱ頭の娘ですか？」

「そうだ。何か事件に巻き込まれたみたいなんだが情報はないか？」

　柴又帝釈天と呼ばれるだけあって、帝釈天は本尊として祀まつられている。

　熱心に参拝してくる者の畏い敬けいは釈天の下もとにも届いていた。

　天堂正美の一家は古くから柴又に住む者たちで、親子揃そろって寺の行事に参加しに来ることが多い。

　そんな幼い頃ころから参拝に来ていた少女が、自分に依頼をしに来たのだ。

　不思議な気分にもなるだろう。

　シートベルトを締めてアクセルを踏んだ御松は、考え込む仕草を見せる。

「事件かどうかはわかりませんが………如何やら、父親の会社の経営が上手うまく行っていないようです。ほら、あの辺りは下町気質かたぎの小さな町工場が多いでしょう？　最近は不ふ況きようの煽あおりでかなり厳しいみたいですよ」

「なるほど。以前より熱心に参拝に来ていると思ったら、そういう事情があったわけか」

　親の会社の経営が傾かたむいてはさぞかし不安な日々を送っていることだろう。得心が言ったように頷うなずくと、釈天は御松と共にドン＝ブルーノの店に向かうことにした。




　　　　＊




　ドン＝ブルーノの店の扉を開くと、店長であるドンが猛もう烈れつに嫌いやそうな顔をした。

「………こりゃあ厄やく日びだ。悪童共が揃そろって何の用だ。悪わる巧だくみなら店の外でやれ」

「まあまあ、そう言うなよ。平日の空すいてる時間じゃねえか」

　ヒラヒラと手を振ふり笑って誤ご魔ま化かす。ランチタイムや夕食頃ごろになるとドンの店は急激に込み合う。

　長話になるようなら他の店に移動する必要があるだろう。

　釈天が店内を見回すと、奥の席で腰かけている十六夜が片手を上げて声をかけた。

「よう、社長さん。早かったな」

「金もねえ煙草もねえとなると、碌ろくに時間も潰つぶせねえからな」

「違ちがいない。………ん？　そっちの割烹着の美人は誰だれだ？」

　怪け訝げんそうに十六夜が問う。

　御松は微笑ほほえんで名を名乗った。

「初めまして、逆廻十六夜さん。私は柴又帝釈天に住んでいる御松と申します。箱庭に行ったことはございませんが、十六夜さんのお噂うわさは兼かねがね耳にしております」

　艶つややかな黒くろ髪かみを垂らし、礼れい儀ぎ正ただしい仕草でお辞じ儀ぎをする割烹着美人の御松。時代錯さく誤ごながら流りゆう暢ちようで清せい廉れんなその仕草からは、女の品位を感じさせる。

　だが十六夜は彼女の容姿よりも、御松の身の上について驚いた顔をした。

「柴又帝釈天に住む御松？　………なんだお前、まさか龍なのか？」

「おや、随ずい分ぶんと博識でございますね。仰おつしやる通り、四〇〇年の長ちよう寿じゆと神格を以もって瑞ずい龍りゆうに成り申した松の樹龍。故ゆえに仮かり初そめの名として〝御松〟と名乗らせていただいております」

　柴又帝釈天の瑞龍松。

　この場合の龍とは神しん霊れいに尽くし従う瑞ずい獣じゆうのことだろう。

　瑞龍松の樹は四六〇年前に寺が建てられた時から既すでに存在していたとされる由ゆい緒しよ正ただしき松の精せい霊れいである。

　割烹着を着て釈天の後ろを歩いているということは、主神である釈天の供回りをする為ために顕けん現げんしたのだろう。

「とはいえ、然さしたる力があるわけでもございません。箱庭には海千山千の修しゆ行ぎようの果てに仙龍へ至った魔ま王おうが居ると小耳に挟はさみましたが、私ではとてもその領域には届きません。雑用の出来てちょっと気の利きく松の樹とでも思っていてくださいな」

「なるほど、便利な松の樹もあったもんだな。まあ美人どころが増えるのはいいことだ。依頼主も女子中学生らしいし、女の聞き手が居る方が安心するだろ」

「だといいんだがな」

　釈天が腰こしを掛かけると、時同じくして店の扉が開く。

　宝ほう永えい大学付属学園中等部の制服を来た二人の少女───紹しよう介かい人にんである久く藤どう彩あや鳥とと、依頼主である天堂正美の二人が姿を見せた。

「ほら、正美さん。何時いつまでも腰が引けていては話が進みません」

「で、でも先せん輩ぱい………本当に信しん頼らいできる探たん偵ていさんなんですか？」

「探偵ではなくフリーエージェントです。セキュリティサービスとも言いますね。私の会社も依頼するちゃんとした会社なので、信頼していいですよ」

　金の髪かみを靡なびかせて笑う彩鳥と、より一層不安そうな顔をする正美。

　普ふ通つうの中学生がフリーエージェントと関かかわりを持つことなどまずないだろうから当然の反応だ。

「店長。釈天さんは来てますか？」

「来てるよ。奥の席で悪巧みしてる」

　指さされた方を見る彩鳥。

　制服姿の彩鳥が十六夜たちを見つけると、複雑そうな笑えみを浮うかべた。

「………十六夜さんも同席を？」

「おいおい、酷ひどい言い草だな。社長さんを呼び出してやったのは俺だろ？」

「それについては感謝しています。私からの着信は拒きよ否ひされていたので」

　ギクリ、と視線を逸そらす御門釈天社長。

　如何どうやら彩鳥にも借金があるらしい。エヴリシングカンパニーのご令れい嬢じようともなればポケットマネーも相応に与あたえられているだろう。

　………とはいえ、女子中学生にお金を借りるというのは、一いつ端ぱしの大人として如何いかがなものだろう？

「いやあ、働き甲が斐いがあるな社長様！」

「全くだぜクソッタレ。情けなくって泣けてくるわ。───それで、その娘が依頼人か？」

「はい。生徒会の後こう輩はいでもある天堂さんです」

「っ、は、はい………！」

　彩鳥の後ろに隠かくれる大人しそうなおかっぱ頭の少女。依頼をしに来たとはいえ、どの様な人物に依頼するのかまでは聞いていなかったのだろう。

　柄がらの悪そうな二人の男を見て萎い縮しゆくしてしまったのか、怯おびえた眼めで釈天たちを見ている。

「………おい。社長のせいで怯えてるじゃねえか」

「俺のせいか？」

　足を組んで睨にらみ合う二人。苦笑いを浮かべながら前に出た御松は、天堂正美を落ち着けるように話しかける。

「失礼しました、可愛かわいらしいお嬢じよう様さま。我々はフリーエージェント会社〝護法十二天〟の従業員でございます」

「は、はい。そのように聞いています。でも日本では聞いたことなくて」

「ふふ、日本だと探偵業みたいな細々とした仕事が多いですからね。以前は〝エヴリシングカンパニー〟の要職のボディーガードや、海外での調査を引き受けることもあったんですよ？」

「その部門については今や我が社の専属になりつつあるようですが。着信を拒否されるくらいでしたら丸ごと買い取ってしまった方がよいのではないかと本気で考えております」

　笑顔でスケールの大きな皮肉を言う彩鳥。彼女の親の会社である〝エヴリシングカンパニー〟ならばそのくらいはわけも無いだろう。

　釈天はたらたらと冷や汗あせを搔かきながらそっぽを向き、天堂正美はポカンと半口を開いて驚おどろいている。

「あ………す、すいません！　彩鳥先輩を疑っていたわけでは無いのですが、生活水準が違い過ぎて、話についていけないというか………！」

　あわあわしながら両手を振る天堂正美。彩鳥は補足しただけで怒おこっているわけでは無いのだが、大人しそうなこの少女には叱しかっている様に見えてしまったのだろう。

　御松は上品にクスクスと笑いながら人差し指を立てる。

「落ち着いてくださいな、正美さん。こう見えて我が社の社長は優ゆう秀しゆうなんですよ？　差し当たって今回の依い頼らいは………もしや、町工場の社長であるお父様の捜そう索さくでは？」

　ズバリ的中した天堂正美は驚いて飛び上がった。

「そ、そうです！　二日前から帰らない父の捜索をお願いしたくて………!!　でもどうしてそれを!?」

「我が社の社長のお力があればその程度の情報収集はお手の物でございます。───如何どうでしょう？　お話をするだけしてみては如何いかがですか？」

　見事なフォローを入れる御松。

　物もの腰ごし穏おだやかな彼女の笑顔で天堂正美も冷静になったのだろう。やはり同性の女性がこの場に居たことが幸いしたようだ。

　依頼人である天堂正美は十六夜と釈天の正面に座り、事情を話し始めた。




　　　　＊




「実は………父の会社には多額の借金があって、倒とう産さん手続きをしている最中なんです」

「不況の煽りってやつか」

「俺が居ない間に日本も住みにくくなったな。つまり親父おやじさんは途と方ほうに暮れて一人で失しつ踪そうというところか？」

　人探しならそれほど難解な仕事というわけでは無い。

　釈天一人でも捜さがし出すのはさほど難しい事ではないだろう。

　だが天堂正美は首を横に振り、

「いえ、むしろ逆なんです。実はひょんな事から借金返済の目め途どが立ったばかりでした」

　ふぅん？　と十六夜と釈天は疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　急に借金を返す目途が立つ、なんて胡う散さん臭くさい話に裏が無いわけがない。

　釈天ならばよくわかるだろう。

　風向きが変わってきたことを悟さとった二人は真しん剣けんな瞳ひとみで耳を傾ける。

「一週間ほど前のことです。九州に住んでいた遠とお縁えんの親しん戚せきが交通事故で亡なくなり、その遺産整理をうちが任されました。その親戚はそれなりに家も裕ゆう福ふくだったらしく、遺産を整理すれば借金を返すことは出来なくとも、工場を売って新しい仕事を見つけるまでの準備金を手に入れるには十分過ぎる金額でした」

「首の皮一枚繫つながったわけか」

「だがこうなると姿を消す理由が見えてこないな。遠えん戚せきの遺産は借金返済に足りなかったにしても、人生をやり直せる程度にはあったのだろう？」

「は、はい。ですが遺産の一部を高額で買い取ってもいいという方が現れたんです。………こちらを見て下さい」

　そう言って取り出されたのは、古い時代を思わせる三つの陶とう器きだった。

　華か美びな装そう飾しよくの二つの花か瓶びんと、限りなく無地に近い青磁の香こう炉ろ。

　前者は一目見ても分かるほど巧こう緻ちな細工が施ほどこされており、三つの爪つめをもつ龍が描えがかれている。見るからに貴重な一品だ。

　それとは対照的に、青磁の香炉には全く彩さい色しきが施されておらずとてもではないが高価そうには見えない。

　敢あえて価値を見み出いだすのであれば、余り見たことの無い青磁が特とく徴ちようだろう。

「龍の花瓶と、青磁の香炉。これら三つを合わせ、三〇〇〇万円で買い取りたいとの申し出がありました」

「ほ、ほほう。三〇〇〇万か」

　釈天の目が僅わずかに泳ぐ。三〇〇〇万なら彼の借金も返せるとか思ってしまったのだろう。御松は不思議そうに陶器を覗のぞき込んで首を傾かしげている。

「三〇〇〇万円………ですか？　この古そうなだけの陶器が？」

　御松は生活の一部に過ぎない陶器に如何して高値が付くのか理解出来ないのだろう。当の本人である天堂正美も懐かい疑ぎ的だ。

「えっと、説明されたお話だと………この陶とう磁じ器きは中ちゆう華かの北ほく宋そう時代に造られたもので、とても希少価値があると言われたのです」

　天堂正美の話に、彩鳥が助け船を出す。

「北宋時代の陶器に価値があるという話は私も父から聞いたことがあります。父が最近になって手に入れた茶器は新車三台分の値段が付いたと言っていました」

「まあ！　会長様も嗜たしなんでおられるのですね」

「鑑かん賞しよう家であって鑑かん定てい家ではない人ですけどね。───天堂正美さんのお父様はその売人たちに会いに行くと言ったまま、昨日から連れん絡らくが付かないんです」

　北宋時代ということは、今から一〇〇〇年以上も前の品物ということになる。

　中国陶器が最も発展した時代であり、この時代の陶器は非常に希少で人気のあるものが多く、中には天文学的な値段が付く陶器もあるという。

　陶器の売人に会いに行った父親の消息が分からなくなったということは、失踪ではなく事件性も考こう慮りよせねばならない。

　今日中に連絡が付かないようならば警察に向かう予定なのだろう。

　話を聞いた十六夜と釈天は陶器に視線を移し、ほぼ同時に目の色を変えた。

「………社長、ヤバいぞ。この陶器って確か、」

「わかってる。昔全く同じものを宮きゆう殿でんで見たことがあったんだが………参ったな。俺では本物か贋がん作さくかを見分ける術すべがない」

　………宮殿？　と困こん惑わくした様に首を傾げる天堂正美。

　二人が不ふ穏おんな顔をしていると、何時まで経たっても注文をしない彼らに痺しびれを切らした店のマスターが青筋を立ててやってきた。

「お前らいい加減にしろ。うちは公園じゃねえ。お喋しやべりするのは別に構わねえが、場所代にコーヒーの一つでも注文するのが筋ってもんじゃねえのか？」

「ああ悪い、忘れてた」

「けど丁度いい。コイツをちょっと見てくれないか、ドン。北宋時代のものだと説明されて、三〇〇〇万で買い取りたいと言われたらしい」

　ああん？　と不ふ機き嫌げんそうな声を上げるドン＝ブルーノ。

　注文を取りに来ただけの自分が如何してツケの溜たまってる野や郎ろう二人の為ために鑑定を引き受けなければならないのか───という言葉を飲み込んだドン＝ブルーノは、白しら髪が交じりの髪かみを搔きながら陶器を手に取る。

　龍りゆうが描かれた花瓶を手に取ったドンだったが、二回叩たたいて陶器を確かく認にんするとすぐに苦笑いを浮かべた。

「………ふん。これが北宋時代の陶器？　どう見ても清しん時代以降の陶器だろ」

「やっぱりか。製作から三〇〇年前後ってところだよな？」

「ああ。保存状態は悪くないが、歴史的価値はそこまで高くない。龍の爪が三つしかない所を見ると、下級士官の所有物だろう。二つ合わせて一〇万といったところだな」

「そ、そうなんですか？」

　パチパチと瞳を瞬またたかせる天堂正美。

　龍の装飾には中華の五行思想が反映されており、爪の数は所有者の身分を表すのに使われていた。

　五つの爪の龍は皇こう帝てい、四つの爪は重臣や隣りん国ごくなどに送られた品物とされている。

「だから北宋時代ということはまずないだろう。所有物に龍を装飾したり爪で身分を示す文化は主に清の時代だ。五つの爪の龍をあしらった皇帝の所有物とかいうなら三〇〇〇万でも足りないくらいだが、この花瓶にそんな価値は無いな」

「で、でも、それなら如何どうして三〇〇〇万円なんて高値で買い取るということになったのでしょう？」

「そりゃあ、本命がコッチの香炉だからだろうな」

　手て袋ぶくろを取り出したドン＝ブルーノは鑑定用のルーペを使って鑑定を再開する。

　先ほどまでとは打って変わって真剣な表情を見せるドンは、極小の亀き裂れつや色、粉ふん飾しよくに使われている瑪め瑙のうを確認していく。

　一〇分ほど無言でルーペを回し内外の色を見み極きわめるドン。

　天堂正美はその様子を見て、不思議そうな顔で釈天に問う。

「あの………この店のマスターさんは、鑑定が趣しゆ味みなんですか？」

「趣味というより、昔はそっちが本職だったと聞いている」

「ヨーロッパでも有名なオークショニアとして引っ張りだこだったんだが、マフィアの娘むすめとの火遊びが原因で、一いつ緒しよに東の果てまで逃とう亡ぼうしてきたのさ」

「わあ………現代のロマンスですね！」

　少しズレた反応を見せる天堂正美。

　意味を理解しているのかは不明だが、感動しているのは間ま違ちがいないらしい。緊きん張ちようがほぐれてきた彼女が初めて笑え顔がおを見せると、十六夜も悪戯いたずらっぽく笑って見せる。

「ロマンスと言えばまあ、そうだな。マフィアを敵に回して世界各国愛の逃とう避ひ行こう！　と言い換かえればロマンスに聞こえなくもない」

「自分より三〇歳も若い娘を捕つかまえたとあれば尚なお更さらだよなあ。俺も一度くらいは若い娘と火遊びして世界各国逃にげ回りたいわー」

「うるせえぞ悪ガキ共、少し黙だまってろ！」

　茶化されたドンは機き嫌げん悪そうに二人を怒ど鳴なりつける。

　普ふ段だんから厳格な喫きつ茶さ店てんマスターとして知られているドン＝ブルーノだが、元オークショニア兼けん鑑かん定てい士しという顔を知る者は日本だと少ない。

　彼が此こ処こまで真剣に鑑定に取り組んでいるということは相当の品物なのだろう。

　鑑定を終えて愛用のルーペを仕し舞まったドンは大きくため息を吐つき、煙草たばこに火を点つけて問うた。

「………信じられねえ。とんでもねえ厄やくネタを持ち込んできやがったな、悪ガキ共。相手は本当にこの青磁の香炉を三〇〇〇万で買うと言ったのか？」

「ああ。そっちは北宋時代の物か？」

「それは間違いないが、話をする前に身を隠かくした方がいい。そっちのお嬢じようさんもだ」

　険しい瞳で忠告するドン＝ブルーノ。十六夜と釈天は店外に見張りの気配がない事を即そく座ざに確認し、ドンに視線を戻もどす。

「外は今のところ問題ねえ」

「場合によっては即座に動く必要がある。この場で説明してもらいたい。如何いかに無ぶ頼らい漢かんの俺であってもこの陶器が価値あるものだと一目でわかる。やはり希少なものなのか？」

　二人の強い要望を受け、ドンは渋しぶい顔で後頭部を搔かき毟むしる。

　だが概おおむねの状じよう況きようは把は握あくしたのだろう。

　観念した様に香炉へ手を置いたドンは、ため息交じりに鑑定の結果を口にする。

「はあ………コイツは希少なんてもんじゃねえよ。この雨上がりの空の様な天青色に、光の乱反射できめ細やかな輝かがやきを見せる表面。見間違える筈はずが無い。コイツは間違いなく、伝説の〝汝じよ窯よう青磁〟だろう」

　静せい聴ちようしていた彩鳥は腰こしが飛び上がるのではないかというくらい驚おどろいた。

「じょ………汝窯青磁[image: !!?]　世界最高の陶とう磁じとも評価されている、あの汝窯青磁ですか[image: !!?]」

「そうだ。造られたのは北宋時代の後期。瑪瑙の宝石を粉末状にして混ぜた独特の色と、陶磁の色の中でも最高位の〝天青色〟。この色は〝雨過天青雲破処〟という、雨の後の晴れ上がりの青い空を表現せよと、北宋時代の皇帝が命じて造らせたものだ。この色は現代の技術を以もつてしても再現不可能なロストテクノロジーの一つに数えられていて、世界で九〇点ほどしか残されていない。故ゆえに競売人なら贋作は一目見れば看破することが出来るだろう。古巣の界かい隈わいじゃ此処まで完かん璧ぺきな保存状態の品を見間違う馬ば鹿かはいねえよ」

　複製不可能にして再現不可能とされる、世界最さい高こう峰ほうの陶磁。

　天青色と呼ばれてはいるが、その青は決して華はなやかなものではない。

　数々の美術品の中にあっては埋うもれてしまうかもしれないその佇たたずまいは、静かで嫋しなやかだ。宝石の輝きではなく、玉を思わせるしっとりとした品の高さを感じさせる天青の色。

　皇帝が愛したその青は現在でも唯ゆい一いつ性を保ち続けている。失われた時代の、失われた技術の中でのみ、存在を許された伝説の陶器。その汝窯青磁がこの香炉だとドンは語る。

「しかも見ろ。この香炉、裏側に詩が彫ほられているだろう？　汝窯青磁の裏側に詩を彫り込んだとされる皇帝は清の時代で最も偉い大だいな皇帝だったとされる〝乾けん隆りゆう帝てい〟しかいない。つまりコイツは元々、乾隆帝の失われたコレクションの一つだったってことになる」

「っ、マジかよ………！　もしそれが本当ならとても三〇〇〇万では済まないはずだ」

「ドン。もしアンタがオークショニアなら、この品に幾いくらの値をつける？　三〇〇〇万を飛び越こえるか？」

　釈天が問うと、ドンは顎あご髭ひげを触さわりながら香こう炉ろを睨にらむ。

「そうさなあ………無む紋もんに近い天青色の汝窯青磁となると………どんなに小さく見積もっても四〇億ってとこじゃないか？」

「───よ、」

　四〇億[image: !!?]　と釈天と天堂正美が叫さけびそうになるところを、ドンは片手で制す。

「ああ、待て待て。四〇億は陶とう器きとしての価値だけだ。此処に乾隆帝によって刻まれた詩と歴史的価値を付ふ随ずいさせれば更さらに跳はね上がる。五〇億に留とどまるか、或あるいは何倍にも跳ね上がっても不思議じゃない」

　釈天は完全に目を回して天を仰あおいだ。

　香炉を持ち込んできた天堂正美も半口を開いてポカーンとしている。

　借金を返せれば御おんの字と思っていた品物に、まさかそんな高値が付くとは思ってもみなかったのだろう。

　五〇億もあれば借金の返済はおろか、生しよう涯がい遊んで暮らしても軽く釣つりがくる。

　十六夜と彩鳥はそんな二人を尻しり目めに、今回の騒そう動どうの全容を悟さとった。

「合が点てんがいった。………要するにコイツの親父おやじさんは何かの情報で、汝窯青磁の価値を知っちまったわけか」

「はい。そして正当な買い取りを申し入れに行って、売人に拉ら致ちされた」

「売人にしてみれば五〇億の陶器がタダ同然の値で手に入るチャンスを潰つぶされかねないわけだからな。………くそ、思ってたより状況が不味まずいぞ」

「だからそう言ってるじゃねえかよ。五〇億って金額は、人を殺すには十分すぎる」

　ドンの言葉に、天堂正美は絶句した。

「そ、そんな………！　わ、私たち、そんな大金が欲しいわけじゃありません！　借金を返して、工場を護まもれたらそれでいいんです！」

「でも売人たちはそう考えなかった。………きっと、お前の親父さんもな」

「そ、そんなことは………[image: !!!]」

「三〇〇〇万で手を打てなかったとなると、他ほかに借金があった可能性も考えられる。会社を売って首が回らなくなるような男ならその点も考慮しなきゃいけない」

　冷静な十六夜の応答に、蒼そう白はくとなる天堂正美。

　中学生に過ぎない彼女にとっては厳しい指し摘てきだったのだろう。

　父にどの様な事情があったにせよ、娘である彼女が知らない事情があったのは間違いない。

　十六夜が言う様に、より多くの借金が何処どこかにあるのかもしれない。

　だが………娘である自分は父を信じていると、幼い瞳ひとみで十六夜を睨み返す。

　瞳を潤うるませ必死に理由を考える彼女は、唇くちびるを強く嚙かんで言葉を紡つむぐ。

「父は………凄すごく、真ま面じ目めな人なんです」

「………？」

「縁えん日にちの際には町内の人たちと一緒に盛り上がったり………相談事が在ったら一緒に悩なやんでくれたり………頼たのみ事をされたら断れない、昔むかし気質かたぎの真面目な人です。……借金が膨ふくらんでいったのも、従業員の人に何とか給料を支し払はらおうとした苦肉の策だと聞いています」

　本ほん末まつ転てん倒とう、愚おろかな行こう為いだと他人が見たら言うかもしれない。

　従業員全員を食わせる為に借金が膨らんで会社が傾かたむいては意味がない。

　しかし彼女の父の町工場は定年前の従業員が多く、一度首を切られれば生活を立て直すのが難しい者が多かった。昔気質だった父にとって、仲間である従業員を切ることは簡単なことではなかったのだ。

「誠実さしか取り柄えの無い、不器用な人だと………心からそう思います。だから私も、せめて不器用な父に報むくわれて欲しいと思って、何度も柴又のお寺にお参りに行きました。身から出た錆さびだと思ってますけど、神様くらいは、父の不器用な誠実さを認めて欲しかったからなんです」

「───……、」

「なのにこんな………!!　こ、こんな風に誰だれかに騙だまされて、こ、殺されても良いような人じゃ………父は、決してそんな人じゃないんです………[image: !!!]」

　不安が涙なみだに変わり、頰ほおを伝って零こぼれ落ちた。

　立て続けに恐おそろしい話を聞かされて限界が来ていたのだろう。

　宝永大付属の生徒会に選ばれるくらいなのだから彼女も優ゆう秀しゆうな生徒なのだろうが、借金が返済できなければ学校も辞やめるしかない。柴又帝釈天に何度も足を運んでいたのはきっとその不安を和やわらげる為ためでもあったのだろう。

　不器用で、誠実さしか取り柄の無い父を助けてくれる者がいるとしたら。

　それはきっと、幼い頃ころから慣れ親しんだ土地の神様───帝釈天しかいないと彼女は思ったのだ。

「………ったく、仕方ねえな。そこまで必死に頼まれたんじゃ、ご利益の一つも授さずけないと主祭神の面子メンツが立たねえか」

「え？」

「熱心に参拝してくれる方が少なくなって、本業はご無ぶ沙さ汰たでしたものね」

　クスクスと上品に口を押さえながら笑う御松と、苦虫を嚙み潰した顔になる釈天。

　後ろ髪がみを搔きながら立ち上がった彼は改めて告げる。

「依い頼らいは受けよう。ただし、それなりに高くなるぞ。成功報ほう酬しゆうで五〇〇万、信しん頼らいできるオークショニアの紹しよう介かいで更に一〇〇万。合計六〇〇万だ」

「え、ええ[image: !!?]　そ、そんな大金、とてもウチには………!!」

「親父も帰ってきて無事にオークションに出品できるなら悪くない金額だろ？　何ならオークションに出すまで彩鳥に立て替かえて貰もらえばいい」

「そ、そんなこと、先せん輩ぱいにお願いできるわけないじゃないですか!!」

「いいですよ」

「いいんですか[image: !!?]」

「ええ。ただし、釈天さんが依頼を完璧にこなすことが大前提ですけどね。必要経費は此方こちらからお使いください」

　ピッ、とブラックカードを取り出して投げる彩鳥。

　受け取った釈天はニヤリと笑って立ち上がる。

「交こう渉しよう成立だな。もうすぐ丸二日経たつ。すぐに動かなきゃ不味まずい」

「けど宛あてはあるのか、社長様？」

「一応な。その売人たちはもしや、大陸特有の訛なまりがなかったか？」

「は、はい。買い取りも香ほん港こんドルでお願いされていたと思います」

　へえ、と十六夜は瞳を光らせる。

「わざわざ香港ドルで買い取ろうとしたってことは、バックにいるのは日本の華か僑きようじゃないな。売人は外とのパイプ役で、裏に他の組織がいる。かなり厄やつ介かいな相手だぞ」

「いや、今回は裏がいる方がやりやすい。手回しは羅ら刹せつ天てんにまかせよう」

「え？　鉄てつ扇せん公主様に、ですか？」

「ああ。アイツならば華僑の総統とも面識がある。俺が直接動くと面めん倒どうなことになるからな」

　御松が驚いた声を上げるのを尻しり目めに、釈天は携けい帯たいを取り出す。

「警察に通報していない以上、売人も簡単には引き下がらないだろう。十中八九向こうから交渉の連れん絡らくがある。天堂正美は家族を連れてウチの会社に避ひ難なんした方がいい」

「は、はい！　家族に連絡します！」

「よし。十六夜、手の空いてる奴やつ全員に声を掛かけろ。緊きん急きゆう事態だ」

「了りよう解かい。派手な仕事になりそうだ」

　軽快に笑う十六夜。

　釈天は上着を着込むと、十六夜と御松を連れて足早に去っていく。

　天堂正美がおっかなびっくりその姿を見送ると、彩鳥が優やさしく抱だいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。私生活は擁よう護ご不可能なほどだらしない人ですが、仕事に関しては手を抜ぬかない人です。きっとお父様を助けてくれますよ」

「は、はい」

　携けい帯たい電でん話わについていたお守りをギュッと握にぎり締しめる天堂正美。

　如何どうやら柴又帝釈天で購こう入にゆうした物らしい。

　彩鳥はふと悪戯いたずら心に火が点ついたような顔をした。

「ところで正美さん。貴女あなたは帝釈天がどの様な神様か知っていますか？」

「い、いえ。とても偉えらい戦いの神様としか聞いたことがありません。父から聞いた話だと、とてもヤンチャな神様とか」

「ふふ、そうですね。女おんな癖ぐせが悪く、素行不良で、かと思えば情に厚く、そして涙もろい。あんなに人間味あふれる神様は世界広しといえど帝釈天くらいのものでしょう」

　神話や伝承に詳くわしくない者でも、帝釈天がどうしようもない神様だという話は聞いたことがあるだろう。




　曰いわく、僧そう侶りよの妻に手を出したとか。

　曰く、息子むすこの決けつ闘とうを妨さまたげたとか。

　曰く、兎うさぎの献けん身しんに滂ぼう沱だの涙を流したとか。




「ほ、本当に人間っぽい神様ですね」

「私もそう思います。ですが一つだけ確信を持って言えることがあります」

　はて、と首を傾かしげる天堂正美。

　彩鳥は人差し指を立てて微笑ほほえむと、親しみのある口調で告げる。

「帝釈天という神様は………本当に、心から人間が大好きなんです」

「───……、」

「遠い遠い昔から、人間に寄り添そい、人間と共に成長を重ねて来た神様。今も人と秩ちつ序じよを守る護法善神として人間社会に溶とけ込み、人知れず私達の生活を守ってくれているのだと伝えられています」

　神々の王、天てん帝てい、英えい雄ゆう神。

　印いん欧おう祖語圏けんや中国大陸でも広く信しん仰こうされ、世界を救ったとさえ謳うたわれている。

　数多くの二つ名で呼ばれる帝釈天は、人に寄り添う神しん霊れいの中では最も偉い大だいな一柱に数えられるだろう。

「そ、そんなに凄い神様なんですか？」

「ええ、私生活は本当にだらしない神様かもしれませんが………正美さん。貴女が必死にお願いしていた神様は、本当に貴女を助けてくれる、偉大な神様かもしれませんよ？」




　　　　＊




　───そして時が戻もどり、三日後。

　中ちゆう華か街がいからやや離はなれた場所にあるビルは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずに吞のまれていた。

『大たい兄けい!!　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきで、一階の正面が破られました!!』

　風雲急を告げる報告に、側近の男が内線で叫さけんだ。

「数は!?　連中の数は何人だ!?」

『監かん視しカメラが悉ことごとく破は壊かいされてまだ正確な数が分かりませんが、確かく認にんできた人数は多くありません！　多くても三人程度かと!!』

　側近の男は眼鏡がズレそうになるくらい勢いよく驚きよう愕がくした。

「さ………三人だと!?　馬ば鹿かか貴様ら、その程度の数に突とつ破ぱされたのか!?」

『す、すいません！』

「待て待て、慌あわてるな。連中は少数なんだな？　エレベーターは使った様子はあるか？」

　大兄が冷静に問いかけると、部下も幾いく分ぶん冷静さを取り戻して答える。

『い、いえ。連中は階段を使っているようです』

「だろうな。自分から身動きを封ふうじるような素人しろうとじゃないだろう。となると何処かの階で散開して登ってくる可能性が高い。俺に用事があるのだとしたら、二〇階まで上がってくる必要がある筈はずだ。なあ、そうだろ？」

『は、はい』

「なら一〇階まで泳がせてから防火シャッターを全すべて下ろし、上下から挟はさみ込め。それで奴らは袋ふくろの鼠ねずみだ」

『………！　了解しました。すぐに取り掛かります』

　大兄が獰どう猛もうに笑うと、部下たちは完全に己おのれを取り戻して迅じん速そくに動き始めた。

　側近の男を一いち瞥べつした大兄は彼にも下に向かう様に指示する。

「此こ処こは俺だけでいい。お前は下の連中の指揮を執とれ」

「はっ。連中は如何いかがしますか？」

「んなもん、殺してバラして魚の餌えさにでもしとけ」

　横浜の海は何でもかんでも受け入れる、とおどけながら手を振ふる大兄。この程度の襲撃など慌てるほどのものでもない。

　もし彼が混乱したり悪手を打っていれば混乱はより広がっていただろう。

　側近も余よ裕ゆうを見せる大兄に安あん堵どして下の階へと向かっていった。

　大兄以外は誰も居なくなった執しつ務む室で一人、煙草たばこに火をつける。

　煙けむりを大きく吸って吐はき出した大兄は窓際ぎわの壁かべに凭もたれ掛かった。

「………ったく。回りくどいことしてくれるじゃねえか」

　本当に面倒くさそうに嘆なげきながら、懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出す。

　そして素す早ばやく振り返った次の瞬しゆん間かん、全ぜん弾だん撃うち尽つくす勢いでトリガーを引いた。窓硝子ガラスはたちまち砕くだけ散ってビルの外へと落下していき、中華街の観光客は悲鳴を上げる。

　全弾打ち尽くした男はすかさず執務机の陰かげに転がり込んで予備の弾だん倉そうに手を掛けた。

　だが手に取った弾倉を、窓から乗り込んできた男の銃弾が弾はじき飛ばす。

　割れた窓から飛び出してきた男───御門釈天は、間を置かずに飛び掛かったが、大兄は執務机を蹴けり飛ばして釈天に叩たたきつけた。

「っ!?」

　予想外の反はん撃げきに驚おどろく。人間相手と思って加減したのだが、執務机を蹴り上げるその膂りよ力りよくは人間の物ではない。

　釈天は執務机を粉ふん砕さいし、手首を返す仕草で上着の袖そでから仕込みナイフを取り出す。

　大兄の肩かた口ぐちを狙ねらって投げられた仕込みナイフは間かん一いつ髪ぱつ避よけられ、混凝土コンクリートと鉄筋を貫つらぬいていく。───明らかに、人間の動きではない。

　相手が人間ではないと悟さとった釈天は右手に金こん剛ごう杵しよを取り出し稲いな光びかりを放つ。

　そして一足飛びで間合いを詰つめた釈天は、大兄の懐を蹴り飛ばして外まで吹ふき飛ばした。此れには堪たまらず吹き飛ばされた大兄は隣となりのビルの給水タンクに突つき刺ささった。

「ぐ、ぬぅ………[image: !!!]」

　呻うめくように頭を押さえる大兄。

　釈天は軽い仕草で隣のビルの屋上に飛び乗り、怪け訝げんな声で問いかけた。

「いやはや全く、驚いたぞ。奇き襲しゆうしたつもりがまさか不意を打たれるとは。何者だ貴様。華僑の総統の様に、箱庭から越えつ境きようしてきた者か？」

「………まさか。俺たちは外界で生まれ、生まれたと同時にかつて龍りゆうとして在ったことを想起した者。魂たましいの由来はともかく、肉体の出自を問うのであれば、まごう事無きこの世界の住人だ」

　釈天は今までの安あん穏のんとした雰ふん囲い気きを激変させて瞳ひとみを見開く。

「………ほほう？　しかし貴様、箱庭について知っているのだろう？　それはどういうことだ？」

「何を白々しい。太陽主権戦争を行っている間、神々の箱庭は運命の測量をするため、測量中の単一世界と距きよ離りが極きわめて近くなる。箱庭と繫つながれば龍種や鬼き種しゆは勿もち論ろんのこと、神々の系けい譜ふを持つ者が覚かく醒せいするのは想定出来た事態じゃねえか」

　そう───第一次太陽主権戦争を行った際、箱庭の世界から外界に流出した伝承・霊れい格かくは少なくない。例えば〝西遊記〟の様な箱庭で生まれた伝承が外界に影えい響きようを与あたえたというのは有名な話だ。

「龍種、鬼種、幻げん獣じゆう種は血と文明の中に溶け込んでいった。本来なら決して目覚めるはずの無い存在だが、極ごく稀まれに俺たちの様に箱庭での記き憶おくを持ったまま生まれてくる者たちがいる」

「龍の末まつ裔えいとする漢民族は龍として目覚める事がある、と。………勉強になったぞ。まだ天軍デイーヴアも組まれていない時代だったからな。どの様な経路で伝承が散さん逸いつしたのかまでは追い切れてなかった」

　釈天が感心して顎あごを撫なでると、大兄は苦々しく歯は嚙がみし、懐から朱しゆ色いろの柄つかの短たん剣けんを取り出す。

「話を聞いてまさかとは思ったが、よもや本当に天軍とは。ならば貴様が………貴様が、神王インドラかッ[image: !!!]」

　天軍───護法十二天を筆頭に組まれた多た国こく籍せき神群。

　其そ処こに所属している以上、御門釈天という男の素す性じようは一つしか考えられない。

　釈天は不敵な笑えみで頷うなずいた。

「そうだとも。お前みたいに世界を越境してきた者が悪さしないように見張るのも俺たちの仕事ってわけなんだが………ふむ。箱庭の記憶を持っているということは、貴様も名のある龍であろう？　この様な手段で金を巻き上げようなど、恥はずかしくはないのか？」

　釈天が睨にらみつけるが、大兄は恥じるどころか逆に睨み返して見せる。

「………ふん。金が目的だと思われるのは心外だ。元を正せばあの陶とう磁じ器きは皇こう帝てい由来の品。龍とは超ちよう越えつ者であると同時に天子の瑞ずい獣じゆうでもある。在るべきものを在るべき場所に戻すという当然の使命を咎とがめられる謂いわれは無い[image: !!!]」

　大兄が一いつ喝かつすると、さながら龍の咆ほう哮こうの如ごとき衝しよう撃げき波はが起きた。

「帝釈天。貴様は天軍を率いる者として、黄こう帝ていより天帝の権けん威いを委い譲じようされている者。ならば天子たる皇帝の権威を理解していよう。偉大なる神霊であるならば、大人しく手を引け。さもなくば俺も牙きばを剝むかねばならん……[image: !!!]」

　軋きしむ身体からだを押して立ち上がると、その総身から龍気が立ち昇のぼる。

　ドン＝ブルーノ曰く、あの汝じよ窯よう青磁の香こう炉ろは乾隆帝の失われたコレクションだと言っていた。彼はそのコレクションを集める為ためにあの汝窯青磁を奪うばおうとしていたのだ。

　その為ならば相手が神王であっても戦って見せると気き炎えんを吐く。

　しかし理由を聞いた途と端たん───釈天は憤ふん激げきを込めた瞳で大兄を睨んだ。

「───たわけ。貴様、かような大義がありながら法を犯おかしたというのか」

「………っ、」

　迸ほとばしる神気が瞬またたく間に龍気を消し飛ばす。放たれた神気で次元が断だん裂れつし、大地が悲鳴を上げるように軋みだした。

　稲光を迸らせて激げき怒どする釈天は修しゆ羅ら神仏さえ竦すくみ上がる眼光で男を射い貫ぬく。

「皇帝の権威、と口にしたな。よしんば貴様が権威の復刻の為に動いていたとしよう。だがその裏で流された血と涙なみだを蔑ないがしろにすると言うのであれば、皇帝の権威など張り子の虎とらとなんら変わりはせん。否いなそれどころか、権威という器うつわに出来た血ち溜だまりが怨えん嗟さとなって多くの災さい禍かを産み落とすだろう。───名のある龍であれば、その光景を幾いく度どとなく見てきた筈だ」

　釈天の言葉に、血が滲にじむほど歯を食いしばる。

　最後の言葉は教え諭さとすような響きが込められていた。

　清時代までの中国大陸の歴史は王族による血統で紡つむがれてきたものではなく、皇帝の座という権威によって紡がれてきたものだ。

　多様な民族が覇はを競きそい合い、幾度となく隆りゆう盛せいと滅めつ亡ぼうを繰くり返してきた彼らにとって重要なのは血の唯ゆい一いつ性ではない。

　民族の血を纏まとめ上げて来た力ある皇帝という座そのものなのだ。

　其それこそが天てん帝ていという天意であり、天帝の子らである皇帝なのである。

「………戦う、というのであればそれでも構わん。死を以もってしか忠節を証明できぬというなら付き合おう。だが此処で手を引くと言うのであれば俺も下手な追つい及きゆうはせん。お前たちの部下も無事に解放すると誓ちかおう」

　携けい帯たいを取り出し、ビルを制圧したことを告げる釈天。これが決め手だった。龍気を消して忌いま々いまし気に天を仰あおぐ。

「チッ………此処が引き際か………仕方ねえ。曲がりなりにも天帝のご意思だからな。今回は大人しく引きますよ」

　天意には逆らえませんね、とおどける。

　釈天は鷹おう揚ように頷き、十六夜に連れん絡らくを取った。

「そっちはどうだ、十六夜」

『親父おやじさんを確保した。衰すい弱じやくしてるが問題は無い』

「流石さすが。そのまま搬はん送そうしてくれ。構成員は一人残らず縛しばって放置しとけ」

　了りよう解かい、と声が返ってくる。

　携帯を閉じた釈天は満足そうに腰こしに手を当て、沈しずむ夕日を見た。

「此れにて一件落着………だな」




　　　　＊




　其れから更さらに三日後───

　釈天は幸せそうに報ほう酬しゆうの札束を数えながら、御松から顚てん末まつを聞いていた。

「天堂正美さんのお父様ですが、無事に退院できたそうですよ」

「そうか。良かった」

「あと工場の方ですが、借金の返済とは別口で〝エヴリシングカンパニー〟との新規契けい約やくが成立したそうです。不ふ況きようの煽あおりで新しい契約相手が見つからなかっただけで、工場で造られる精密な部品の需じゆ要ようは増え始めているとか」

「おお、それは何よりの知らせだ！　オークションで大金を得るのもいいが、健全な金とは健全な就労によって得られるものだからな！」

　札束を丁てい寧ねいに丁寧に数えながら、気味が悪い朗ほがらかな笑みを浮うかべる釈天社長。

　経費と人員の投入で少し減ったが、それでもテーブルの上にはまだ四五〇万もの大金が並べられている。

「十六夜と鉄扇公主にかなり持っていかれたが、アイツらの働きを考えればまあ仕方がないな」

「鉄扇公主様が手回しして下さらなければ手打ちの目め途どが立ちませんでしたからね」

「うむ。中ちゆう華か系のマフィアは沽こ券けんを何より重んじる。少し脅おどした程度では簡単に手を退ひかん」

「落としどころを先に提示する為に鉄扇公主様を派は遣けんしていたのですね。お見事です、帝釈天様」

　御松が褒ほめ称たたえると、鼻を高く伸のばして胸を張る釈天。

「オークションの出品は三か月後か。その頃ころには太陽主権戦争も第二回戦に突とつ入にゆうしている頃だろう。俺たちも準備をしておかねばならない」

「このお金は大事な軍資金ですね」

「全くだ。次は何時いつ何処どこで大口の仕事が入るかわからんのだから、今度こそ大事に使わないと───」

「ちゃーす、天あま草くさ屋でーす！　釈天さんいらっしゃいますかー!?」

　バタン[image: !!!]　と勢いよく開け放たれる事務所のドア。

　すると居酒屋の帆ほ前まえ掛かけを着けた女性と、スパンコールドレスを来たキャバクラ風の女性と、ドン＝ブルーノと、久藤彩鳥と、そして逆廻十六夜たちがゾロゾロと入室してきた。

「おおお!?　なんだよなんだよ。噂うわさ通りガッポリ儲もうけたみたいですね!?」

「よかった！　トクちゃんがツケを払はらってくれないと今月厳しかったの！」

「そりゃこっちも同じだ。店の修しゆう繕ぜん費ひとツケ、両方払ってもらわねえと商売上がったりなんだよ」

「私は別に何時でもいいのですが………せっかくなので、返してもらえる時に徴ちよう収しゆうしておくべきだと判断しました」

　サッサッサ、と札束から借金分を差し引いていく皆みなの衆。

　突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとしていた釈天だが、ハッと我に帰って机を叩たたく。

「ちょ、ちょっと待て！　どれだけ持っていくつもりだお前ら!?」

「逆に聞きますが、どれだけ借りてたと思ってるんですか釈天さん。あと私のクレジットカード返してください」

　真顔で右手を出す彩鳥に、奥歯が軋むほど口惜くやしそうな顔をする釈天。

　借金取り一同が札束を手に外に出ていく頃には………テーブルの上には、諭ゆ吉きちが三人しか残っていなかった。

「な………ちょ、」

「あらまあ」

「いやあ、流石は社長様！　稼かせいだ金を返済に全額使うとは太っ腹だな！」

「さては貴様か[image: !!?]　奴やつらにタレ込んだのは貴様か[image: !!?]」

　胸むな倉ぐらを摑つかんで揺ゆさぶる釈天と、ヤハハと楽しそうに笑う十六夜。

「まあ、身から出た錆さびってことだよ。三万も残ったならまだ立て直しが利きくじゃねえか。………ほら、次の戦う舞ぶ台たいが神王様を待ってるぜ？」

　ペラリ、と競馬のチラシを見せる十六夜。

　悪あく魔まの囁ささやき以外の何物でもなかったが、まだプリトゥに返すべき借金が残っている。しかも全額返済してやると大見得をきったばかりだった。

「じょ、上等だ。今度こそ神王の威い信しんにかけて当ててやろうではないか！」

「流石♪　で、俺のお勧すすめは───」

　斯かくして、振ふり出しに戻もどる悪童二人。借金を返済する道は、果てしなく長く険しいようだ。







[image: 第二章]




「───とまあ、こういう事件があったというわけさ」

　十六夜いざよいは語り終えると、アイスティーのストローに唇くちびるを付ける。飛鳥あすかと耀ようはフィッシュアンドチップスを齧かじりながら興味深そうに溜ため息いきを吐ついた。

「何だか………釈とく天てるさんって立派なのか庶しよ民みん的なのか、評価に困る人ね。能ある鷹たかは爪つめを隠かくすとでもいえばいいのかしら」

「でも釈天さんって神様なのに不思議な親近感があるね。私がこの数年で会ってきた神様はもう少し超ちよう越えつ者っぽいというか、威い厳げんみたいなものが感じられたけどな」

「そりゃ全盛期の神王様ならともかく、帝たい釈しやく天てんなんて親近感と等身大な伝承が売りの軍神だからな。それを取っ払ぱらっちまったら唯ただの駄だ目めオヤジじゃねえか」

　………軍神として、その信しん仰こうのされかたは如何どうなのだろう？

　などと考えていた二人だが、それが神しん霊れいとしての帝釈天と人の付き合い方なのかもしれない。例え人間から偉い大だいな神と認にん知ちされていなくても、人間たちが本当に困こん窮きゆうした時にそっと手を差し伸べる───そんな彼だから、〝英えい雄ゆう神〟の異名を勝ち取ったのだ。

「社長様ならよほどの理由が無い限り相談に乗ってくれるだろうさ」

「うん。一度聞いてみるよ」

「いっそお金で雇やとうというのも手段の一つかもしれないわね。神々の王様を賃金で雇えるなんて中々に痛快な話じゃない？」

　確かに、と三人は同時に笑い合う。

　だが───肝かん心じんの話を聞きに来た蛟こう劉りゆうは、頭を抱かかえたまま項うな垂だれていた。

「………あの愚ぐ兄けい。転生してまで何をやってんねん」

「は？」

「ああいや、此方こちらの話や。それより長話させてすまんね。参考になったわ」

　蛟劉が席を立つ。周囲がざわつき始めたのは、丁度その頃だった。

「………ん？　ちょっと皆、壇だん上じようを見て」

　耀が促うながすと、他ほかの三人も壇上に視線を向ける。

　すると四人が食事をしていた噴ふん水すい車両の壇上に、白びやく夜や王おうが姿を現した。

「なんやもうそんな時間か。だったらもう少し同席させてもらおうかな」

「ということは、第二回戦の説明？」

　蛟劉がニヤリと笑って頷うなずく。

　白夜王の隣となりには黒くろウサギの姿も見えた。

　もしかしたら太陽主権戦争の次の舞台が決まったのかもしれない。

　二回戦に向けて精せい霊れい列車の中で身体からだを休めていた参加者プレイヤーたちも、壇上に上がる白夜王に注目を集めた。




『皆の者、待たせたの！　此これより第二回戦の舞台について説明していく！　説明の後に参加者の手元には〝契約書類ギアスロール〟が送られる故ゆえ、大事に保管するがよい！』

　扇おうぎを広げて鷹おう揚ように頷く白夜王。

　彼女が両手で柏かしわ手でを打つと、虚こ空くうから〝契約書類〟が現れた。

『皆、アトランティス大陸ではよく戦ったの。概おおむね予定通りに事を進められたことを嬉うれしく思うぞ』

（………予定通り、か）

　ピクリと眉まゆを歪ゆがめる十六夜。

　参加者たちの前に現れた〝契約書類〟にはこの様に書かれていた。




『　─　第二次太陽主権戦争　二回戦Ａリーグ　─




　◇参加資格


・一回戦を生存した者のみ参加可能。

・一回戦をリタイアした者にはペナルティ有り。






　◇ルール概がい要よう


・二回戦は特例として箱庭の外界を舞台とする。

・参加者は二回戦の案内役ナビゲーターとなる者たちを探し出し、協力を要よう請せいする権利を持つ。

・参加者が協力を要請できる案内役は一つのみとする。

・原則として開始する時代は〝環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう〟の開発初期の時代とする。






　◇禁止事じ項こう


・己おのれの命の危機を除いて、ゲームと無関係の人間を殺あやめてはならない。

・退去する際、箱庭の恩おん恵けいを外界に残してはならない。

・外界で〝擬アナ似ザー創コス星モロ図ジー〟を解放した者は厳げん罰ばつに処す。

・上記を犯おかした者は参加者資格剝はく奪だつ、もしくは外界から強制退去とする。






　◇勝利条件


・輝かがやきを無くした王おう冠かんに輝きを取り戻し、〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟を引き起こせ。






　◇敗北条件


・期間内に案内役の協力を得られなかった場合。

・禁止事項に抵てい触しよくして参加者が全員退去した場合。

・二回戦終しゆう了りようまでに太陽主権を一つも保有していない場合。




太陽主権戦争進行委員会　印』






〝契約書類〟を読み終えた参加者一同は、その内容に思わず目を疑った。

「が───外界が舞台ですって!?」

　飛鳥が驚きよう嘆たんの声を上げると同時に、周囲の席でも同様の声が上がる。箱庭の外でゲームが行われるなど聞いたことが無い。

　箱庭の住人たちにとってもほぼ前例がない事だろう。

「しかもこの時代………もしかして、十六夜が生まれ育った時代なんじゃないの？」

　耀が緊きん迫ぱくした表情で問いかける。

　環境制御塔の開発時期と云いえば、正に逆さか廻まき十六夜と西さい郷ごう焰ほむらが生きる時代だ。

　十六夜は書面を二度見して獣けものの様に低く唸うなる声を上げる。

「………まあ、何時いつかこうなるんじゃないかと薄うす々うす感づいてはいたがな」

「そ、そうなの？」

「一つの時代に〝護法十二天〟がアレだけ揃そろってるのもおかしな話だし、さっき話したマフィアたちの件も不思議に思っていた。蛟劉が外界の話を聞きに来たのも無関係じゃねえんだろ？」

「はは、それはまだ秘密。君らも暫しばらくは黙だまっといた方がええよ」

　人差し指を立てながら怪あやしげに笑う蛟劉。その笑え顔がおは人の姿をした化け生しようそのものだった。腹に一物なければこんな笑えみは浮うかべられないだろう。

　十六夜も釣つられて挑ちよう発はつ的な笑みになる。

「ふふん。全すべては第二回戦に関かかわりがあったってわけだ。少なくとも華か僑きようには案内役がいるって考えてもいいようだな？」

「ノーコメント。君に話したら言葉一つから情報を搾しぼり取られるからな。───でも気を付けや。粒りゆう子し体たいとやらが〝天の牡お牛うし〟を造れるとしたら、それはとんでもない代しろ物ものや」

　蛟劉の忠告を受け、十六夜の瞳ひとみに真しん剣けんな色が宿る。

　星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの研究は人類の破は滅めつを避さける為ために必要不可欠な研究。この先の未来に到とう達たつするために多くの神々が試練を創造し、人類はその試練を踏とう破はしてきた。

　その最終段階に到達すると同時に第二次太陽主権戦争が開かい催さいされたのだ。

　因果関係を疑うのは当然のことだろう。

「〝人類最終試練ラストエンブリオ〟───魔ま王おうアジ＝ダカーハを倒たおしたことで、最後の試練に人類が挑いどむ準備が整った。外界が舞ぶ台たいだからといって、規模が縮小されるとは考えにくい」

「はは、同感やな。この第二次太陽主権戦争の裏で動いている修しゆ羅ら神仏は、此れを機に影えい響きよう力を強めたいのかもしれない。気を付けなあかんで」

　忠告を終えた蛟劉は立ち上がり、背中を向けて去って行った。

　環境制御塔の完成とは即すなわち第三永久機関の完成を意味する。

　今後の人類史を大きく塗ぬり替かえていくであろう最大の収束点になるのは間ま違ちがいない。この収束点で功績を立てた神群は箱庭の覇は権けんを握にぎるに等しい力を得るだろう。

「太陽主権を奪うばい合う行こう為いにも、何かしらの意味があると考えておいた方がいい。最後の最後で大どんでん返しを食くらうことになるかもしれないしな」

「………十六夜君がそういうのなら、今から警けい戒かいしておくに越こしたことは無いわね」

「うん。だけど今は案内役について考察する方が先決。案内役に会うことが出来ないと二回戦に参加することもできない」

〝契約書類〟の文面を指でなぞり、ルール概要の項こう目もくを叩たたく。

　耀の意見に二人も頷いて同意した。

「案内役の協力を取り付けられなかったコミュニティは無条件で敗北になるわけだから、最優先なのは間違いないな」

「だけど案内役と言われても、それだけじゃ何も分からないわ。もう少しヒントが欲しいところね」

「そう？　少なくともヒントは提示されてると思うよ？」

　ホラ、とルール概要の文面を叩く耀。

「〝参加者が協力を要請できる案内役は一つのみとする〟───此れ〝一人〟じゃなくて〝一つ〟って数えているのは理由があると思うな」

「俺も春日かすか部べに同意する。恐おそらくこの案内役っていうのは〝個人〟と〝組織〟の二つを指していると推測できる。外界で〝天軍デイーヴア〟と連れん携けいを取っている組織が他にもあるって訳だ」

　ポン、と手を叩く久く遠どう飛鳥。

「それは十分に考えられるわね………〝護法十二天〟もそうだけど、私の出資者スポンサーも外界で公安組織を任されているって言っていたもの」

「は？」

「外界の公安？」

　十六夜と耀は目を丸くして驚おどろく。彼女の出資者については初めて聞かされる話だったからだ。そして今いま更さらになって飛鳥が別のコミュニティの人材だと思い出す。

「あ～………しまった、俺としたことが懐なつかしすぎて忘れていた。お嬢じよう様さまは別のコミュニティなんだから、わざわざ案内役の解かい釈しやくについて教える必要もなかったわけか」

「ふふん、今更よ。彼らに情報を提供してもらえばすぐに案内役も見つかるでしょうね。早くも一歩リードというところかしら？」

　黒くろ髪かみを搔かき上げて自じ慢まんげに笑う飛鳥。

　出資者はゲームに参加することは出来ずとも、参加者を支し援えんすることは出来る。

　外界に通じるコミュニティが出資している参加者は、第二回戦では大きなアドバンテージを得られると考えるべきだろう。

　しかし十六夜は不敵に笑い、

「如何どうかな？　今回の舞台は俺の地元だ。地の利は此方こちらにある。最さい先せん端たんの文明にお嬢様がついてこられるとは考えにくいんだがな？」

「それは他ほかのコミュニティも同じじゃないかしら？　私はほんの数十年しか違ちがいがないのに対して、他のコミュニティは数百年、或あるいは数千年も文化が違うわけでしょう？」

「ふふ、そうだね。だけど飛鳥と十六夜の時代って高度経済成長期が間にあるんでしょ？　きっと飛鳥も目を丸くして驚くことになるんじゃないかな？」

　ポテトを齧かじりながら楽しそうに微笑ほほえむ耀。

　他の参加者たちも至る場所で〝契約書類〟についての考察を進めている。

　白銀の髪かみを靡なびかせながら壇だん上じようで佇たたずむ白夜王は、神しん妙みような顔で両手を広げた。

『さて………第二回戦の〝契約書類〟が明かされて、宴えんもたけなわなわけだが、此こ処こで私から話がある。参加者も薄々は気づいているであろう現状───外界で起きている巨きよ大だいな事件と、箱庭の未来についてだ』

　精霊列車の至る場所でざわめきが起きた。誰だれもがその件について疑問を抱いだいていたものの、確信に至る情報を持っている参加者は極ごく少数だ。

　十六夜たちが得ている情報も全容には程ほど遠とおい。

　それがまさかあの白夜王から言げん及きゆうされるとは思っていなかったのだろう。

　噴ふん水すいのある車両で話を聞いていた十六夜は、右手に持っていたアイスティーを強く握り締しめて壇上を見上げる。

「………驚いたな。白しろ夜や叉しやは外界の事なんてどうでもいいのかと思っていたぞ」

「あら、どうしてそう思うの？」

　隣となりで紅茶を飲んでいた飛鳥が不思議そうに問うと、十六夜は肩かたを竦すくめて見せる。

「だってアイツ、本物の宇宙真理ブラフマンだぞ？　箱庭っていう場所の特異性のおかげで俺たちと対等に話している様に見えるが、今まで戦ってきた敵の総戦力を軽く上回る超ちよう々ちよう級の魔王だ。地球のいざこざや人類の未来なんて、白夜叉にとっては砂すな粒つぶほどの価値もないだろ」

　少し乱暴な言い方だが、此これは揺ゆるぎない事実だ。

　星せい霊れいと龍りゆう種しゆは神しん霊れいと違い、己おのれの存在を確立する為の相そう互ご観測者を必要としない。

　星霊の更さらに上位種に該がい当とうするブラフマンなら尚なおのこと、地球の存亡など些さ事じと切り捨てられても仕方がない。

　人類が滅ほろんだところで、この二種の存続には何の問題もないのだから。

　故ゆえに白夜王は積極的に問題解決に取り組んでいないのだと十六夜は考えていた。

「白夜叉が今までも解決の為に動いていたのだとしたら、外界の問題は相当に厄やつ介かいな事象が折り重なっているって事になる。或あるいは、星霊が外界に干かん渉しようできない契約が存在している可能性もあるな」

「そっか。他の星の事情に首を突つっ込まないとか、そういう決まりがあるのかもね」

　ドライフルーツを齧りながら同意する春日部耀。

　蒼あおき星の半星霊やその血族の集大成である魔王ティポエウスなどの敵が出て来た以上、他の星霊たちがどの様な立ち位置に居るのかを知る必要はある。

　何にせよ白夜王の口から外界に言及することは今まで無かったことだ。

　普ふ段だんはおちゃらけているイメージの強い白夜王だが、彼女が本気になって戦いに参戦すれば十六夜たちなど一いつ瞬しゆんで消し去られてしまうだろう。

　前回の太陽主権戦争の優勝者にして比類なき力を持つ白き夜の魔王。

　白夜王は今でも神々の箱庭に於おいて絶大な力と影響力を持っている。

　三人は静せい聴ちようする為に会話を切り、白夜王の言葉を待つ。

　白夜王は何処どこから取り出したのかわからないマイクを口に近づけ、バツが悪そうな顔で語り始める。

『かつて私が魔王となって暴れたことは、皆みな知っていることだろう。故にこんな事を口にしたところで信じて貰もらえぬかもしれんが………』

　言葉を一度切る。

　瞳を閉じ、深く息を吞のみこんだ白夜王は、静かな声で告げる。




『私は───箱庭の都市を、愛している』




「………？」

『今でこそ多くの種族が根付き、多くの文明、多くの思想、多くの信しん仰こうが芽生えた箱庭の都市だが、何も初めからこの様に栄えてたわけではない。初めは星霊たちしかいなかったこの世界に、龍種が訪おとずれ、神霊が現れ、多くの獣たちがこの世界に移住し、今の箱庭の世界を造り上げた。決して全てが上手うまくいったわけではないが………それでも、今の箱庭の姿を、歴史を、営みを、全てを私は愛している』

　白夜王の言葉に───その告白に、場は静まり返った。

　そして誰より十六夜が驚いていた。遂つい先ほど〝星霊は今の状じよう況きように無関心だ〟とか〝人類の未来など砂粒ほどの価値も無い〟とか口にした傍そばからこの告白である。

　しかし白夜王は何に恥はじることも無く真しん摯しな瞳で皆に語る。

『魔王〝閉鎖世界デイストピア〟。

　魔王〝天動説〟。

　魔王〝絶対悪アジ＝ダカーハ〟。

　───箱庭の未来を脅おびやかし続けた人類最終試練が打ち倒された今、残るはタイムリミットを示す〝退エン廃ド・エのンプテ風イネス〟のみ。そしてそれには相互観測者の未来が保障されねばならん。相互観測者の未来が保障されねば、箱庭の都市の未来は保障されぬというわけだ』

「───……っ」

　精せい霊れい列車に乗っている多くの者が表情を曇くもらせる。外界の世界との関係性については、五桁けた以上の住人なら誰もが知っていること。

　人類が滅べば、この箱庭の都市は崩ほう壊かいする。

　其そ処こには善も悪も無い。

　咎とががあろうとなかろうと、外界が滅べばこの都市は根底から壊かい滅めつする。箱庭の住人が力になろうと思っても手を出すことも出来ず、引きずられる様に滅んでしまうのだ。

　箱庭の住人ならば不安に思うのが当然だろう。

　しかしそんな不安を吹ふき飛ばすように、白夜王は扇おうぎを広げて告げる。

「故に私は此処に宣言する！　私は我が愛いとしの世界を守る為ならば、あらゆる手段を行使してみせよう！　あらゆる外敵を滅ぼしてみせよう！　箱庭の未来はこの白夜王が居る限り、決して何者にも侵おかさせはせぬ！」

「っ、白夜叉様………！」

　一転して乗客の表情が歓かん喜きに代わり、安あん堵どの声が飛び交かう。

　星霊の中でも上位種に該当する彼女が、箱庭の都市を守る為ために全力を尽つくすと宣言したのだ。かつて最強の〝階層支配者フロアマスター〟として箱庭の守護についていた彼女が今一度秩ちつ序じよの守護者として君臨するのであれば、此れほど箱庭の住人にとって心強いことは無い。

　精霊列車は瞬またたく間に歓かん声せいに包まれ、白夜王を称たたえる声で溢あふれかえる。

　扇を広げた白夜王は呵か々か大たい笑しようを上げて己おのれの信仰を高めていた。

　耀と飛鳥は参加者プレイヤーそっちのけで盛り上がる会場の様子に、苦笑いを浮うかべるしかない。

「突とつ然ぜん何を言い出すのかと思ったら………結局、何時いつもの白夜叉だったわね。十六夜君が変なことを言い出すから身構えちゃったじゃない」

「終わってみれば唯ただの箱庭大好き宣言だったね。それにしても参加者そっちのけで信仰を集めるとか許されない。あとでジュースを奢おごってもらおう」

　つまみを空っぽにした耀はペロリと指を舐なめて同意する。

　第二回戦の〝契約書類ギアスロール〟が配布されたばかりだというのに、精霊列車は白夜王の話題で持ちきりだ。明日の号外の一面は間ま違ちがいなく彼女になるだろう。

　箱庭の危機は今まさに去ったとでもいう勢いだ。

　此れでは参加者たちの立つ瀬せがない。

　飛鳥は十六夜に愚ぐ痴ちを言うとして視線を向けた途と端たん、ハッと口を押さえて言葉を飲む。

　歓声に沸わく広場で唯一人───逆廻十六夜だけが、白夜王の言葉に憤ふん激げきを上げていたからだ。

「あらゆる外敵を滅ぼす……か」

「………十六夜君？」

「どうしたの？　何か怒おこるようなことあった？」

「いや別に。ただ俺の考えが的中しそうだから、ちょっと苛いらついただけだ」

　肩を竦めて飄ひよう々ひようと振ふる舞まう十六夜だが、今の怒ど気きは間違いなく本物の怒気だった。

　何かと不満をため込み易やすい性分の彼だが、目に見えるほどの怒気を全身から出すことは滅めつ多たにない。今の白夜王の発言に何か思うところがあったのかもしれない。

　ガタン！　と荒あら々あらしく席を立った十六夜は耀を睨にらみ、

「悪い春日部、やっぱり先に出る。コミュニティを支える助すけっ人とは必ず送るから、早々に外界へ向かいたい」

「え、やだ」

　休きゆう暇か欲しい、と眉まゆを歪ゆがめる春日部耀。

　ガクリと肩を落として苦笑いを浮かべる十六夜。

　長いこと頭首と連盟盟主を続けてきた彼女にとって休暇は死活問題なのだろう。

　しかしこういう時の十六夜の行動は無視できないと耀も分かっている。約束を反ほ故ごにしてでも十六夜が直接動くということは、十六夜にしか解決できない問題なのだろう。

　隣で話を聞いていた飛鳥は苦笑いを浮かべて右手を上げる。

「仕方ないわね。〝ノーネーム〟の用事は私も手伝うわ。アルマやメルンたちも本ほん拠きよがどうなってるか見たいでしょうしね」

「え………飛鳥が帰ってくるの？」

「ええ。案内役ナビゲーターの捜そう査さは私の出資者スポンサーなら得意分野だもの。私が直接探すより彼らを頼たよった方が確実だわ」

　パァッ！　と、耀は今までに無いくらい表情を輝かがやかせた。

「そ、そっか………！　飛鳥、帰って来るんだ………!!」

　十六夜が帰ってくると聞いた時との反応の落差に十六夜は苦笑いを浮かべたが、それを茶化せる雰ふん囲い気きではない。

「じゃあいいよ、十六夜は好きに動いて。私は飛鳥と一いつ緒しよに遊んでくるから」

「おいおい、遊びに帰ってくるわけじゃないんだろ」

「遊べるように努力するし。飛鳥と遊ぶ時間は絶対に作り出すし。いいから十六夜はとっとと行きなよ。急ぎなんでしょ？」

　プイ、とそっぽを向く耀。如何どうやら臍へそを曲げてしまったらしい。せっかく三人揃そろったのに殆ほとんど一緒にいる時間がなかったのだから、怒らせても仕方がないだろう。

　十六夜はガリガリと頭を搔かいた後、

「わかった、わかったよ。今焦あせっても仕方ない。数日で良ければ俺も運営に手を貸すよ」

「うん、素す直なおでよろしい」

「十六夜君って走り過ぎて前が見えなくなる時があるものね。今は〝ノーネーム〟の用事をスッキリさせてから春日部さんと足並みを揃えるほうが重要だと思うわ」

　へいへい、と手を振ふりながら了りよう承しようする十六夜。

　疲ひ弊へいしているのはどのコミュニティも同じなのだ。

　今焦ったところで、本選が始まるまではどのコミュニティも小休止に入るだろう。

〝ノーネーム〟の問題を解決しておくことは後々の活動を助けることにもなる。

　久しぶりに我が家へ帰るのも悪くはない。

　一回戦が終わり気持ちを新たにした三人は、〝ノーネーム〟の本拠へと久しぶりに戻もどることにした。
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　───東側　　　　　　　外門。




　次のゲームが始まるまでの小休止期間に入ったことで、各コミュニティは身体からだを休める為に己の本拠へと帰郷していた。

　久く遠どう飛鳥あすかも春日かすか部べ耀ようとの約束通り、〝ノーネーム〟の本拠へと足を向けている。

　此こ処こはペリドット通りを抜ぬけた先にある少し年季の入った喫きつ茶さ店てん。

〝六本傷〟が経営するその喫茶店のカフェテラスまでやって来た飛鳥は、感かん慨がい深く頷うなずいて席に着いた。

「はあ………この喫茶店も随ずい分ぶんと久しぶりね。この場所で次に参加するゲームについて打ち合わせしていたのが懐なつかしく感じるわ」

　飛鳥は大きな鞄かばんを片手に喫茶店を見上げる。

　そして召しよう喚かんされたばかりの頃ころの事を思い出して瞳ひとみを細めた。

　召喚された当初は箱庭のことをよく知らないまま、十六夜いざよいたちと一緒にがむしゃらにギフトゲームに参加していたものだ。




〝ペルセウス〟に戦いを挑いどみ、星せい霊れいアルゴールと戦ったり。

　北側の〝火か龍りゆう誕生祭〟で〝黒こく死し斑まだらの魔ま王おう〟と戦ったり。

　南側の〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭で巨龍と戦ったり。




（………。思い返してみたけれど、今も昔もそんなに変わらないわね）

　腕うでを組んで苦笑いを浮かべる。

　召喚された頃から彼女たち問題児は問題児のままだった。

　どんな巨きよ大だいな敵でも臆おくせず我を張って生きてきたし、戦ってきたし、勝利してきた。

　きっと今までがそうだったように、此これからも久遠飛鳥はその様に戦っていくだろう。

　紅茶を一いつ杯ぱいだけ注文した飛鳥は暫しばらく懐かしい風景を楽しんだ後、〝六本傷〟の喫茶店を後にする。三年前よりも少しだけ発展したペリドット通りを抜け、〝ノーネーム〟の領地を目指して歩く。かつては荒こう廃はいしていた道も今は綺き麗れいに舗ほ装そうされていた。

　草も生えないあの死んだ土地を良くも此処まで蘇よみがえらせたものだと感心してしまう。

　スカートを靡なびかせながら軽かろやかな足取りで門前まで到とう達たつすると、其そ処こには門番と思われる女性の衛士と、一本角のユニコーンが待ち構えていた。

（あら………見ない顔がいるのね）

　ユニコーンとは以前も会ったことがある。随分前に旱かん魃ばつの怪かい物ぶつから助け出したことがあったのだが、その時の一頭なのかもしれない。

　女性の衛士とユニコーンが飛鳥に気が付くと、姿勢を正して素す性じようを問いかけて来た。

「待て。此処から先は東の〝階層支配者フロアマスター〟である〝ノーネーム〟の領地だ。まずは名を名乗り、用件を述べよ」

「あらあら、暫く〝ノーネーム〟を離はなれていた間に随分と物々しくなっているのね。………私は久遠飛鳥。元〝ノーネーム〟の一員よ。今は独立したけれどね」

　警けい戒かいしていた衛士は一転、瞳を見開いて敬礼した。

「失礼いたしました。頭首様のご友人ですね？　通行許可は下りてます。どうぞお通り下さい」

「ありがとう」

　衛士とユニコーンに見送られて門をくぐる。

　其処にかつての荒廃した街並みは何処どこにも存在していなかった。

　目を見張る様な美しい外観の家屋が並び、大通りに並ぶパステルカラーが実に鮮あざやかだ。行商に訪おとずれた商人は何いずれも様々な商品を取引している。

　三年前からは見み違ちがえた街並みに、飛鳥は瞳を輝かせて感かん嘆たんの声を上げた。

「す………凄すごい！　こんなに復活しているなんて思ってもみなかったわ！」

　手を叩たたいて喜ぶ飛鳥に驚おどろく住人たち。飛鳥は慌あわてて両手を後ろに回し、いそいそと街かい道どうの隅すみに移動していく。

　改めて街を見回した飛鳥は大きく息を吐はいた。

（そっか。あの見るに堪たえなかった街々は、もう何処にもないのね）

　白く枯かれた樹々と、荒あれ果てた路地。

　死に絶えた農園には砂と砂じや利りしか存在しなかった。

〝階層支配者〟に任命されてから移民してくる人間が増えたのだろう。或あるいは一度離れてしまった元〝ノーネーム〟の面子メンツが帰ってきたのかもしれない。

　軽やかな気持ちで街を歩いていると、遠くから懐かしい声が聞こえてきた。

「安ぅーい!!　今回は自信作なんだから、最低でも〝サウザンドアイズ〟の銀貨二枚!!」

「で、出来れば銀貨二枚と銅貨一枚!!」

「え、ええ……[image: !!?]　相変わらず吹ふっ掛かけて来るな、アーシャちゃんとウィラちゃんは！」

　スーツ姿で商人に迫せまる、二人の青あお髪がみ少女。

　飛鳥は見覚えのある青髪に驚きの声を上げた。

「アーシャ！　それにウィラ！」

「おん？　………うわ、誰だれかと思ったら飛鳥じゃん！　元気にしてたか!?」

「勿もち論ろん。二人とも上手うまく馴な染じんでるみたいね」

「うん。クロアさんや耀がとても親切にしてくれたおかげ」

　商人から代金を受け取った二人の青髪少女───アーシャ＝イグニファトゥスと、ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスの二人。

　彼女たちとはかつて魔王アジ＝ダカーハが〝煌こう炎えんの都みやこ〟で暴れ回った時や、レティシアが魔王に堕おちた時に共に戦い合った仲だ。彼女たちと〝ジャック・オー・ランタン〟の三人がいなければ、十六夜たち三人が生き残ることは難しかっただろう。

「いやあ、本当に久しぶりだな！　ほら、上がって上がって！　耀と十六夜もすぐに呼ぶから！」

「ありがとう。それじゃお言葉に甘えさせてもらうわね」

　二人はガッツポーズしながら店の中に飛鳥を招き入れた。

　そして席に促うながすと、興きよう味み津しん々しんの顔で主権戦争について問いかけて来る。

「それで、太陽主権戦争はどうだった？　参加してきたんだろ？」

「まあね。でも殆ほとんど活かつ躍やくできなかったわ。やっぱり世の中広いわね」

「大だい丈じよう夫ぶ。気にしなくていいと思う。箱庭は広く、上を見ればキリがない。活躍できなかったことを恥はじなきゃいけないなら、この三年間で私なんて恥はじ搔かきっぱなしだったもの」

　ふっと遠い目をするウィラ。頼たよれる育て親だったジャック・オー・ランタンはもういない。コミュニティの長おさとして必死に支えている最中なのだろう。

　商売も当然大事だが、箱庭の華はなはやはりギフトゲームと相場が決まっている。

　一流のプレイヤーが在席しているからこそ〝ウィル・オ・ウィスプ〟は少数ながら北側でも一目置かれていた。ウィラも一流と呼ぶに相応ふさわしい能力を持つプレイヤーなのだが、まだまだ経験値が足りない未熟な一面もある。

　空間跳ちよう躍やくはトップクラスの応用力を持つ。

　戦せん闘とう能力の高さはピカ一。

　しかし空間跳躍に頼り切る戦いをしてしまう為ため、足を掬すくわれやすいのだ。

「春日部さんと十六夜君は何時いつ頃ごろになりそう？」

「一時間後くらいじゃないか？　今日は元々黒くろウサギを交えたお茶会の約束をしていて」




「うわあああああああ暴れ牛と暴れ馬だあああああああああ[image: !!!]」




　絶ぜつ叫きようと共に突とつ進しんしてくる二匹ひきの大おお型がた獣じゆう。

　二匹共に通常の暴れ牛と暴れ馬を遥はるかに上回る体たい軀くで此方こちらに突つっ込んでくる。

　飛鳥は咄とつ嗟さにギフトカードを取り出したのだが、それより先に二頭の頭上にウサ耳の影かげが飛び込んできた。

「そーーーーこまでですよ、二頭とも!!」

「く、黒ウサギ!?」

　ウサ！　とウサ耳を伸のばして二頭の手た綱づなを引く。

　幼い童女の姿ではあるがその戦闘能力は折り紙付きだ。

　小さな身体で二頭を瞬またたく間に押さえつけて動けなくした黒ウサギは、光る汗あせを拭ぬぐって満面の笑えみを見せた。

「よしよし、どうどうですよ。落ち着いてくださいねー………おや、飛鳥さん!?　予定よりもお早い到とう着ちやくでございますね！　どうですかこの新しい街並みは！」

「とても素す敵てきな街になって嬉うれしいわ。春日部さんは本当に頑がん張ばったのね」

「ＹＥＳ！　耀さんは街を大きくするために各地のトラブル解決に積極的に動いてくださったのです！　入り口をユニコーンが守って下さっているのも、耀さんが事件を解決して下さったおかげなのですよ！」

　嬉しそうに両手を振ふる黒ウサギ。

　春日部耀が東の〝階層支配者〟として立派に努めている話はよく耳にしていた。

　多くのコミュニティに足を運び、手を貸して回ることで、他ほかの地方にも勇名轟とどろかせ、その力を各地へと示しているのだろう。

　飛鳥は興味半分、ちょっぴりの羨せん望ぼうと嫉しつ妬との気持ちを混ぜこぜにして問う。

「ちなみに、あのユニコーンさんとはどういう風に知り合ったの？」

「あやや、飛鳥さんにはちょっとわかりにくかったですか。あの方は以前、〝旱魃〟に襲おそわれているところを問題児様方が助けたユニコーンさんですよ！」

　ポン、と飛鳥は得心がいったように手を叩く。

「じゃああの時に助けたユニコーンさんが改めて来てくださった、という事かしら？」

「ＹＥＳ！　実はアレからご縁えんがあって………今では耀さんが外出されるときは騎き馬ばを買って出て下さっているのです！」

　黒ウサギが言うと、アーシャが興味深そうな顔をする。

「へえ………あのユニコーンが〝ノーネーム〟に来ることになった理由はまだ聞いたことが無いな。面おも白しろそうな話じゃん。耀が来るまで話を聞かせてよ」

「今日はお茶菓が子しもあるよ。オムレットを焼いてきたの」

　ウィラがオムレットを取り出すと、飛鳥は瞳ひとみを輝かがやかせて腰こしかける。

「オムレット………！　何だか三年前のゲームを思い出して嬉しくなるわね」

「ふふん、あの時と同じものだと思うなよ。〝ノーネーム〟の農地を一部借用して作った特製パンプキンクリームをとくと食くらいやがれ」

　カチャカチャと食器の音を立てながら紅茶とオムレットを並べていく。

「ところで、飛鳥からは何か土産みやげ話ばなしは無いのか？」

「わ、私？　私は特に………ああいえ、一つだけあったわ」

　コホン、と少し恥ずかしそうに咳せき込む飛鳥。

　背筋を伸ばして三人に真しん剣けんな瞳を向けるその様子は、何か重大な決意の様なものを感じさせる。黒ウサギ、ウィラ、アーシャの三人も引きずられるように背筋を伸ばす。

　大きく深呼吸した飛鳥は、己おのれを奮い立たせるように宣言した。




「私、久遠飛鳥は───此これより三か月後、北側の〝階層支配者〟に任命されることが決定いたしました」




「な………!?」

「え………[image: !!?]」

　なんですとー[image: !!?]　と、飛び上がって驚く三人。

　特に黒ウサギはウサ耳を跳はねさせ、何かを思い出したかのように立ち上がる。

「そ、そうです、思い出したのです！　確かアトランティス大陸で〝階層支配者〟に誘さそわれているとポロッと漏もらしていたのです！」

「あ、あの時は再会に興奮していたから本当にポロッと出てしまったわ。けど今回は正式な決定よ。北側と南側の両方で誘われていたのだけど、先日、北側のお誘いを受けることになったの」

「うわー大出世じゃん。コミュニティの名前と旗印はどうなってるんだ？」

「そ、それもまだ用意できていなくて………」

「ぜ、前代未み聞もん………！」

　絶句するウィラとアーシャ。つまりほぼ無名のまま〝階層支配者〟に抜ばつ擢てきされたということだ。しかしそんなことは絶対にあり得ない。

　きっと飛鳥が武者修しゆ行ぎようしている中で彼女が認にん識しきしていない手て柄がらを立てていたのだろう。

「コイツは飛鳥からも土産話を聞かなきゃいけなくなっちまったなあ。〝階層支配者〟に抜擢されるほどなんだから、大だい冒ぼう険けんの連続だったに違ちがいない」

「ＹＥＳ！　飛鳥さんの大冒険がどの様なものだったのか聞かないと、黒ウサギのウサ耳が落ち着かないのですよ！」

「わ、わかった、わかったから！　だけど先まずは現げん役えきの〝階層支配者〟の話が聞いてみたいわ。先にユニコーンのお話を聞かせてくれない？」

「ＹＥＳ！　それでは耀さんと十六夜さんが来るまで、不ふ肖しよう黒ウサギがお話をさせていただくのです！」

　ウサ耳を伸ばして胸に手を当てる黒ウサギ。

　黒ウサギは礼れい儀ぎ正ただしく椅い子すに座りながら、コホン！　と咳き払いをした。

「実は耀さんは───主権戦争を目前にして、一か月近く行方ゆくえ不明になっていたのです」

「はい？」

　飛鳥は耳を疑った。

〝階層支配者〟に任命されている耀には様々な業務が存在している。

　それを全部ほったらかしてしまったのだろうか？

「それは………気になる話ね」

「そうでしょうそうでしょう！　先ずはユニコーンさんのお話をしてから、飛鳥さんのお話を聞かせていただくのです！」

　三人が聞き耳を立てる中、黒ウサギは静かに語り始める。




　此れは今より半年ほど前───春日部耀が姿を消してすぐの頃ころのこと。

　黒ウサギとシャロロ＝ガンダックの二人が、行方不明の春日部耀を捜さがしに行っていた時の話。



















〝あの崖がけの向こうで、春日部耀らしき人を見た〟




　それが彼女の最後の目もく撃げき情報だった。

　大連盟の盟主、春日部耀が行方不明になって一か月。

　フラリ、と姿を消した春日部耀を捜している黒ウサギと〝六本傷〟に所属しているシャロロ＝ガンダックは、箱庭の南部にある山さん岳がく地帯にやってきていた。

　樹々の生おい茂しげる山岳地帯は拓ひらかれておらず、道は荒あれた獣けもの道みちがちらほらと見て取れる程度しかない。人里から千里以上離はなれたこの場所には、足を運ぶだけでも一苦労だ。

　黒ウサギは山岳の林を軽かろやかな足取りで抜ぬけ、崖の上で周囲を窺うかがう。

「耀さんの目撃情報があったのは、確かこの辺り───」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってってば！　黒ウサの姉あね御ごにそんなに早く走られたんじゃ、私なんかじゃ追いつけないからーッ！」

　ウサ？　と、ウサ耳を傾かしげて後ろを振り返る黒ウサギ。

　シャロロは林の中腹辺りで汗を垂らしながら必死に黒ウサギの後ろを付いてきていた。

「あやや………！　す、すいません。少し気が逸はやっていたようなのです！」

「いや、まあ………無理もないっすけど。主権戦争まであと少しですもんね」

　息を切らし、猫ねこ耳みみを搔かきながら苦笑いをするシャロロ。

　黒ウサギはウサ耳を伸ばして強く頷うなずく。

「そうなのです！　我々〝ノーネーム〟が優勝するためには頭首である耀さんの力が必要不可欠なのは自明の理！　………なのに突とつ然ぜん、フラリと姿を消してしまって。〝主催者ホスト〟兼けん〝参加者プレイヤー〟の我々としては気が気ではないのですよ！」

　ムガー！　と怒耳で天を衝つく黒ウサギ。

　シャロロは苦労性しようの彼女に苦笑いを浮うかべて頰ほおを搔く。

「ははあ、それはまた難なん儀ぎっすね。まあうちら〝六本傷〟としては同盟関係にある〝ノーネーム〟が勝ち抜いてくれると助かりますからね。協力は惜おしみませんぜ！」

「ＹＥＳ！　とっても助かるのですよ！」

　尻尾しつぽを伸のばして快かい諾だくするシャロロと、ウサ耳を伸ばして頭を下げる黒ウサギ。

　東側の〝ノーネーム〟と、南側の〝六本傷〟。

　この両者のコミュニティの縁は先代から続く長いものだ。

　南側に土と地ち勘かんがあるシャロロに道案内を頼たのんだのはそのためだろう。

　特に今回二人が捜しに来た春日部耀は、黒ウサギたちが所属するコミュニティの大連盟の盟主でもある。

　太陽主権のゲームに出場するには必要不可欠な人材なのは間ま違ちがいない。

　逆さか廻まき十六夜が帰ってくるのが何時いつになるかわからない以上、現状の最大戦力とも呼べる女性なのだ。是ぜが非でも連れ戻もどさねばならない。

　シャロロは目的の崖を上り、その頂に立って周囲を俯ふ瞰かんする。

「………ん？　近くから水辺の薫かおりがしますね」

「生活痕こんを探すのなら其方そちらに向かうべきでしょうか？」

「まあ、基本っすね。でも他ほかの幻げん獣じゆうの匂においもしますから、慎しん重ちように行きましょ！」

　崖から飛び降りるシャロロ。

　春日部耀は淑しゆく女じよというより文明を身に付けた野生児だ。前回フラリと失しつ踪そうして帰ってきたときは獣けものか何かに見み間ま違ちがえるほど泥どろまみれだったという。

　麗うるわしき侍じ女じよ頭がしらはその姿を見て「父親に一番似て欲しくない所が似てしまった！」と大いに嘆なげいたとか。

　歩ほ幅はばを緩ゆるめ辺りを窺うように水辺の方へ歩いていた二人は、やがて見えてきた巨きよ大だいな植物を目まの当たりにして同時に声を上げる。

「うわ………！　なんだアレ!?」

「蔦つたの檻おり、でしょうか？」

　黒ウサギが神しん妙みような顔で告げる。山岳の溝みぞにあった湖を覆おおうように、その巨大な蔦の檻は生え茂っていた。

　シャロロは蔦に触ふれるとしげしげと観察しつつ、眉まゆを顰ひそめる。

「これは西セイ洋ヨウ木キ蔦ツタっすね。何かの恩おん恵けいで巨大化させられてるみたいですけど………こんなに大きく成長させようと思ったら結構な手間だと思うんすよね」

「その手間をかけるほどの封ふう印いん、と考えたほうがいいのかもしれません」

「ういっす。抉こじ開けますか？」

「それはやめて」

　その時、蔦の檻の中から声がした。

　聞き覚えのある女性の声に黒ウサギはピンとウサ耳を伸ばし、蔦に駆かけ寄る。

「よ、耀さん!?　中に捕つかまってるのは耀さんですか!?」

「いえす。実はユニコーンの復興に手を貸して欲しいって、お願いされてきたんだ。だけど密みつ猟りよう者の罠わなに掛かかって、こんな感じに捕まっちゃった」

　蔦の檻の向こうからしょんぼりした声がする。

　黒ウサギはウサ耳を跳ねさせて驚おどろいた。

「な、なんと。耀さんを封印してしまえるほどの罠を仕掛けられる密猟者が、まだ下層に居たとは………」

　黒ウサギは驚きで言葉を無くすしかない。

　蔦の檻に捕まっている春日部耀は、現〝ノーネーム〟の頭首にして箱庭最大の連盟の盟主でもある。今やこの神々の箱庭でも一目置かれる人物の一人だ。

　その彼女をこうして捕とらえられるほどの密猟者が転がっている筈はずがない。

　そう考えていたところに、蔦の中から別の声───ユニコーンの一頭が声を上げた。

『此この度たびは我々の一族がご迷めい惑わくをおかけしています、黒ウサギ殿どの』

「あやや!?　その声は何時いつぞやの!?」

『はい。旱かん魃ばつの化け生しように襲おそわれていたところを助けられたユニコーンです。東の〝階層フロア支配者マスター〟の就任、誠まことにおめでとうございます。かつての栄光を取り戻す足掛かりを手にした、ということですね』

「こ、此れはご丁てい寧ねいに。ですが御お礼れいを言うのは此方こちらの方なのです。ユニコーンの角が無ければ、魔ま王おうアジ＝ダカーハとの戦いで重傷を負った十六夜さんを助けることは出来なかったのですよ！」

　ウサ！　とウサ耳を伸ばして礼を告げる黒ウサギ。

　正に虎とらの子の一本だったが、これ以上ないタイミングで役に立ってくれた。

『再建の為ために役に立ったのなら望外の喜び。世の中にはどんな縁えんがあるかわからないものです。………しかし今回もまた、我々は多大な迷惑をかけてしまったようだ』

　申し訳ない、と心苦しそうに呟つぶやくユニコーン。彼らの角には治ち癒ゆの力があり、心無い密猟者には常に命を狙ねらわれている。安住の地を目指してこんな山岳地帯にまで足を運んだというのに、あっという間に密猟者に見つかってしまったのだ。

　ユニコーンたちの心労は計り知れないだろう。

『我々を庇かばわなければ、耀様がこのような小こ癪しやくな罠にかかることはなかったでしょう。それ故ゆえに口惜くやしい。一体何と詫わびれば………』

「仕方ないよ。気にしないで。相手の罠が優すぐれていただけだよ」

　ユニコーンの鬣たてがみを撫なでて慰なぐさめる耀。

　シャロロは猫耳の裏を搔きながらしげしげと蔦の檻を見る。

「しかし腑ふに落ちないっすね。春日部の姉御ならこんな蔦の檻を破ることぐらいわけも無いでしょ？　何か訳アリですか？」

「うん。多分その辺に檻の仕組みを書いた羊皮紙があると思うんだけど………シャロロなら読めないかな？　私には読めなくて」

「私？　黒ウサの姐あねさんじゃなく？」

「そう。其そ処こに書かれている文字、前に見せてもらった言語に似てるから。猫族ケツト・シーのシャロロなら読めるかなって」

　ははあ、とシャロロは猫耳を立てて前に出る。

　彼女は様々な言語を修めるとされる猫族の血を引く者だ。中でも彼女の血筋は猫族の中で最も著名とされている猫族〝長なが靴ぐつを履はいた猫〟でもある。

　その〝六本傷〟の主力である彼女なら、と見込んでのことだろう。

「そりゃ確かに私の出番ですね。ちょいとお待ちを、すぐに翻ほん訳やくしますんで」

　蔦の檻の前に立ったシャロロはゴソゴソと荷物を置いて文面の翻訳に取り掛かる。黒ウサギは蔦の檻の向こうに居る耀に近づいて話しかけた。

「耀さん、ご無事でよかったのです。心配しましたよ？」

「ごめんね。もう一日待っても誰だれも来なかったら力づくで抉こじ開けるつもりだったんだけど………此れもやっぱりギフトゲームだから。クリアして勝つのが王道かなって」

　そうですね、とウサ耳を立てる黒ウサギ。

　如何いかなる方法を用いても勝つ、などというのは弱者にのみ許された論法だ。

　組織の上に立つ人間には其それは許されない。

　自身に恥はじ無し、憂うれい無しと言い切るゲームメイクが出来ねば、真の意味で人心を摑つかむことはできない。東側の〝階層支配者〟である彼女には戦いの質が求められる。

　そういう意味でも、一度救きゆう援えんを待っていたのだろう。

「耀さんらしくていいと思うのです。それでこそ我らが頭首なのですよ！」

「ありがと。でも読めない〝契約書類ギアスロール〟は、ちょっと狡ずるいと思う。これ許されるの？」

「許されます。ギフトゲームでは読めないほうが悪いのです。………が、珍めずらしいですね。箱庭の世界は史実の逆算、〝全すべての言語は最終的に統一される〟という概がい念ねんによって文字の類たぐいには〝統一祖語の恩恵〟が必ず使われている筈ですが」

　箱庭の世界には様々な時代・種族が招かれる。

　本来なら言葉を交かわす事など不可能なはずの彼らの意い思し疎そ通つうが可能になっているのはこの恩恵が常に箱庭の世界を包み込んでいるからである。

　人類史は最終的に一つの言語によって集約されるように出来ている。

　偏へん在ざい時空、第三点観測宇宙である箱庭が結果論オメガからの逆算を行い形にしたのがこの〝統一祖語の恩恵〟である。

「まあ、読み書きができないと幻獣とのゲームが成り立たないよね」

「ＹＥＳ！　そういうわけで〝読めない文字〟というのはそれそのものが恩恵である可能性が極きわめて高いのですが………如何いかがですか、シャロロさん？」

　読めそうですか？　とウサ耳を傾げる黒ウサギ。

　文面に目を通していたシャロロはその声に猫耳を貸さず、極めて真しん剣けんな表情で読解に勤いそしんでいる。普ふ段だんは底そこ抜ぬけに明るい彼女がこのような表情を見せるのは珍しい。

　指先で何度も文字をなぞったシャロロは独り言のようにつぶやく。

「文字の象形はケルティックに近い………でも、知らない象形文字だ。オガムでもルーンでもない。女性を意味する西洋木蔦を使っている点から、術者は女性と推測できるのかな………なら、この象形は〝ゴート〟の類語か？」

　半信半疑で文字をなぞるシャロロ。

　しかし、何も起こらなかった。

「………反応ないな。読解したら誰でも読めるようになるものだけど。となるとコレ、初めから読解できない性質があるのか？　なら………いや、まさか………[image: !!?]　〝読めない文字〟じゃなくて〝観測できない〟文字ってこと───[image: !!?]」

　にゃんてこったい[image: !!?]

　と、猫ねこ耳みみを跳はねさせてシャロロは勢いよく立ち上がった。

「ちょ、ちょっと姉あね御ごッ！　ヤ、ヤバいっす！　大発見です[image: !!!]　こ、こ、これ本物の消失祖語ロストランゲージの一つですよ!!　し、しかもコレ、紀元前二〇〇〇年級のケルト祖語ですッ[image: !!!]　超ちよう々ちよう級にレアな代しろ物ものですよ！」

　飛び跳ねて驚くシャロロを尻しり目めに、はてと小首を傾かしげる耀。

　対照的に、黒ウサギはウサ耳を同じように伸ばして驚いた。

「消失祖語………[image: !!?]　は、話には聞いたことがございます！　人類史の発展と共に後の時代に使われなくなり、観測不可能になった人類の祖語の一つ！　神代が成立する前後の時代に使われていた古代の祖語でございますか………[image: !!?]」

「そうです！　現在のケルト祖語は紀元前八〇〇年が最古とされていますが、このケルト祖語は明らかにそれより以前の代物！　〝来らい寇こうの書〟の真典に相当する時代の文字ですよ！」

　箱庭の世界では〝観測不可能になった者は霊れい格かくを消しよう滅めつする〟という大原則が存在する。此れを俗ぞくに〝ノーフォーマー〟と呼ぶのだ。

　例えばシャロロの言う〝来寇の書〟はキリ○ト教の伝来とともに改変されたケルト神話の偽ぎ史し書しよのことである。この偽史書はキ○スト教信者によって他宗教の取り込みを行う為に改変されたケルト神話の物語であり、その思想が反映されている。かつて春日部耀たちが〝煌炎の都〟で経験したギフトゲーム、〝クーリーの牛争い〟もその一つだ。

　この様に後世の語り部べたちによって改変された結果、真の歴史が観測不能になった物───人類史の中で焼き尽つくされた文明や歴史、或あるいは到とう達たつ不可能となった未来が〝ノーフォーマー〟に相当する。

　だが───本来なら、それらは一度失われれば、箱庭では観測不可能なままのはずなのだ。耀は自身のギフトカードに書かれた〝ノーフォーマー〟の恩恵を見つつ首を傾げる。

「でも〝ノーフォーマー〟って、観測できないから〝ノーフォーマー〟なんだよね？　それがどうして箱庭に存在してるの？」

　至し極ごく尤もつともな疑問に黒ウサギも頷うなずく。

　シャロロは猫耳と人差し指を立て、〝観測不可能な文字〟について持論を述べた。

「春日部の姉御。如何どうやらこの狩しゆ猟りようゲームは箱庭の黎れい明めい期きに作られた、超古代の代物だと推測できます。其れが何時しか消失祖語となって力を失っていたとおもうんですよね」

「そう。それで？」

「恐おそらく、何かをきっかけに消失祖語はその力を取り戻もどした───しかも、極めて最近の出来事によって。此れはつまり〝観測できなくなった文字〟が〝観測可能な時間流に変わった〟のかもしれません。何か巨きよ大だいな〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟があったのではないですかね？」

　時世の移り変わりにより、観測不可能な文字が、観測可能な文字に変わった。

　黒ウサギは何かに気が付いたように手を叩たたいた。

「もしかして、我々が魔王アジ＝ダカーハを倒たおした時に………？」

「きっとそうですよ！　姐さんたちが魔王を倒したときに極大規模の〝歴史の転換期〟が起きて、〝来寇の書〟の真典が発見される時世に変わって祖語の最古が変わったんすよ！　今は主権戦争の開かい催さいで時期が定まってないから、読めない文字のままで固定されてるのではないかと！」

　おおー………と、感心した声を上げる春日部耀。

　まさかこんな短時間で〝観測不可能な文字〟の謎なぞを解くとは思っていなかったのだろう。流石さすがは南側の〝階層支配者〟に就任するだけのことはある。

　シャロロは鼓こ動どうを高鳴らせて尻尾しつぽを振ふり、文面が書かれた〝契約書類〟を抱だきしめる。

「古代ケルト文明は強い女性の社会だったと聞き及およんでます。黎明期から残る恩おん恵けいということは、女め神がみクラスの祖そ霊れいが残した〝契約書類〟に違ちがいないっす！　此れを持ち帰って研究すれば私たちの〝主催者権限ホストマスター〟───〝Der gestiefelte Kater長靴をはいた猫王〟を強力にできるはず！」

　うにゃー♪　と、尻尾を振って喜び回るシャロロ＝ガンダック。

　一方、春日部耀は顎あごに手を当てつつ重要なことに気が付いた。

「………いや、ちょっと待って。つまりこのゲームが読解不可能っていうのは変わらないんじゃない？」

「うん？　………あ、そうっすね」

　一転して静まり返る一同。読解に必死で解決策を練るには至らないとは、やはり新米の支配者であることには変わりないらしい。

　いやそもそも今の考察が正しければ、この文字を読み解く方法は皆かい無むという結論になる。春日部耀は深いため息を吐つきつつ、ユニコーンたちに声をかけた。

「………ごめんね。やっぱり水場ごと破は壊かいするしかないみたい」

「はい!?」

「にゃんですと!?」

　黒ウサギとシャロロが驚おどろきの声を上げると、ユニコーンは苦々しい声で蔦つたの檻おりの中の状態を告げる。

『実は………この巨大な蔦の檻はこの湖に根を張り、破壊されると水を吸って再生する仕組みになっています。蔦の檻を破壊するということは、湖を涸からすことと同義なのです』

　耀が蔦の檻を破壊することを躊躇ためらっていた最大の理由が此これなのだろう。

　再建の為ために来たというのに、此れでは何のために足を運んだのかわからない。ユニコーンが住む場所には必ず清らかな水辺が必要なのだ。

　漸ようやく見つけた水辺を手放せばまた彼らは流る浪ろうの旅に出ざるを得ない。

　だが事情を察したシャロロは、猫耳を立てて豪ごう快かいに笑った。

「なんだ、そんな事っすか！　ならうちの〝アンダーウッド〟に来たらいいじゃない！　事情が事情ですし、みんなに話を通しておきますよ！」

『………よろしいのですか？』

「勿もち論ろんっすよ！　私、此れでも〝六本傷〟の主力なんで！　誰も嫌いやとは言わせないさ！　密みつ猟りよう者から守ることもできるだろうしね！」

　グッと親指を立てるシャロロ。密猟に苦しめられてきたユニコーンにとって人里で暮らすというのには抵てい抗こうがあり〝六本傷〟に相談できなかったのかもしれない。

　困こん惑わくするユニコーンの背中を押すように黒ウサギは静かに告げる。

「ご安心を。〝六本傷〟は〝ウィル・オ・ウィスプ〟と同じく、我ら〝ノーネーム〟が最も信しん頼らいする同盟コミュニティ。きっと良き同志として受け入れてくれるでしょう」

「うん。他ほかの馬の幻げん獣じゆうもあの辺りに住んでるから、きっと仲良くなれるよ」

『………わかりました。命の恩人である耀様と、〝箱庭の貴族〟である黒ウサギ殿どのがそういうのであれば我々はそれに従います』

　意を決したように頷くユニコーン。春日部耀は己おのれの両頰ほおを叩き、胸むな元もとから〝生命の目録ゲノム・ツリー〟を取り出して気合いを入れた。

「よし！　そうと決まったら、こんな蔦の檻なんて吹ふき飛ばしちゃおう！」

「ＹＥＳ！　我々も退たい避ひしましょう、シャロロさん！」

「了りよう解かい！　………とと、その前に。姐あねさんの火力じゃ〝契約書類〟ごと破壊されちゃうから、コイツは持って離はなれないと───」

　グイ、と羊皮紙を引っ張るシャロロ。しかし〝契約書類〟を持ったままシャロロが数歩離れると、途と端たんに〝契約書類〟は動かなくなった。

「………へ？」

　グイグイ、と引っ張る。しかし一向に蔦の檻から離れる気配がない。

　一方、春日部耀は〝生命の目録〟を変へん幻げんさせ臨戦態勢に入る。

　灼しやく熱ねつの気配を悟さとったシャロロは、血の気が一いつ斉せいに引く予感がした。

「ちょ………ちょっと待って耀の姐あね御ご！　私、まだ逃にげてないっすから───[image: !!!]」

　叫さけぶシャロロ。

　無視する春日部耀。

　右手に金きん翅しの炎を宿らせた彼女は、〝生命の目録〟と同時に、他ほかの恩恵もその手に持つ。

　其それは世界樹を喰くらうというとある蛇龍の牙きば。二つの恩恵を重ね合わせるように構えた春日部耀は、全身から金翅と黒炎を放って吼ほえる。

「新兵器の試ためし打ち………丁度いい機会だ………[image: !!!]」

「待って！　ホントに待ってッ[image: !!!]　私まだ逃げてないっすからッ[image: !!!]　あと、この〝契約書類ギアスロール〟は燃えたら代えが利きかないっすから[image: !!!]　超貴重文ぶん献けんなのでいやちょっとマジで待てってッ[image: !!!]」

「そっか。頑がん張ばって守ってね」




　無茶言うなッ────[image: !!!]




　という絶ぜつ叫きようと共に、蔦の檻の中から巨大な陽炎かげろうが立ち昇のぼった。

　其れは黒こく龍りゆうだったのか、其れとも神鳥だったのか。

　樹き々ぎを焼き尽くす極炎に巻き込まれたシャロロは自身も切り札を展開したものの、その実像を見ると同時に大おお火傷やけど。何とか生き残った彼女は、ユニコーンたちの角の力で一命を取り止めるのだった。
















　此れは、久遠飛鳥の旅の一頁ページ。

　要するに───久遠飛鳥は喧けん嘩かを売られたのだ。

　此こ処こは華はなの都と名高き鬼おに姫ひめ連盟が治める大だい遊ゆう郭かく。

　夢ゆめ現うつつを彷ほう彿ふつとさせる紫し煙えんが街を覆おおいつくし、種族を越こえた一夜の夢を買い捨てる、箱庭屈くつ指しの愛の街。本来なら久遠飛鳥には縁えんの遠い街だろう。

　武者修しゆ行ぎようで方々を練り歩いていた久遠飛鳥は、アルマテイアに「マスターはもう少し女らしさを知った方がいい」と言われて無理やり連れてこられた愛の街を、何故なぜか縦じゆう横おう無む尽じんに走り回っていた。

「ふっ………！」

　瓦かわら屋根を飛び回り、雅みやびな音を奏かなでる銀ぎん閃せんを斬きり払はらう。足を止めたが最後、琴ことを弾ひく様に優ゆう雅がな音を立てて首が飛ばされてしまうだろう。

　揺蕩たゆたう夢の街で無作法にも暴れ回っているのは、見るも見事な絡から繰くり人形。

　歌か舞ぶ伎きの花たる傀儡くぐつ子し、そして遊郭の華たる遊女が信しん仰こうし給たまう芸能の神しん霊れい〝百ひやく太夫だゆう〟。

　仏の加護も届かぬ遊郭を、その身一つで災さい厄やくから守り、恐ろしき疱ほう瘡そうさえも退ける遊郭の道祖神。それが何を狂くるったか、こうして夜な夜な現れては道行く女を切り裂さいて回っているという。

（ああもう！　売り言葉に買い言葉で安やす請うけ合いするんじゃなかった！）

　身体能力が徐じよ々じよに向上しているとはいえ、今の飛鳥一人では手に余る相手。

　この区画の遊郭を仕切る気風きつぷのいい花魁おいらん狐ぎつねに目をつけられたのが運の尽つき。初めは遊女たちとの軽い口論だったのが、あれよあれよと舌先三寸で搦からめとられ、気が付けば売り言葉に買い言葉。遊郭を騒さわがせ呪のろいを振りまく傀儡を退治する流れになってしまったのだ。

　飛鳥の奮戦を安全な屋や敷しきの中から観戦していた遊女たちは、飛鳥の首が飛びそうになるたびにハラハラした様子で叫ぶ。

「飛鳥ちゃん、無理したらあかんよー！」

「わっちら結界の中におるから、いざとなったら逃げといでー！」

「ご親切にどうも！　けどご心配なく！」

　声せい援えんに応こたえながら必死に銀閃を避よけ続け、正面から敵を睨にらむ。

　縁えん起ぎ物として飾かざられていた絡繰り人形に悪いモノが付くなど箱庭では珍めずらしくもないが、ご神体に付くとなると話は別だ。並の戦士では歯が立たない。

　カランコロンと頭を振れば雅な響ひびきと共に銀閃が煌きらめき、一ひと振ふりにて瓦屋根を丸まる裸はだかにしてしまう。さぞや高名な傀儡子が造った絡繰り人形なのだろう。

　ギフトカードの中で様子を窺うかがっているアルマは揶揄からかう様な声で問う。

『苦戦していますね、マスター。手伝いましょうか？』

「結構よ！　人の喧嘩に口出さないで頂ちよう戴だい！」

『流石さすがは我がマスター。元気があってよろしい。ちなみに此れは私の独り言なのですが………如何どうやらあの絡繰り人形、前方方向しか視し認にんできていないようですよ？』

　ム？　と振り返る飛鳥。ギョロリと回る二つの目玉は常に周囲を確認して警けい戒かいを払っている。左右の目をバラバラに動かすことで視野を広くしているのだろう。

　しかし逆にいえば、義眼で捉とらえられる範はん囲いの索さく敵てきしかできないという事だ。

『芸能の神霊が付つく喪も神がみとして現れているのなら、業わざを振ふるうには観客と舞ぶ台たいの二つが必要不可欠。あの絡繰り人形はマスターを観客として捉え、己の芸を披ひ露ろうしているつもりなのでしょう。………この情報をどう使うのかはマスター次し第だいです。ご武運を』

「相変わらずお節せつ介かい焼やきね。………でもありがと。軽く捻ひねってくるわ」

　飛鳥は宿と宿の間の路地に滑すべり落ちて銀閃を躱かわし、透すかさず死角方向へと走り出す。銀閃は範囲こそ広いが前方方向しか敵を捉えられないのなら幾いくつか攻こう略りやく法がある。

　観客を見失った絡繰り人形は路地を覗のぞき込むとクルクルと首を回して飛鳥を捜さがすが、一度見失ってしまった敵を目視だけで見つけるのは至難の業だ。

　何処どこから見られているのかわからない以上、何処から見られてもいいように業を披露するのが芸者の矜きよう持じ。

　絡繰り人形は舞まいを踊おどるように四し肢しを振り、周囲全方向に銀閃を張り巡めぐらせ始めた。

　触ふれた途端に隣となりの宿の大黒柱が二つに裂けるほどの鋭えい利りさを誇ほこる銀閃。

　我が一世一代の舞台を見届けよと、頭を急速回転させて陣じんを張る。

　芸能の神霊と呼ばれるだけのことはあり、銀閃を振りまくその身み振ぶり手振りは優雅に韻いんを踏ふんでいる。これが華の舞台上であったのなら、拍はく手しゆ喝かつ采さいを受けていたことだろう。

　………だが悲しきかな。この瓦屋根は舞や芸を披露する舞台ではなく。

　付喪神の感傷が命取りとなる、死地そのものなのだ。

「───残念ね。次に会うときは、舞台の上で会いましょう」

「!?」

　絡繰り人形は憤ふん激げきを込めて足元を睨む。しかし遅おそい。

　瓦屋根の舞台下を突つき破って飛び出してきた剣けん先さきは、一いつ瞬しゆんにして絡繰り人形の動力部を斬り裂いた。

「ギ、ギッ───[image: !!?]」

　声にならぬ叫びを上げて機能を停止させる絡繰り人形。飛鳥を観客として捉えていた以上、瓦屋根ぶたいの下は思考の死角そのものだ。警戒していなかったのも仕方がない。

　瓦屋根に上って壊こわれた絡繰り人形を抱だき上げた飛鳥は、小さくため息を吐ついて人形の埃ほこりを拭ぬぐってやる。

「………今わかったわ。貴方あなた、ご神体にされてるのが気に入らなかったのね。ご神体に祀まつり上げられてしまったら、芸を振るえないもの」

「───……」

　カコン、と頭を下げる絡繰り人形。

　百太夫のご神体にされるのは名めい誉よなことかもしれないが、そんな名誉よりも己おのれの業を振るう舞台が欲しかった。その想おもいが形となって暴走したのだろう。

　飛鳥は櫛くしと手て拭ぬぐいで身み形なりを整えてやると、いつも通りの明るい笑えみを浮うかべた。

「いいわ。私からあの狐きつねさんたちに伝えておいてあげる。〝私はまだまだ現げん役えきだ！　ご神体なんかにするんじゃない！〟………ってね」

　飛鳥の笑顔に吊つられて絡繰り人形が笑みになる。少なくとも飛鳥にはそう見えた。

　絡繰り人形を持ち帰った飛鳥は、気風のいい花魁狐と激しく口論した後、如何にかご神体の為ための舞台を作るという確約を取り付けた。

　それから一年後───遊郭の中でも噂うわさの舞台として、百太夫とお転てん婆ばお嬢じよう様さまの話が一世を風ふう靡びするのだが、それはまた別のお話。




　　　　＊




　その後───

　花魁狐たちに案内されていく飛鳥とアルマは、小声で今回の件について話し合う。

「ねえ、アルマ。報ほう酬しゆうまで貰もらって良かったの？　元は売り言葉に買い言葉で始めただけのゲームよね？」

「始まりは売り言葉に買い言葉ですが、ゲームの報酬については私から根回ししておきました」

「………はい？」

　初めて聞く話に目が点になる飛鳥。

　アルマはニヤリと悪戯いたずらっぽい笑みを作り、

「マスターなら私が何も言わずとも自おのずとトラブルに巻き込まれて下さると信じていました。おかげさまで対等なゲームを提案するのも非常にスムーズでしたとも」

　ガン！　と飛鳥は鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　つまり「女らしさを学ぶために花街に行きましょう」と提案したのは半分噓うそで、花街を巻き込んだゲームに飛鳥を誘さそい出すのが本当の目的だったというわけだ。

　見事に踊らされていたことに気が付いた飛鳥は頭を抱かかえて恨うらめしそうにアルマを睨む。

「自分でこんなこと言うのもアレなんだけど………如何してこんな従者と契けい約やくしちゃったのかしらね、私」

「おや失礼な。クーリングオフ期間は既すでに過ぎてしまったので覚かく悟ごを決めて下さいね」

　口元を押さえて悪戯っぽく笑うアルマ。

　飛鳥とアルマの契約内容は非常にシンプルなもの。

〝箱庭に新たなコミュニティを創設し、多種多様な修しゆ羅ら神仏を迎むかえ入れること〟というものだ。しかしその契約を果たす為には〝ノーネーム〟から独立する必要があった。

〝ノーネーム〟で力を付けたら何時いつか独立しようと考えていた飛鳥には渡わたりに船の契約だったというわけだ。

「何だか上手うまい具合に神輿みこしにされているような気がしないでもないけれど………今のところは私も楽しんでいるから構わないわ」

「流石さすがは我が主あるじ。広い心で対応していただき望外の喜びでございます」

　クスクスと悪戯を楽しむ様に笑い合う二人。

「今回の件も一計を用いているようだけど、そろそろ具体的な話が聞きたいわ。私の有能な従者はどんな報酬を求めてこの街に？」

「それは勿もち論ろん、主権戦争の出資者スポンサーを探し求めてのことです」

　飛鳥は驚おどろく様子もなく静かに頷うなずいて見せる。

　北の〝階層支配者フロアマスター〟である〝鬼姫〟連盟のお膝ひざ元もとへ行こうと提案された時から薄うす々うすは気が付いていたことだ。しかしアルマは人差し指を横に振って意味深に笑って見せる。

「〝鬼姫〟連盟も勿論強力なコミュニティですが、私の目的とするコミュニティはもう一つございます。出資者を一つに絞しぼらなければならないとは何処にも書かれていませんでしたので」

「それはそうだけど、それは出資者側の暗あん黙もくの了りよう解かいというものがあるのではないの？」

　二つのコミュニティから出資・支し援えんを望むのは双そう方ほうのコミュニティにとってとても不義理な行こう為いだ。もしも発覚すれば誰だれも彼もが恥はじを搔かき、怒おこって手を引くことになるだろう。

「その通りです。ですが出資者同士の横の関係が強い場合、或あるいは上下関係にある場合は話が変わってきます。今回は〝鬼姫〟連盟を監かん視ししているコミュニティ───日本の公的機関〝陰おん陽みよう寮りよう〟に話を繫つなげていただきたいという旨むねを、この花街の支配者にお伝えしにきたのです」

　───〝陰陽寮〟？　と飛鳥が首を傾かしげる。
















　するとアルマはびっくらこいた顔になった。

「え………マスター、もしかして〝陰陽寮〟を知らないのですか？　明治二年まで実在した日本の公的機関ですよ？」

「お、陰おん陽みよう師じが関連した公的組織なんて実在していたの!?」

「実在も何も陰陽師は国を守る公務員ですから!!」

　何ですって!?　と声を荒あららげて驚く飛鳥。

　此これは一から説明すべきだと判断したアルマは、案内される道中で〝陰陽寮〟について語ることにした。

〝陰陽寮〟の歴史を聞いた飛鳥は半口を開いたまま頻しきりに感心した様に頷き、〝鬼姫〟連盟の成り立ちについて知っていく。

「じゃあ〝鬼姫〟連盟は〝陰陽寮〟に所属する鬼姫たちと、極東の化け生しようとして生まれた鬼姫たちが造った連盟コミュニティだったのね」

「そういうことです。今から会うお方は〝陰陽寮〟側を仕切る鬼姫のトップ。失礼のない様にお気をつけください」

　華か美びな廊ろう下かの最さい奥おうに到とう達たつした二人。

　妙たえなる笛の音色と共に襖ふすまが開くと、其そ処こには見み目め麗うるわしい金の尻尾しつぽを持つ狐の女性が力無く凭もたれ掛かかりながら二人を出で迎むかえた。

「いやはや………えらいお待たせしてしまったねえ。花街を騒さわがせてた絡から繰くり人形を止めてくれたそうやないの。ほんまにありがとぅなあ」

「いえ、元を正せば売り言葉に買い言葉で始めてしまったゲームです。主従共に失礼な態度を取ってしまったことをお詫わびいたします」

「ああ、堅かたい堅い。堅苦しい挨あい拶さつはウチ嫌きらいやから、もう少し柔やわらかく接して欲しいわぁ。そちらの人間のお嬢さんもほら、肩かたの力を抜ぬいて」

「そ、そう？　そういう事なら少しだけ………」

「うんうん。体調崩くずしてからはみ～んなよそよそしくなってかなわんわ。ウチばかり寂さびしい思いして………ゥ、ッ………！」

　雅みやびな笑みを浮かべて頷いた金毛の妖よう狐こは突とつ然ぜん、ケホケホと苦しそうにせき込んでしまう。口元に僅わずかな喀かつ血けつを見た飛鳥とアルマは思わず顔色を変えた。

「ご、ごめんなさい。体調が悪いのなら無理しなくて構わないわ」

「御お身体からだを崩していたというのに無理な謁えつ見けんを申し出てしまい、誠まことに申し訳ありません。今回は日を改めますので、」

「ええよええよ、気にせんといて。お嬢さんが噂の飛鳥ちゃんなんやろ？　リリの手紙を読んだ時から会ってみたいなあと思っとったんよ」

　二人は意外な名前が出てきたことに驚いて顔を見合わせる。

　金毛の妖狐が口にした〝リリ〟とは、〝ノーネーム〟の狐きつね娘むすめのリリのことだろう。

「ああ、やっぱり知らんかったんやね。リリの先祖はその昔、ウチの禿かむろをしとったんよ。それに一ひと目め惚ぼれしおった東の大狐がおって、二匹揃って駆かけ落ちまがいの大だい脱だつ走そう！　あわや北と東の大おお喧げん嘩かに発展しそうになったところを、〝ノーネーム〟の金糸雀カナリアちゃんが仲ちゆう裁さいに入ったというわけや」

「そ、そうだったのね。〝ノーネーム〟の歴史が物もの凄すごく長いって本当だったんだわ」

「しかしリリの先祖といえば〝宇う迦か之の御み霊たまの神かみ〟に仕える命みよう婦ぶ、つまりは神格保有者だったとお聞きします。神格保有者が仕えるほどの方ということは、貴女あなた様も名のある神格保有者だと解かい釈しやくしてもよろしいのでしょうか？」

　深く踏ふみ込むような問いを投げるアルマ。

　飛鳥は少し咎とがめる様な視線を向けたが、金毛の妖狐は気を悪くした様子もなくクスクスと笑うだけにとどめている。

「せやねえ………ウチが何者か、か。飛鳥ちゃんの眼めにはどう見える？」

「わ、私？」

　突然話題を振ふられた飛鳥は己おのれを指さして困こん惑わくした様子を見せる。

　からかわれているのは理解しているが、どの様な反応を見せるかによって相手の対応も変わって来るだろう。

　しかしいくら考えても飛鳥には名前を当てることなど出来はしない。

　どうせ間ま違ちがえるのであれば目め一いつ杯ぱいに格上に間違えてしまうしかない。

　腕うでを組んで三〇秒ほど悩なやんだ飛鳥は、人差し指を立てて大おお真ま面じ目めに答える。

「見事に靡なびく金毛の多た尾び………そして日本の化生を纏まとめるほどの大だい妖よう怪かい………ズバリ貴女は、かの有名な九きゆう尾びの狐きつね・玉たま藻もの前まえではないかしら？」

「あははぶっ殺すで？」

　笑えみのまま怒ど気きを放ち、言こと霊だまで周囲の屛びよう風ぶを三つ裂さいて見せる金毛の妖狐。

　飛鳥は真顔で凍こおり付いた。

　今までの友好的な雰ふん囲い気きを一いつ瞬しゆんで一変させてしまうほどの大型地じ雷らいを踏み抜いてしまったらしいのだが、飛鳥には訂てい正せいできるほどの知識が足りていない。

　大量の冷や汗あせを搔いて硬こう直ちよくする飛鳥を見かねたアルマは、溜ため息いき交じりに一歩前に出た。

「我が主の非礼を御お許ゆるし下さい。差し支つかえ無ければ私の方からお答えさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「ん、ええよ。だけど西洋の山羊やぎっ子にウチの名前がわかるかな？」

「勿論です。〝陰陽寮〟に通じ、〝宇迦之御霊神〟に通じる神格保有者となれば候補は数えるほどしかおりません。御おん身みはかの有名な童どう子じ丸まること〝安あ倍べの晴せい明めい〟の母として知られるお方───命婦〝葛くずの葉は〟様ではないでしょうか？」

　おやや!?　と驚おどろいた様子で両手を叩たたく金毛の妖狐。

　飛鳥もハッと思い出したような顔になって青ざめる。

　葛の葉と言えば〝安倍晴明〟の母として知られており、神体こそ祀まつられていないが、宇迦之御霊神の使いとして広く知られている大おお狐ぎつねだ。

　目に見えるほど上じよう機き嫌げんになったということはアルマは見事に大当たりを引いたらしい。飛鳥が冷や汗を搔き始めると、アルマはキッと厳しい視線で主人を睨にらむ。

（あれだけヒントをあげたのに間違えるとは、一体どういう了りよう見けんなのです。九尾の狐は陰陽師に倒された側！　今お会いしている方は〝陰陽寮〟に属する方だと、遂つい先ほどご説明したではないですかッ！）

（ご、ごめんなさい………！）

　飛鳥は言い返すことが出来ないままドンドン小さくなっていく。

　ゼウスの乳母うばを務め上げたほどの彼女が飛鳥と契けい約やくする上で交かわしたもう一つの条件。それが〝一人前になるまでアルマテイアの教えに従う事〟というものだ。

　知識を与あたえる時、閃ひらめきを与える時に限り、二人は師し弟てい関係になる。

　安倍晴明の母・命婦の〝葛の葉〟については一度勉強したことがあっただけに叱しつ責せきが強くなってしまったのだろう。

　葛の葉は師弟のやり取りに狐耳を立てながら、クスクスと上品に笑って見せた。

「堪かん忍にんな、飛鳥ちゃん。一見さんがみ～んなウチのことを玉藻と間違えるもんやから、少し臍へそ曲げたフリしてみたくなったんよ」

「い、いえ、私の方こそ失礼だったわ。安倍家と玉藻の前が宿敵なのは有名な話だし、私でも知っているもの。息子むすこの宿敵と間違えられたら苛いら立だつのも当然よね」

「わかってくれたらええんよ。………ふふ。飛鳥ちゃん、噂うわさ通り揶揄からかい甲が斐いがありそうな子やね。大事に育てたってな？」

「勿もち論ろんです。それが楽しみで契約を結んだようなものですから」

　グッと握にぎり拳こぶしを作って力説するアルマ。

　散々な言われようだが、今は言い返せる時ではない。

　何時いつか二人にも言い返せるようになってみせると、飛鳥は心の底で強く誓ちかいを立てるのだった。




　　　　＊




「それで話を戻もどしますが………此こ度たびの一件の報ほう酬しゆうとして、葛の葉様には〝陰陽寮〟への取り次ぎをお願いしたく参りました」

「ん～………それはつまり、童子丸に話を通して欲しいということでええの？」

　二人は少し驚いたように顔を見合わせる。

　童子丸とは安倍晴明の幼名のことだ。

「そ、それをして頂けるのなら助かりますが………よろしいのですか？　安倍晴明様は今や〝陰陽寮〟を背負う神格保有者のはず」

「ああ、それもそうやな。本ほん拠きよも持たないお嬢じようさんと童子丸を簡単に会わせたら、あの子の格が安くみられるかもしれん………せやけど飛鳥ちゃんには花街を助けて貰もらったし、リリもお世話になっとるし………」

　うーむ、と思い悩む葛の葉。

　飛鳥とアルマは百太夫の一件を足あし掛がかりに新たな試練を受けるつもりだったので拍ひよう子し抜ぬけしてしまったが、すぐに安倍晴明に会えるというのならそれに越こしたことは無い。

　しかし結論を急ぎ過ぎるのも良くない。

　葛の葉の体調は随ずい分ぶんと悪そうだ。

　此こ処こは日を改めるべきかと飛鳥が思い悩んでいると、葛の葉は名案を思い付いたとばかりに手を叩いた。

「せや、いい事思い付いた！　童子丸に推すい薦せんする理由として、飛鳥ちゃんには北側で三人目の〝階層支配者〟の候補者になってもらおう！」

「はい!?」

「わかりました是ぜ非ひにやらせていただきます」

「ちょっとアルマ!?」

　葛の葉の唐とう突とつな推薦に仰ぎよう天てんする飛鳥とは対照的に、此れ幸いと即そく答とうで頷うなずくアルマ。

　慢まん性せい的に人材不足な〝階層支配者〟だが、箱庭を守る秩ちつ序じよの守護者である以上、推薦されるコミュニティは実力と善性が問われることになる。

　飛鳥の善性は問わずとも伝わっただろうが、その実力についてはまだまだ発展途と上じようだと言わざるを得ない。

「まあ、花街の絡繰り人形に手を焼いてるようじゃちょいと不安やけど………飛鳥ちゃん、南側で大暴れしていた幻げん獣じゆうを退治したり、色んな場所で感謝されとるんやろ？　それに見たところ、飛鳥ちゃんには強いお仲間が沢たく山さんおるみたいやし？　山羊っ子以外にも仲間に恵めぐまれとるんやったら、組織力・総合力では十分やと思うんよ」

「で、でも、それは私の力じゃ………！」

「そうですね。少なくとも私はマスター個人の戦力ではありません。………ですが、ディーンやメルンは違ちがいます。あの者たちはマスターが自力で集めた古参の精せい鋭えい。あの者たちは間違いなくマスターの〝力〟。それらを鑑かんがみれば十分に〝階層支配者フロアマスター〟としての戦せん闘とう能力に達するかと思われます」

「………アルマ」

　厳しい言葉の中に真意を混ぜながら、改めて飛鳥を〝階層支配者〟に強く推おす二人。飛鳥は怖おじ気けづきそうになるものの、此処まで強く推薦されて退ひくほど臆おく病びよう者でもない。

　それに遠い東の地では、親友である春日部耀が一人で〝階層支配者〟の任についている。次に会うときに胸を張って会う為ためにも、飛鳥が此処で〝階層支配者〟の推薦を受けるべきなのかもしれない。

「わ、わかりました。〝階層支配者〟の推薦、謹つつしんでお受けいたします」

「そう来なくっちゃ♪　それじゃ推薦する上で幾いくつか条件が───」




　───斯かくして、久遠飛鳥は〝階層支配者〟として推薦を受け、幾つかの条件を課せられた。

　一つ。日々精しよう進じんし、〝階層支配者〟として相応ふさわしい振る舞まいと実力を身に付けること。

　二つ。太陽主権戦争で一回戦を突とつ破ぱすること。

　この二つが達成した場合に限り、久遠飛鳥を〝階層支配者〟に任命する───と。




　　　　＊




「───とまあ、こういう経緯いきさつがあったのよ」




「「「「「ほほう、なるほどなるほど」」」」」




「っていつの間に人数がこんなに増えていたの!?」

　飛鳥が語っている間に合流した逆廻十六夜と春日部耀の二人は、感かん慨がい深い様子で何度も頷き合っている。

　特に春日部耀は瞳ひとみを輝かがやかせて飛鳥の手を握り、

「おめでとう、飛鳥。これで二人とも〝階層支配者〟だね」

「あ、ありがとう。でも暫しばらくは仮かり免めんみたいな扱あつかいになると思うから、春日部さんにも沢山助けて貰う事になると思うわ」

「大だい丈じよう夫ぶ。その時は全すべての仕事を十六夜にぶん投げてから駆け付けるから！」

「オイこら待てテメェが何処どこの頭首か思い出せ春日部」

「その言葉、そっくりそのままお返しするし。何時までもコミュニティの運営から逃にげられると思わないでよね」

　プイ、とそっぽ向いて臍を曲げる耀。

　そして彼女に同意するように頷く女性陣じん。

　多勢に無勢を悟さとった十六夜は、話を変える様に話題を振ふる。

「ところでお嬢じよう様さまが言っていた〝外界に通じている出資者スポンサー〟っていうのは、もしかしてその〝陰陽寮〟のことなのか？」

「ええ、そうよ。〝陰陽寮〟は表向き明治二年に閉へい鎖さされているけれど、実は日本の秘密組織として活動していたの。十六夜君の時代だと陰おん陽みよう課かと呼ばれる秘密組織が存在しているのではないかしら？」

　十六夜の表情が今までに無いくらい好こう奇きの色に染まっていく。

　日本政府に存在するはずの無い秘密組織・陰陽課。

　字じ面づらだけでも十六夜の好奇心が擽くすぐられる組織だ。それが十六夜の本来の時間軸じくに存在しているとなると尚なお更さらである。

「そりゃあ楽しみだな。もし外界でその組織に会うことがあるのなら、俺も交ぜて欲しいもんだ」

「別に構わないけど、情報は渡わたさないわよ？」

「わかってるわかってる。唯ただの好奇心だよ。───さ、次の紅茶が来た。冷めないうちにいただこうや」

　ガシャンガシャン！　と、音を立てながら歩いてくるランタンたち。

「ランターン♪」という掛かけ声と共に紅茶が注がれると、五人はこの三年間でどの様な事件が起こり、どの様な勇名を立てたのかを語り合う。

　その後は数日間、十六夜、黒ウサギ、飛鳥、耀の順番でコミュニティの運営・用事と休きゆう暇かを交こう互ごに取り合い、三年ぶりの親しん睦ぼくを深め合う。

　一週間ほど滞たい在ざいしたのち、飛鳥と十六夜は〝ノーネーム〟を後にした。
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　そして外界───〝エヴリシングカンパニー〟第二ビル前。

　鈍にび色いろの雨雲と肌はだに纏まとわりつく風が印象的な、嵐あらしの夜の事だった。

　轟ごう々ごうと吹ふき荒あれる横よこ薙なぎの風は街の看板を横転させ、綺き麗れいに整備された花か壇だんをレンガで押し潰つぶしていってしまう。雨風に晒さらされて全身を濡ぬらしながら現れた人ひと影かげ───陰おん陽みよう課かの男性二人は、目的地である〝エヴリシングカンパニー〟第二ビルを確かく認にんすると、フロントの受付嬢に名前を名乗った。

「失礼。警視庁から来た角つの田だ彰しよう吾ご、及および土つち御み門かど信のぶ平ひらと言います。久く藤どう彩あや鳥とお嬢さんに呼び出されて来たんですが、どちらに向かえばよろしいですか？」

「彩鳥お嬢様───はい、伺うかがっております。一五階の応接間までお越し願いますか？」

　エレベーターまで案内された二人の男性は、一息ついたように大きく息を吐はく。

「いやあ、酷ひどい雨でしたね」

「全くだ。彩鳥お嬢様と釈とく天てるの呼び出しでなければ絶対に拒きよ否ひしていたんだがな」

「そうそう、それが気になっていたんですよ！　〝エヴリシングカンパニー〟のお嬢様はともかくとして、その釈天って男は何者なんですか？　オカルト事件専門の陰陽課うちに直通で連れん絡らく出来る奴やつなんてそう多くは無いでしょうに」

　若い方の刑けい事じ───陰陽課の土御門信平は、先せん輩ぱいである角田彰吾に問いかける。

　角田彰吾は頭を搔かきながらどう説明したものかと考え悩なやむ。

「そうさな………お前は〝護法十二天〟って組織を聞いたことあるか？」

「護法十二天っていうと、噂うわさのフリーエージェント会社ですか？」

「そうだ。ふざけた名めい称しようの組織だが、日本の内外に顔の利きく少数精鋭の組織でな。何を隠かくそうこの陰陽課を一四〇年ぶりに復活させることになったのは彼らに原因があるらしい」

　土御門信平は上司の角田彰吾の説明に思わず顔を顰しかめた。

「………そりゃ凄すごいっすね。それって俺の師し匠しように再建を命じた人物ってことでしょ？」

「そういう事になる。民間組織を装っているが、所属メンバーは絶対に人間では無い。釈天に至っては名のある神しん霊れいか神の化身アバターだろうと思っている。今日会う奴らも絶対に碌ろくなもんじゃねえ」

　濡れた鞄かばんから資料を取り出す角田彰吾。

　土御門信平はピンと来ない様子で頭を搔き、カラ笑いを浮うかべた。

「本物の修しゆ羅ら神仏、か。───まあ、俺にとっちゃ今いま更さらですけどね。師匠も大たい概がいな怪かい物ぶつでしたが、俺をこの世界に引っ張り込んだ二人もとんでもない怪物たちでしたから」

「流石さすがに肝きもが据すわってるな。陰陽課唯ゆい一いつの実働部隊は言うことが違う」

「何言ってんすか。実働部隊なんて形だけで、俺が一人で日本中をドサ回りさせられているだけじゃないっすか」

　口元をヒクつかせながら皮肉たっぷりに愚ぐ痴ちる。

　一応の上司は角田彰吾ということになるのだが、現場での指揮や活動については全面的に土御門信平が受け持っている。定年退職を目前にした角田彰吾は若すぎる土御門信平のお世話役として同行しているというわけだ。

「フン。お前と出会ってなきゃオカルトが実在するなんていう知りたくもない真実に直面することも無かったんだがな。おかげで今でも夜は女によう房ぼうの手を離はなすことが出来やしねえ」

「カッー！　相変わらずラブラブっすね、腹立たしい！　コッチは高校卒業してから猛もう勉べん強きようと地じ獄ごくの修しゆ業ぎようで女っ気なんて全くなかったっていうのに！　クソ、俺だって高校の時にあんな連中と出会わなければ………！」

　ギリギリと歯ぎしりをする土御門信平。

　エレベーターが一五階に到とう着ちやくしたのは、丁度その時だった。

　受付嬢じように応接間へ通された角田彰吾は、煙草たばこに火を点つけながら好奇の目を向ける。

「前々から聞きたかったんだがよ。お前を陰陽課に巻き込んだ原因ってのは、何処の誰だれの事なんだ？」

「あれ、角田さんにも言ってませんでしたっけ？」

「聞いてねえ。男だったり女だったりするから二人以上いるのは間ま違ちがいないと思うんだが………相手は人間なのか？」

「人間っすよ。人間以上ですが、間違いなく人間です」

　其そ処こだけはハッキリと即そく答とうする土御門信平。

　煙草に火を点けた彼は、思い出すのも恐おそろしいとばかりに身み震ぶるいして見せる。大きなため息と共に煙けむりを吐き出した彼は、宿敵を思い出すかの様にその名を口にする。




「───逆さか廻まき十六夜いざよいと、金糸雀カナリアさん。それが俺をこの業界に巻き込んだ人間の名です」




「はい？」

「まあ要するに、高校時代の後こう輩はいなんですよ、逆廻十六夜って奴が！　逆廻と出会ってさえなければ金糸雀さんに出会うことも無かったし、金糸雀さんに出会わなければ師匠に出会うことも無かった！　つまり逆廻の野や郎ろうがこの業界に俺を引きずり込んだ張本人と言っても過言ではないんすよ!!　ふざけんじゃねえよ逆廻の野郎ッ[image: !!!]」

　と、鬼おにの形相になりながら有りっ丈たけの怨えん嗟さを込めて叫さけぶ土御門信平。

　如何どうやら彼は今の惨さん状じようの原因が全て逆廻十六夜にあると思っているらしい。

　角田彰吾はパチパチと瞳を瞬またたかせて考える素そ振ぶりをみせつつ、改めて土御門信平に問いかける。

「逆廻十六夜か………こりゃ何かの偶ぐう然ぜんなのか？」

「は？」

「ああいや、コッチの話だ。丁度待ち時間があるわけだし、良かったら少し話を聞かせてくれよ。その逆廻十六夜って奴と、金糸雀って女の話をよ」

「別に構わないですけど、そんなに面おも白しろい話でも無いですよ？」

「んなわけあるか。陰陽課で唯一の実働部隊をコッチの道に落とした男女の話だ。面白いに決まってるじゃねえか」

　ニヤニヤと笑いながら先を促うながす角田彰吾。

　土御門信平はイラッと青筋を立てて見せたが、すぐに落ち着きを取り戻もどして煙草の火を消す。

　何せ高校時代の話だ。思い出せと言われても時間がかかるのは仕方がない。

　ソファの背せ凭もたれに身を預けた彼は生しよう涯がいの宿敵───逆廻十六夜について語り始めた。
















　───六年前の春。

　俺が通っていた学校には、逆廻十六夜とかいう怪物みたいな後輩がいた。

　此これがまあ、珍ちん妙みような新入生ということで一時期評判になったのだ。




　曰いわく、新年早々に飛び込みで編入試験を満点でクリアしたとか。

　曰く、そのくせ学校には中々姿を見せないだとか。

　曰く、遭そう遇ぐう確率はツチノコ並みだ、とか。




　目立ちすぎる新入生を疎うとましいと思う上級生なんていうのは何処どこの学校にもいるもので、俺や俺の取り巻きも例に漏もれずその類たぐいだった。

　何せコチトラ華はなの最上級生。

　鬱うつ陶とうしい上に馬ば鹿かの集まりだった先輩方が丸々っと抜ぬけてくれたおかげで、これから一年間はやりたい放題。

　なのに話題を新入生にかっぱらわれちまうなんて見み逃のがせるわけがないだろ？

　だから放課後に呼び出したのさ。

　此れからも安全に学校へ登校したいなら、黙だまって校舎裏に来いってな。




　………。

　……………。

　………………。




　今にして思えば、アレが全すべての災難の始まりだった。

　ツチノコ？　雪男？　秋田のナマハゲ？　大おお江えの南なん蛮ばん鬼き？

　いやいや、あの野郎の恐ろしさを生身で味わった人間からしてみればそういう架か空くうの生物の方がまだ可愛かわいげがある。何せどんなに恐ろしくても無害だからな。

　しかしあの野郎───逆廻十六夜は違ちがった。

　俺たちが呼び出したクソ生意気な新入生は嬉き々きとして俺たちの挑ちよう発はつに乗り、サッカーボールでも蹴けるような軽い仕草で学校の壁かべを蹴り抜きやがった。

　その一発で俺のツレは腰こしを抜かし、俺はその蹴りが手加減されたものだと悟さとって震ふるえ上がった。………まあ、今思い出しても不可解な一発だったわけだが。




　一年坊ぼう主ずにからかわれた俺たちは怒いかり心頭になったわけだけども、コンクリを一蹴りでぶち抜く様な化け物を相手に喧けん嘩かを売るほど俺は馬鹿じゃない。

　足先にダイナマイトでもつけてるんじゃないかと錯さつ覚かくしかねない蹴り技わざを見てビビらない人間がいたら是ぜ非ひとも俺の前に連れてきて欲しい。

　少なくとも俺以外の奴やつはチビってた。

　周りからはお山やまの大将と思われているかもしれないが、俺だって伊達だてに学校のトップを張っていたわけじゃねえ。本当にヤバい奴と手を出しちゃいけない奴くらいは分かる。

　正に触さわらぬ神に祟たたりなし。

　本人が積極的に俺らと絡からむことを望んでない以上、互たがいに棲すみ分けして生活していくのがベストな選せん択たくだ。

　不良同士の派は閥ばつ争いなんて古風なものは二年も前に決着がついて最近は穏おだやかなもんだ。卒業するまでは穏やかに暮らしたい俺としては、あんなダイナマイト小こ僧ぞうなんぞにかまけている時間はない。

　アレは一度でも火が点いたら最後、野原一面を焼き払はらわなければ気が済まない類の人間だ。

　俺の不良としての危機管理能力がそう訴うつたえてやまなかった。

　結果として俺の直感は後々になって証明されたわけだが………




　………この時は、まだわかっていなかった。

　逆廻十六夜という男が、ダイナマイトなんぞよりよっぽど危険な男だということを。




　　　　＊




　───事件が起きたのは、それから三日後のことだった。

　よくつるんでる二年生の後輩───篠ささ原はら辰たつ也やの所在が分からなくなったと聞いた俺は、ソイツの同級生から良からぬ噂うわさを聞いた。

「辰也？　アイツなら昨日、一年坊主に気に食わねえ奴がいるって愚ぐ痴ちり倒たおしてましたよ」




　………。

　……………。

　………………、マジか。




　俺は思わず頭を抱かかえた。

　絶対に手を出すなとあれほど口を酸すっぱくして言ったのに、三日と経たたずに手を出したのか。

「まあ、アイツ馬鹿っすからね。出席日数ギリギリまでバイト入れてるらしいっすけど、金貸してくれたこと一度もねえし。きっと馬鹿みたいな事に使い込んでるんですよ。馬鹿だから。何時いつも金欠のくせして、カツアゲするときも他校でツッパッてる同じような馬鹿しか狙ねらわねえし。お前は山さん賊ぞくかっての。………ああ、そうそう。金で思い出しましたけど、何だか割のいいバイトを見つけたって言ってましたよ」

　バイト？

「はい。地図の写真とＵＳＢを持ち運ぶだけの簡単なバイトだって言ってました。ＯＢの哀あい川かわさんにお願いされたとか」

　ＯＢの哀川さん───その名前を聞いた俺は、痛つう烈れつに舌打ちした。

　哀川さんと言えば暴ぼう力りよく沙ざ汰たで一昨年おととし中退した先せん輩ぱいの一人だ。今は本物のヤクザと付き合いもあるとかいう危険な人だと聞いている。

　行方ゆくえが分からなくなったことに事件性があるとしたら、例の一年坊主より哀川さんの持ち込んだ厄やつ介かいごとに巻き込まれた可能性の方が高い。

　ちなみに辰也が持っていたその写真、どんな写真かわかるか？

「はい。写メで送ってもらいましたから。送りましょうか？」

　頼たのむ。

　………ってか辰也の奴、そんな危ないものを知人にバラ撒まいたのか。

「あはは～アイツマジもんの馬鹿っすからね。目を離はなした隙すきに死んでてもおかしくないっすよ」

　違いない。

　取り敢あえず哀川さんの前に例の一年坊主の方から当たってみるわ。




　　　　＊




　………とはいえ、本当なら関わり合いになんてなりたくない相手だ。

　登下校する日程が不ふ明めい瞭りようなのもいただけない。

　何せ相手はツチノコだからな。

　本当なら家の前で待ち伏ぶせするのがベターなんだが、あの手のタイプは家まで押しかけられると必要以上にぶち切れる可能性がある。

　会うのであれば偶ぐう然ぜんを装うのが好ましい。

　噂では、一年坊主がよく通っているという養護施し設せつがあるという。

　その養護施設の近くで待ち伏せするのが最も効率的───




「───なんだ。また来たのか、お前」




　突とつ然ぜん声を掛かけられた俺は、大声を上げて飛びのいた。

　まさかこんなに早く見つかるとは思っていなかったからだ。

　養護施設の近くにあるコンビニで腰を下ろした途と端たんに声を掛けられるとは、俺の悪運も捨てたもんじゃない。

　例の一年坊主───逆廻十六夜は、スーパーの袋ふくろに大量の商品を詰つめ込んでそこに立っていた。

　何十人前ものカレールーが詰め込まれた袋が実に印象的だ。

「悪いけど、今日は相手してやる時間はねえぞ。カレーの日にはホームに帰るっていう約束なんでな」

　………ホーム？

「そこの養護施設。俺の実家みたいなもんでね。………その様子だと、俺の住居を知っていた感じでもなさそうだな」

　訝いぶかるような視線を向ける逆廻十六夜。如何どうやら俺がこのコンビニに偶然来たものと思ったらしい。

　まあ、そりゃそうだろう。

　俺だって妹から聞くまではコイツが養護施設出身だなんて思っていなかった。………如何やら、意外に苦労しているらしい。

　回りくどい真似まねが嫌きらいな俺は、辰也が居なくなったということと、辰也がバイトで手に入れた地図を見せる事にした。

　逆廻に地図を見せると、今までの表情を一変させて興味深そうに覗のぞき込んできた。その様子はまるで獲え物ものでも見つけた猫ねこのようだ。

　………いや、そんな可愛いもんじゃないな。

　猫というよりは、獅し子しや虎とらのような猛もう獣じゆうが新しい玩具おもちやを見つけてどうやって壊こわそうかと思案している、とでも言った方が的確だろう。

　二分ほど地図と睨にらめっこをしていた逆廻だったが、ふと何かに気が付いたように口角を上げた。

「ああ、思い出した。この島、インド洋の無人島だ」

　インド洋？

「形が変わっていて分かりにくかったが間ま違ちがいない。近きん隣りんの孤こ島とうにも見覚えがある。………でもおかしいな。俺の記き憶おくが正しければ、この無人島は何の資源もない孤島のはずだ。この写真を持っていたのがＯＢのチンピラなのか？」

　間違いない。最近になってこの辺りに帰って来たらしく、危険な商売に巻き込まれたウチの学生も少なくない。

　俺の周りの奴にも哀川さんには近づくなと言っておいたんだが………

「………へえ？」

　………？

　何だよ、その顔。

「いや、意外に番長らしいことしてるんだなって感心してた。俺に突つっかかってきた時は珍めずらしくもないお山の大将かと思っていたんだけどな」

　逆廻はそう言うと、初めて俺の目を真正面から見た。

　如何やらこの瞬しゆん間かんまで俺は会話する価値のある人間として見られてなかったらしい。

　他ほかの一年坊主が言ったのなら一発殴なぐるところだが、この男に拳こぶしを振ふり上げても返り討うちに遭あうのが関の山である。

　俺は逆廻の言葉をスルーして結論を求める。

　要するに、如何いう事なんだ？

　まさか麻ま薬やくとか絡んでいるのか？

「いや、運ばされたのが地図とＵＳＢなら麻薬や拳けん銃じゆうといった密売品ということはないだろう。おそらく何かの情報なんだろうが、相手は日本のヤクザじゃないな。俺の考えているような物なら学生に運ばせるような代しろ物ものじゃない。取引先にも何らかのトラブルがあって止やむに止まれずといったところだろう。………もしかしたら、その哀川ってチンピラも中身が何なのか分かっていないのかもしれない」

　………。

　お前は、辰也の行方を知っているのか？

　それとも、推理しているのか？

「そんな大おお仰ぎようなもんじゃねえよ。ただ暇ひまつぶしにはなりそうだからな。荷物を置いたらもう少し付き合ってやる。捜さがす当てがないならホームの応接間で待ってな」

　そう言って手招きする生意気な一年坊ぼう主ず。

　胡う散さん臭くさいことこの上なかったが、捜す当てがないのも事実だ。

　この写真一枚で辰也に辿たどり着けるというのならやって見せてもらおうじゃねえか。




　　　　＊




　………なんて息巻いていたのもこの時までだった。

　俺はこの後、思い知ることになる。

　このカナリアファミリーホームという養護施設には───逆廻十六夜という怪かい物ぶつの他にもまだ、とんでもない怪物がいるということを。




　　　　＊




　カナリアファミリーホームの門の前まで来た俺は、理由もなく震ふるえる背筋を必死に抑おさえていた。

　白しろ塗ぬりの外がい壁へき、横よこ滑すべりの鉄の門。

　学校の半分ほどもあるその施し設せつには、百人以上もの少年少女が住んでいる。

　引き取り手のない少年少女が行きつく施設だと聞いていた俺は、悲ひ愴そう感の漂ただよう少年少女が出てきても負けねえように最強の笑え顔がおで討ち入ると、




「イザ兄だ!!　イザ兄が帰ってきたぞ!!」

「みなのもの、であえであえ!!」

「カレールーを奪うばうのだ!!」




　ドドドドドドド[image: !!!]　と地鳴りのような音と共に走ってくるチビッ子たち。

　ウリボウの群れにでも出くわしたのではないかと錯さつ覚かくした俺は思わず跳とび下がった。

　しかし凶きよう暴ぼう化したチビッ子たちは俺になど目もくれず逆廻十六夜───もといカレールーに飛び掛かる。

　逆廻は暴走するチビッ子たちを無視してスタスタと歩き出すが、チビッ子たちもスーパーの袋を手放しはしない。

　その結果、床ゆかをズルズルと逆廻に引きずられる少年少女の絵が出来上がった。

（………いや、ちょっと待て。何十人引きずるつもりだ？）

　両りよう腕うでと背中と頭とスーパーの袋に絡からみつく少年少女の合計は軽く三〇人はいる。

　どう見ても人間が引き連れる限界重量を超こえているし、スーパーの袋が破れないのも不可解だ。

「おい、何をぼさっとしてる。応接間はもう少し先だ。荷物を置いてガキ共を振り払はらったらすぐに向かうからソッチで待ってろ」

「ええー!?　今日は遊んでくれる日じゃないの!?」

「カレーの日は何時いつも遊んでくれるじゃん!!」

「何時もみたいにお手玉してよ！　ただしボールは俺な！」

「っていうか誰だれあの無ぶ精しようひげ!!」

　ガルルル、と俺を睨んで怒おこるチビッ子たち。

　ガキ相手に拳を振るうことを嫌う俺だが、相手が三〇人オーバーとなると話は別だ。

　素す手でならプロレスごっこで遊んでやるのも吝やぶさかではないが、小道具箱からスパナやバールのようなものまで取り出して武装している三〇人の悪ガキが相手となると本気で命に関かかわる。

　ったく、誰が教育してんだ。俺だって光り物なんて使ったことないのに。

　逆廻が教育してんのか？　なら納なつ得とくだ、後で先せん輩ぱいとして説教してやる。




「───あ、そうだイザ兄。今日は丑うし松まつオジサンの奥さんも来てるよ」

「爺じいさんの愛人？　誰のことだ？」

「違ちがうよ、奥さんだよ。『アイジンはその他大勢、本妻は唯ゆい一いつ無二。ちゃんと覚えときや』ってすんごい美人のお姉さんが言ってたもん」

　ああ？　と不可解そうな声を漏もらす逆廻。

　丑松という名前には俺も聞き覚えがある。確か近隣でも有名な資産家の名前だ。

　如何やらこのカナリアファミリーホームは丑松というご老公の出資によって成り立っているようだ。

　出資者の関係者を待たせてしまえば施設の今後に関わるかもしれない。

　………しかたない。

　カレールー半分持ってやるから、何処どこに運べばいいか教えろ。

　そしてさっさと応接間に行くぞ。




　　　　＊




　調理室から出てきた逆廻はガキ共を「しゃらくせえ」の一蹴けりで吹ふき飛ばした後、応接間に向かい始めた。

　如何して俺まで応接間に向かっているのかって？

　そんなもん、噂うわさの『すんごい美人』とやらを拝むために決まってる。辰也の行方ゆくえについてはその後でも十分に間に合うからな。

　期待半分、冷やかし半分で応接間の前に立つ。




　………。

　……………。

　………………。




　………今度こそ、俺は後こう悔かいした。

　俺は応接間に来る前に逆廻に辰也のことを聞いて、さっさと助けに行くべきだった。

　応接間の前に立っただけで吐はき気と震えが止まらない。生しよう涯がい二度目の死の悪お寒かんに脳のう味み噌そが縦たて揺ゆれを起こして眩暈めまいを誘ゆう発はつする。

　俺はこんな場所に来るべきではなかった。

　応接間の扉とびらなど開くべきではなかった。




　今すぐにでも施設の少年少女の手を引いて逃にげ出さなければならないのに。

　逆廻十六夜は何も気づかないまま扉を開け放ち、その怪物の前に立ちやがったのだ。




　　　　＊




　逆廻十六夜が扉を開くと、その先には二人の大人の女性が腰こしかけていた。

　一人はショートカットの金きん髪ぱつと人ひと懐なつっこい笑え顔がおが特とく徴ちよう的な女性。

　逆廻と俺に気が付いたその女性は笑みを浮うかべて手を振っている。

　その女性に気が付いた逆廻は、これ以上ないくらい面めん倒どうくさそうな顔をした。

「おい、金糸雀。退院は来週じゃなかったのか？　それともまた抜ぬけ出してきたのか？」

「ホームが愛いとしくて早期退院しちゃった。今回は院長の許可は取ってるわよ？」

「当たり前だ馬ば鹿か。次倒たおれたら運んでやらねえからな」

　ぶっきら棒に言いながら腰に手を当てる逆廻。

　目上の人に対して随ずい分ぶんと失礼な物言いだが、金糸雀と呼ばれた女性は不快そうな顔をすることもなくニヤニヤして肩かたを竦すくめた。

　勝手知ったる間あいだ柄がらなのだろう。

　逆廻はまだ何か言おうとしたが、もう一人の女性の存在に気が付いて視線を移す。

「………んで、そっちのアンタが丑松の爺さんの本妻か？」

「せやで。そういう君は噂の十六夜少年かいな？」

　ド派手な蝶ちよう々ちようの柄がらが入ったコートを着込み、火の点ついていない煙管キセルを指で弄いじる黒くろ髪かみの美女。恐おそらく少年少女たちが口にしていたすんごい美人というのはこの女性のことだろう。肩から胸むな元もとにかけての美しいボディラインが実に艶なまめかしく、普ふ通つうの高校生ならば視線に困って思わず目が泳いでいただろう。

　イントネーションが少し変な関西弁の発音から察するに日本生まれの日本育ちというわけではなさそうだ。もしかしたら誰かに教わった日本語が関西弁だったのかもしれない。

　彼女の笑顔は友好的な色が濃こく出ているものの、瞳ひとみの奥には逆廻を値ね踏ぶみしようという感情が見て取れる。

「ふぅん………丑松の爺さんが結けつ婚こんしているなんて聞いたことないが………」

「ウチの人ったら偏へん屈くつ極きわまっとるからなあ。籍せきを入れてはいるけれど、公おおやけにするのは嫌いやみたいなんや。なんでやろね？」

「そりゃアンタ、嫁よめの有う無むを公にしちまったら好き勝手できなく、」

「十六夜君。それ以上はいけないわ」

　クスクスと笑いながら逆廻を止める金糸雀。

　逆廻は肩を竦めて会話を切り上げた。

「まあいい。丑松の爺さんはホームの出資者じゃ最大手だからな。今日のところは歓かん迎げいするぜ」

「うんうん、素す直なおでよろしい。まあ今日は顔見せに来ただけやから、お茶したらすぐに………ん？」

　丑松夫人はふと俺の方を見ると、不思議そうに首を傾かしげた。

「………そちらの少年はどうしたんや？　顔が真っ青やで？」

「っ………！」

　心配そうに視線を向けられて、思わず目を逸そらしてしまう。

　けど今まで直視していたのは丑松夫人の顔ではない。俺が凝ぎよう視ししていたのは、彼女の頭上にある───在ってはならないモノを凝視していただけだ。

　逆廻も気が付いていたのかと思っていたが、そういう素そ振ぶりは全く見られない。まさかアレだけの膂りよ力りよくを持ちながら、この男、コッチ側じゃないのか。

　俺の実家でも此こ処こまでの霊れい格かくの化け生しようは見たことがない。というか、こんなモノが現うつし世よに顕けん現げんしているなんて在りえない。常人なら同じ空気を吸うことだって出来ないはずだ。

　全身から冷や汗あせを流し奥歯を震ふるわせながら、もう一度丑松夫人の頭上を見る。

　丑松夫人の艶つややかな髪かみを分ける様に聳そびえるソレは───見み間ま違ちがいようがないほど凶きよう悪あくな、鬼き神しんの角だった。

（信じられねえ………!!　俺の実家を守護する鬼おにと比べても霊格が三桁けたは違う！　正しよう真しん正しよう銘めい、本物の鬼神じゃねえか………[image: !!!]）

　俺の実家───土御門家は、古い陰おん陽みよう師じの家系だ。

　政府が明治二年に〝陰おん陽みよう寮りよう〟を閉とざしてからも国家公こう認にんの陰陽師として活動を続けており、大きな災さい厄やくを事前に察知して警告するという役割を持っている。

　しかし世に出ている伝奇小説ほどの力は既すでに土御門家には残っておらず、伝統行事として年に一度の祈き禱とうを行う程度の仕事しか与あたえられていない。

　そう───少なくとも、俺と俺の妹が生まれるまでは。




「………ん？　まさか少年、ウチの角コレが見えとるんか？　正直に言ってみ？」

「───ッ、ァ………!!」

　投げかけられた言こと霊だまに刹せつ那なにして縛しばられる。

　一いつ瞬しゆんでも抵てい抗こうできたのは奇き跡せきとしか言いようがない。

　前まえ髪がみを触さわる仕草を見せて告げる丑松夫人だが、実際に触っているのは彼女の角の方だ。

　もしも見えているなんて答えようものならば、どんな目に遭あわされるかわかったものではない。

　俺が必死に抵抗していると、すぐに金糸雀という女性が俺たちの間に割って入り、パン!!　と大きく手を叩たたいて見せた。

「そうだ、十六夜君。もしよかったら丑松夫人にカナリアファミリーホームの案内をお願いできないかしら？」

「あん？　どうして俺が、」

「お願い。如何どうやらそっちの少年には丑松夫人の服装は刺し激げき的だったみたい。彼女は元々十六夜君に会いに来たらしいから、少しお話ししてあげて」

　ね？　と両手を合わせてウインクする金糸雀という女性。

　逆廻は仕方なさそうに丑松夫人を連れて部屋を出ていく。

　その際、丑松夫人は俺の耳元でこう囁ささやいた。

「君───美味おいしそうな眼め玉だましとるね」

「───っ……[image: !!!]」

　全身から溢あふれ出る冷や汗と脂あぶら汗あせ。

　気を失わなかったのが不思議でならない。臓ぞう腑ふを搔かき乱されるような恐きよう怖ふ心に必死に抗あらがった俺は、後ろで扉が閉まると同時に膝ひざから頽くずおれる。

　そんな俺に、金糸雀という女性が慌あわてて駆かけ寄ってきた。

「驚おどろかせてごめんなさい。まさか姐あねさんの人化の術を見破れる人間がいるなんて思わなかったの」

「じゃ、じゃあ、やっぱり貴女あなたにも見えて………？」

「当然。だけど安心して。私の眼めの届く範はん囲いじゃ悪いことはしないっていう契けい約やくだから。君に危害を加える様な事は絶対にさせない」

　君の安全を保障する。

　何の根こん拠きよもない言葉のはずなのに、その言葉だけで俺の全身に血が通い始めた気がした。本能的にこの女性は信しん頼らいできると察した俺は、手を引かれる様にソファへと運ばれる。

　御お茶ちやを出された俺は、俺の身の上と此処に来た経緯いきさつを全すべて話すことにした。




　　　　＊




「は～、これはまた奇き縁えんね。まさか土御門家の子孫と十六夜君が知り合いだなんて。世の中広いようでやっぱり狭せまいのねえ」

　ズズズ、とお茶を啜すすりながらしみじみと頷うなずく金糸雀さん。

「そして土御門家に纏まつわる霊障の相談なのかと思ったら、友人の失しつ踪そう絡がらみの相談でしたか。予想を裏切られたのは久しぶりだわ」

　何故なぜか楽しそうに辰也から送られてきた写真を覗のぞき込む金糸雀さん。

　霊障って、やっぱり俺のこの霊れい視し能力の事なんでしょうか？

「それもあるかな。土御門家ってほら、安倍晴明に所縁ゆかりのある由ゆい緒しよ正ただしい陰陽師の家系でしょう？　そういう特別な血筋を持った人間が、君みたいに隔かく世せい遺伝やら何やらで目覚め始めているのよ。覚かく醒せい者とも呼ばれているけれどね」

　は、はあ。

　何だかライトノベルみたいな話ですね。

「あはは、確かに。だけど君の才能は中々に目を見張るものがあるわ。姐さんの角を一目で看破するなんて並の術師には不可能だもの」

　いやあ、そんなモノ褒ほめられても嬉うれしくないです。

　見えたところで対処法がわからないんじゃ、見えるだけ損ってもんじゃないですか。

「それもそうよね。だから今回はそういう見えている物に対する相談なのかと思ったんだけど………さて、困ったわ。君が持ってきたこの写真、間ま違ちがいなく海外マフィアのものよ。霊障の類たぐいじゃないわね」

　金糸雀さんの言葉で一気に血の気が下がる。

　霊障の類ならば彼女に任せられるかもしれないと楽観視していたからだ。

　しかし彼女は如何してこの写真一枚から海外マフィアに辿たどり着いたのだろう？

「ん～それを説明するにはまず、ちょっとした知識が必要になるわね。此これはお試ためしクイズゲームなんだけど───現在〝世界で最も量を求められて消費されている資源〟が何か、君は知っている？」

〝世界で最も量を求められて消費されている資源〟───はて、どれの事だろう。

　レアメタルは消費量そのものはそこまで大きくないし、金や銀といった貴金属も求められては居ても消費量は其そ処こまでではない。

　水は消費というよりは姿を変えて様々な形で世界を回っている資源のはずだ。

　となるとやはり一番消費量が大きいのは───木材、だろうか？

「ふふ、残念ハズレ。正解はもっと身近にある物───〝砂〟という資源よ」

　す、砂!?

「そう、砂。だけど一ひと粒つぶ一粒に価値があるわけじゃないの。何百トン、何千トン、何万トンという膨ぼう大だいな量を、高度経済成長期を迎むかえた国々が買い求めているのよ」

　だ、だけど砂なんて何処どこにでもある物を如何してそんな大量に買い込むんですか？

「あら、何処にでもあるなんていうのは偏へん見けんよ。大量の砂を手に入れるには国土を削けずる必要があるし、時には島を削り潰つぶして地図を書き換かえる者もいるわ。逆に大量の砂を手に入れれば国の領海を埋うめ立てて領地を広げることが出来るし、加工してコンクリートを大量生産すれば巨きよ大だいなビルディングを幾いくつも造り出すことも出来る。近年に高度経済成長期を迎えた国々は国外から砂を持ち込んでくれる〝砂マフィア〟から大量の砂を購こう入にゆうしているのよ」

　………マジですか。

「マジよ。明るみに出てきたのは本当に最近のことだけどね」

　アレ、でも他ほかの国から大量の砂を運び出したりしたら、その国の領地が減ってしまうのでは？

「その通りよ。つまり限りなく合法に近い、領地の強ごう奪だつというわけね。この写真の孤こ島とうは砂マフィアが削り潰している一枚。ＵＳＢには何処に運ぶのかが記き載さいされていたのかもしれないわね」

　想像していたよりもスケールの大きい窃せつ盗とう事件に、俺は思わず目を回してしまった。国が管理していない孤島郡というのは世界に幾らでも存在している。

　その孤島を秘ひ密みつ裏りに磨すり潰して他国に売っていたなど、唯ただの学生が知っているはずがない。

「まあ、取引相手が日本の企き業ぎようというのは私も不思議に思っているわ。山さん岳がく地帯が多い日本にはまだまだ切り崩せるだけの地域があるわけだし。日本企業が誰だれにも把は握あくされたくない未知の巨きよ大だい施し設せつでも作っているなら話は別だけどね」

　な、なるほど………それで、辰也が何処にいるのかは分かりますか？

「いやあ、もう殺されてるんじゃない？」

「っ………[image: !!?]」

「だってこの写真をバラまいちゃったんでしょ？　マフィア側からしたら絶対に知られたくない情報を不特定多数にバラまかれちゃったわけだし、報復の為ために殺している可能性が高いとは思わない？」

　あっけらかんと死を口にする金糸雀さんを、俺は憤ふん怒ぬの形相で睨にらみつける。

　だが言っていることは至し極ごく当然のことだ。攫さらった連中が辰也を生かしておく理由がない。これ以上動けば、俺や他の仲間たちにまで危害が及およぶかもしれない。

「そういうこと。君についてはまあ、十六夜君が守ってくれるとは思うけど………それ以外の子については保証しかねるな。写真見ちゃってるし。だから此こ処こで手を引くのが無難なんじゃない？　それともその辰也っていう子は、君が命を懸かけるくらいに大切な友人なの？」




　………。

　…………。

　……………。




　辰也は………

　辰也は、馬ば鹿かなやつなんです。




「うん。それで？」

　六人兄弟の長男坊ぼうで、家計を支えるために必死でアルバイトをして、俺たちと遊ぶ時間を潰してまで他の五人兄弟の面めん倒どうを見てる奴やつなんです。

　カツアゲにしたって売られた喧けん嘩かを買ってるだけだし、それ以外の普ふ通つうの学生から略りやく奪だつしたことなんて一度も無いんです。周りの仲間も「辰也は馬鹿だ」「家族の為にばっかり金を使ってる」「もっと俺たちと遊べよ馬鹿」とか憎にくまれ口を叩きながら、アイツのことを放ほうっておけない奴らばかりなんです。

　今だって………今だって、俺以外の奴も、辰也の行方ゆくえを捜さがして走り回っているんです。

「………そっか。それで、君はどうする？」

　金糸雀さんはさっきこう言いました。

『写真をバラまいていたことで報復された』、『写真をバラ撒まかれた俺たちも危ない』と。

　しかし俺は勿もち論ろんのこと、俺の仲間たちが失しつ踪そうしたり危害を加えられたという話はまだ何も入ってきていません。

　つまり奴らは辰也からまだ俺たちのことを聞き出せていないという事になりませんか？

　そして辰也が口を割るまでは、辰也が生かされている可能性もあるのでは？

「………。ふふ、それはどうかな？　とっくに口を割らされて始末されているかもよ？」




　辰也は仲間を売るような奴じゃないッ[image: !!!]




「───それ、保証できる？」

　勿論だと、俺は力強く頷いた。

　すると金糸雀さんは今までの厳しい表情を一転させて踵きびすを返し、コートに手をかけてウインクをして見せた。

「いいでしょう。其処まで言うのなら助けてあげるのも吝やぶさかじゃないわ」

　ほ、本当ですか!?

「勿論。但ただし幾つか条件をつけさせてもらうけどいいかしら？」

　はい！

　俺に出来ることがあったら何でも言ってください！

「あらあら、『何でもします』なんて気軽に安やす請うけ合いしちゃだめよ。特に裏側の人間に対してはね」

　クスクスと笑いながら俺を窘たしなめる金糸雀さん。

　俺は恥はずかしくなって頭を搔きながら頷くしかない。

「じゃあ、先まず一つ目。君は君の力を使いこなすために、ある人に弟で子し入りしていただきます。此れは君が患わずらっている霊れい障しようを抑おさえる為でもあるし、君自身の安全の為でもあるわ」

　え………良いんですか？

　俺としては願ったり叶かなったりですけども。

「ふふ、今のは前提条件。私の本当のお願いはね。何時いつか十六夜君が本当に困った時に、少しだけ力を貸してあげて欲しいの」

　逆廻に、ですか。

　いやでも俺なんかが逆廻の力になる機会なんてあるんでしょうか？

　アイツは頭も回るし、力もある。足を引っ張るなんてことも考えられます。

「そうなったらそうなった時よ。本当は私が力を貸してあげたいのだけど、あの子が本当に困った時には、私はあの子の傍にいてあげられないだろうから」




　………。

　…………。

　……………。




　わかりました。やれるだけのことはやってみます。

「ありがとう。───ようし、俄が然ぜんやる気が湧わいて来たわ！　十六夜君を誘さそって、悪党退治と洒落しやれ込こみましょうか！」

　え───ア、アイツも連れて行くんですか!?

「当然よ。あの子なら喜んで加勢してくれるわ。………あ、でも気を付けて。君の霊障や姐あねさんの素す性じようについてあの子は気づけないから。万が一そういう話をあの子に振ふる様な事があったら、君のこともとっちめちゃうぞ♪」

　バキュン、と人差し指で俺を撃うつ仕草を笑え顔がおで行う金糸雀さん。

　年ねん齢れいを感じさせない愛あい嬌きようと気風の良さに心を打たれたのは───後になって考えると、気の迷いだったに違ちがいない。

　この後のことは語るほどのことも無いことだ。

　事情を聞いて好こう奇き心しんを爆ばく発はつさせた逆廻十六夜と、裏事情に精通している金糸雀さんの隠いん蔽ぺい工作により、辰也はギリギリのところで救出されることになった。

　………辰也がどれだけの拷ごう問もんを受けていたのかは敢あえて省略する。

　結果だけを述べるのであれば、辰也は如何いかなる拷問を受けても俺たちを売り飛ばすようなことは決してしなかった。

　後こう遺い症しようは身体からだの至る所に残ったものの、金糸雀さんに紹しよう介かいしてもらった病院で治ち療りようしてもらったおかげで、今では普通に働くことが出来ていると聞いている。

　数年後に金糸雀さんが亡なくなったと聞いたときは自分でも驚おどろくぐらいショックを受けていたけれど………それでも、あの時の胸の高鳴りは唯の気の迷いだと信じている。

　逆廻十六夜は事件から一年後に失踪してから一度も会っていない。

　心残りがあるとすれば、金糸雀さんとの約束を果たすことが出来なかったことだろう。最初から逆廻十六夜に手助けなんて不要だと思っていたのだが、それでも、その機会が一生失われたと思うと、やはり辛つらいものがあった。




　　　　＊




　三本目の煙草たばこを潰した土御門信平は、口惜くやしそうに窓の外の嵐あらしを睨みつけた。

「………俺が陰陽課に入るきっかけは、要するにそういう事です。金糸雀さんが言っていた〝十六夜君の力になってあげて〟っていうのは、この部署でしか出来ないことがあるからだと思って、この最悪な部署でなんとかやってこられたんです」

「じゃあ………お前がこの超ちよう絶ぜつブラックな部署で戦い続けているのは、」

「はい。師し匠しように言われたからだけじゃありません。だけど肝かん心じんの逆廻十六夜が何処にいるのかわからない状じよう況きようじゃ、俺は何処に向かえばいいのかわからないまま、この部署で何時までも燻くすぶり続けることになる。………それは辛いなって、最近思います」

　勘かん違ちがいとはいえ、想おもい人の遺ゆい言ごんを達成できないままでいるのは、後味が悪いなんてもんじゃない。土御門信平はあの願いを叶えるその日まで、何時までもその痛みを引きずり続けることになるだろう。

　陰陽課に飛び込んでくる不可思議な事件の数々には、特異な力を持った者たちが多くいる。もしも逆廻十六夜が日本にいるのなら、何時か再会することもあるかもしれない。

　そんな一いち縷るの望みにかけて、土御門信平は陰陽課を続けている。

　初めて土御門信平の思いを知った角田彰吾は何故なぜか含ふくみ笑いを浮うかべて片かた肘ひじを突き、

「そうか。じゃあ今日まで歯を食いしばって努力してきた甲か斐いがあったじゃねえか」

「………は？」

「資料整理を何でもかんでも俺に任せるからバチが当たったんだよ。───ほれ、俺たちを呼び出した人間の一覧を読みな。お前が待ち続けた男の名が載のってるぞ」

　………はい[image: ???]　と、理解を拒こばむような声を上げた次の瞬しゆん間かん。

　応接間の自動ドアの向こうから、四人の男女が姿を見せた。
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「………あん？　誰かと思ったら番長じゃねえか。そんなところで何してるんだ？」

　嵐に半身が濡れているその男は、心底不思議そうに土御門信平を〝番長〟と呼んだ。他ほかに同席している男女───久く遠どう飛鳥あすか、久藤彩鳥、そして御み門かど釈天の三人は同時に首を傾かしげて問う。

「番長？　番長って、あの学校を取り仕切る番長？」

「十六夜君の知り合いなの？」

「まあな。学生時代に俺の学校で番長やっていた奴だよ。だけどどうしてここに？　〝エヴリシングカンパニー〟に就職でもしたのか？」

　土御門信平───もとい、番長に歩み寄る逆廻十六夜だったが、当の本人は突とつ然ぜんの再会に頭を真っ白にさせていた。つい先ほどまで哀あい愁しゆうたっぷりに語っていた相手が目の前に現れたのだから、混乱するのも無理はない。一分間ほど硬こう直ちよくしていた番長は、突とつ如じよとして十六夜の胸むな倉ぐらを摑つかんで叫さけび声を上げた。

「テ───テメェ、今の今まで何処どこにいやがった!!　陰陽課の情じよう報ほう網もうに引っかからなかったってことは海外にでも行ってたんじゃねえだろうな!?」

「はあ？　いやまあ国外という意味じゃ国外かもしれないけど、何で番長が俺のこと捜さがしてんだよ。っていうか陰陽課の人間って番長の事だったのか？」

「うるせえよ悪いかよ、俺が陰陽課で唯ゆい一いつの実働部隊だっての！　あとさっきから人様のことを番長番長ってうるせえんだよ学生じゃねえんだからちゃんと名前で呼びやがれ!!」

「いやだって、俺アンタの名前知らねえし」

「知らねえのかよ地味に傷ついたわ馬ば鹿か野や郎ろう[image: !!!]」

　番長が何故怒おこっているのかサッパリわからないままクエスチョンマークを大量に並び立てる十六夜。

　横で呆あつ気けに取られていた飛鳥はコッソリと彩鳥に小声で話しかけ、

「すっかり忘れていたけれど、十六夜君にも学生時代があったのよね」

「そ、そうですね。あの十六夜さんがどんな学生時代を送っていたのか、非常に気になります」

　飛鳥と彩鳥は後で番長に詳くわしい話を聞こうと心に誓ちかい合う。

　一方の御門釈天は、もう一人の角田彰吾と握あく手しゆをしていた。

「すまんな彰吾、突然呼び出して」

「仕事だから気にすんな。〝護法十二天〟に捜そう査さを助けて貰もらったこともあるし、俺の役目はあの半人前をお前たちの前に連れてくることだけだ。───だけど気を付けろよ。ローマは今、とんでもなくキナ臭くさいことになっている様だ」

　角田彰吾の忠告を真しん摯しに受け止める釈天。

　番長に絡からまれていた十六夜は彼を押しのけて話に割り込んできた。

「ローマ？　次の舞ぶ台たいってローマなのか？」

「ああ。そしてそこの───ええと、番長？　とやらが案内人ナビゲーターの一人だ」

「番長じゃねえ、土御門信平だ[image: !!!]」

「土御門？　───え、番長って土御門家の人間？　つまり安倍晴明の子孫？」

「そうだよ反応が遅おそいわ!!　俺に地じ獄ごくの修しゆ業ぎようを課したのもその人だわ!!　そしてツッコミ疲つかれたわ!!」

　肩かたで息をする番長。

　応接間に一本の電話がかかってきたのは、丁度その時のことだった。

　内線以外では繫つながることの無い電話だっただけに彩鳥は驚いてしまったが、十六夜が無言で出る様に促うながす。

　鳴り止やまない電話に彩鳥が出ると、ハンドフリー機能で部屋中に声が響ひびき渡わたった。

『やあやあ、初めまして参加者プレイヤー諸君！　上手うまく案内役の下もとに辿たどり着けたようだね？』

「………案内役について知っているということは、貴方あなたは箱庭の関係者ということでよろしいのでしょうか？」

　彩鳥が厳しい声こわ音ねで問うと、男は軽けい薄はくそうな笑い声と共に名乗りを上げる。

『これは失礼した。私はそこの馬ば鹿か弟で子しの師匠で〝安倍晴明〟と呼ばれている男だよん』

「げ………!!」

「あ、安倍晴明!?　葛くずの葉さんの御子息??」

『おや？　母を知っているということは、噂うわさの飛鳥ちゃんも其そ処こにいるようだねえ。出資者なのに挨あい拶さつに行けずにごめんよ。僕の管かん轄かつはそりゃもう忙いそがしくて忙しくて、お茶を楽しむ余よ裕ゆうすらない状態なんだよ』

「噓うそつけ。十二天の中でもお前は居残り組じゃねえか。俺たちの労働量の半分もこなしてないだろ」

　今度こそその場にいた全員が驚きの声を上げた。

　九きゆう尾びの狐きつねを退治した陰おん陽みよう師じとして名高い安倍晴明が、〝護法十二天〟の化身としてその席を埋うめていたなど想像もしていなかったに違いない。

　当人である安倍晴明はケラケラと軽薄に笑い、

『いやあ、懐なつかしいねえ。随ずい分ぶんと前に閻えん魔まの判子を預けられて以降、焰えん摩ま天てんの神格でずっと縛しばり付けられているのだよん』

　安倍晴明の逸いつ話わに、十六夜が反応する。

「閻魔の判子………〝決定往生の秘印〟に纏まつわる逸話か？」

『そう。運命を正す生と死の秘印が、そのまま閻魔の霊れい格かくだったってわけなのだよ。今回は外界でギフトゲームを行うという事もあって、事故死が起こらないように僕が呼ばれたのだよん。そうでなければ僕なんかが呼ばれるわけがないのだよん』

　はあ、と受話器の向こうで力無なくため息を吐つく安倍晴明。

　能天気な声が表す様に、本人は昼ひる行あん灯どんを気取っていたいらしい。

　しかし十二天にまで選ばれている人間がそんな底の浅い人間のはずもない。

『まあ雑談はこの程度にして、本題に移ろうかね。先まずはそこの愛まな弟で子しに箱庭のことを教えてやりたいのだが、構わないかね？』

「勿もち論ろんだ。───ああいや、彰吾は外か下で待っていた方がいい。頭がこんがらがること間ま違ちがいなしだ」

「そうさせてもらおう。俺の仕事はこの半人前を此こ処こに連れてくることだからな。お前も大変だろうがしっかりやれよ」

　トン、と番長の胸を叩たたいて去っていく角田彰吾。

　番長は納なつ得とくできないような顔をしていたが、此これも仕事である。それにあれだけ捜し回った逆廻十六夜がやっと己おのれの目の前に現れたのだ。

　過去の心残りを消化するまたとない機会である。

　腹を決めた土御門番長は、安倍晴明から神々の箱庭について説明を受けることにした。
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「───────────────………………………………マジかよ」

　箱庭の説明を受け初めて小一時間。

　異世界、修しゆ羅ら神仏、神々の箱庭、そして世界の危機に至るまでの全すべての説明を一度に解説された土御門番長は、目を回しながら絞しぼり出すように言葉を紡つむぐ。

　外界でオカルト事件に携たずさわってきた彼にとっても今回の解説は常識の埒らち外がいにあったに違ちがいない。

「でも………そうか。それで謎なぞが少し解けた。俺が出会った金糸雀さんや丑松夫人たちは、神々の箱庭からやってきた住人だったわけか。道理でとんでもない霊格を持っているわけだ」

「それをぱっと見で理解できるお前も大したものだけどな」

『我が弟子の最大の長所にして最大の不幸がその眼めなのねん。その眼があれば玉たま藻もの前まえの妖よう怪かい変へん化げでも易やす々やすと見破ることが出来る。修練次し第だいでは〝真実を暴あばく〟領域まで進化することも不可能じゃないのねん。箱庭でもそこそこのプレミアが付く代しろ物ものだよん』

　確かに、と頷うなずく一同。

　そこそこかよ、とツッコミを入れる土御門番長。

　しかし彼が箱庭で生活するのは難しいだろう。

　修羅神仏が闊かつ歩ぽする箱庭で生きていくには土御門番長の眼は少し見えすぎる。箱庭の道みち端ばたで強大な力を隠かくし持つ悪あつ鬼きに出会えばそれこそ腰こしを抜ぬかしてしまうに違いない。

「えっと………それで、何でしたっけ？　そのギフトゲームとかいう神様のゲームの案内役の一人がこの俺ってわけですか？」

『そうだ。主権戦争の次なる舞台には、私の弟子が案内してくれるよん』

　最後の言葉は飛鳥たち全員に投げかけた言葉。

　本当は陰陽課に連れん絡らくを付けたのは飛鳥と彩鳥、そして釈天だけなのだが、十六夜が偶ぐう然ぜんにも居合わせたのは何かしらの運命が働いたからかもしれない。

「じゃあ本当に彼が案内役なのね………二回戦の場所は何処になるの？」

『場所はイタリアの首都ローマ。其処でもうすぐ、世界を震しん撼かんさせる一大イベントが開かれるのねん。そこに私の弟子と共に向かうといいよん』

「はあ!?　いやちょっと待てよ師し匠しよう！　急にローマに行けと言われても俺にも都合が、」

『？　お前の都合なんて関係ある？』

「な………じゃ、じゃあせめて旅費ぐらいは、」

『でるわけないだろう馬鹿かね君は』

「ようし今度会ったら絶対にぶん殴なぐってやるからな覚かく悟ごしておけクソ師匠！」

　怒いかりのままに気き炎えんを吐く土御門番長。

　しかしローマと言われても簡単に特定するのは難しいだろう。こうして主権戦争の運営に関かかわっている人間と連絡が出来ているのなら、少しでも情報を引き出したい。

　逆廻十六夜は受話器に近寄り、質問を開始する。

「ローマの一大イベント、って言ったな。そりゃ年に一度のものなのか？」

『ＮＯだねえ。あんなイベントが年に一度もあったら世界中が混乱するよん』

「………。じゃあ十数年に一度のイベントなんだな」

『ＹＥＳだねえ。少なくともそれくらいのスパンは必要だ』

　安倍晴明との問答を嚙かみ砕くだいていた十六夜の表情はドンドン険しくなっていく。

　飛鳥や彩鳥には理解できない問答だったのかもしれないが、十六夜には十分すぎる情報だったのだろう。

　イタリアの首都ローマで行われる一大イベント。

　十数年に一度しか開かれない。

　毎年行われれば世界が混乱する。

　これらの情報を鑑かんがみた上で、十六夜は最後の問いを投げかけた。

「そのイベントとやらは───誰かが死ななきゃ始まらないのか？」

『ＹＥＳ』

　ガンッ[image: !!!]　と近くの本ほん棚だなを蹴けり倒たおした十六夜は、足早に皆みなの下もとから去っていく。物に当たるなど彼らしくない上に案内役も連れずに何処どこへ行こうというのか。

　飛鳥と彩鳥は慌あわてて十六夜を引き留める。

「ちょ、ちょっと待ちなさい十六夜君！　せっかく案内役に会えたのだから一いつ緒しよに向かえばいいじゃない！」

「私もそう思います。予想外の展開ではありましたが、此れも何かの縁えんでしょう。共にローマへ向かえば、」

「そんな時間は無い。ことは一刻を争う。場合によっては失格になる可能性もあるから、お前たちは付いてくるな」

　背中から怒ど気きを立ち昇のぼらせている逆廻十六夜はそれだけ言い残すと、その場にいた全員を残して颯さつ爽そうと去っていく。

　呆気にとられたままその背中を見届ける一同。

　唯ゆい一いつ釈天だけが、受話器の向こうにいる安倍晴明に向かって苦言を口にした。

「お前………相変わらず性しよう根ねが腐くさってるな」

『あはは～ごめんね社長。だって話に聞いていた以上に純情で真っ直すぐな青年だったものですから、少しからかいたくなっただけですのん。まさかアレだけの情報で全容を摑つかみ、一人でローマに向かうとか思わないじゃないの』

　困った困った、とまるで困っていない様子で額を叩く安倍晴明。

　話を聞いていた飛鳥と彩鳥も緊きん迫ぱくした様子で問う。

「さっきはああいったけど、誰かが死ななきゃ始まらないゲームなんていうのは私も聞き捨てならないわ」

「同意見です。魔ま王おうのゲームならいざ知らず、此れは箱庭の守護者たちが行う正統なギフトゲーム。死を容よう認にんして行うゲームなど、良識を疑われても仕方がないのではないでしょうか？」

　厳しい声音で安倍晴明と釈天を糾きゆう弾だんする二人。

　ギフトゲームは理り不ふ尽じんなルールで行われる事が多いものの、死を以もってゲームの開始とするのは悪あく辣らつに過ぎる。外界で行われるのであれば尚なお更さらだ。

　土御門番長も瞳ひとみを険しくして問う。

「………どうなんだ、師匠。俺は師匠を信じてるけど、疑われても仕方がない状じよう況きようだとは思っているぜ」

『私から話せるのは此処までだよん。これ以上は君たちの目で真実を確かめるのね。───大だい丈じよう夫ぶ。君たちならば、きっと真実に辿り着けるのだよ』

　安倍晴明との通話はそこで途と切ぎれた。

　声の主が本当に安倍晴明だったのか飛鳥たちには判別がつかない。しかしギフトゲームの為ために不当に命を奪うばわれる誰かがいるのなら、それは決して看過してはいけないことだ。

「彩鳥さん、十六夜君を追いましょう！　今ならまだ間に合うはずよ！」

「わかりました。釈天さんは如何どうしますか？」

「俺は別件があるから行けん。此処からは参加者プレイヤーと案内役ナビゲーターで行くしかない。───土御門。お前もそれでいいな？」

「当たり前だ。此れでも建前は警察なんでね。人が理不尽に死ぬと聞いて黙だまっていられるかよ」

　土御門番長の啖たん呵かに、釈天は少しだけ口元を綻ほころばせる。

　十六夜を追う形で走り出した三人は、嵐あらしの中で十六夜を追う。幸いなことにバス停の近くのコンビニに十六夜は居た。

　三人の姿を確かく認にんした十六夜はコンビニの休きゆう憩けいスペースに案内して意図を問う。

「俺に付いて来たってことは、お嬢じよう様さま二人もこの理不尽なゲームに腹を立てたってことでいいのか？」

「それについては十六夜君から詳くわしい話を聞かないと何とも言えないわね」

「右に同じです。番長さんもきっと同じ思いです」

「いやまあそうですけど、番長って言い方はやめませんか？」

　マジで恥はずかしいから、とキレ気味に是ぜ正せいを求める土御門番長。しかし呼び名で他人を弄いじってしまうのは今も昔も久藤彩鳥の悪あく癖へきである。簡単には訂てい正せいされないだろう。

「わかった。軽く説明していくから、三人は先にローマへ向かってくれ。俺は少し白しろ夜や叉しやに会ってくる」

「白夜叉に？」

「ああ。前回優勝者で太陽主権の過半数を所持していた白夜叉は今回のゲームの最高顧こ問もんの一人。ゲームの構成にも関かかわっている筈はずだからな」

　白夜王はゲームの勝利条件に物申せる立場にいる。それを見み越こしてのことだろう。

「わかったわ。説明を聞いたらローマへ先に向かいましょう」

　頷き合った四人は、先ほどまでの流れを振ふり返ることにした。
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「さて、さっき安倍晴明から貰もらったヒントは三つ。




①ローマで一大イベントが行われる。

②数年毎ごとに起きていたら世界が混乱する。

③誰かが死なねば始まることは無い。




　───これらのヒントの中で最も重要なのは、ヒント②だ。〝世界が混乱する規模〟と〝頻ひん度どによって世界が混乱する〟の二つが内包されているわけだからな。少なくとも連続で起きる場合は、手放しで祝う様なものではないってことだ」

「十六夜君はそこからヒント③を連想したということね」

　飛鳥の言葉に首しゆ肯こうする十六夜。

「ローマの一大イベントで、誰かが死なねば始まらないイベント。導き出される答えは一つ。ローマではもうすぐ、コンクラーヴェが行われるはずだ」

「………コン、？」

「───根、比べ？」

　言うと思った、と苦笑いして飛鳥と土御門番長を見る十六夜。

「彩鳥お嬢様。アンタならコンクラーヴェが何かわかるんじゃないか？」

「当然です。ローマ教会が行う新教皇の選出───教皇選挙コンクラーヴエの事でしょう？」

　教皇選挙───コンクラーヴェは、バチカン市国で枢すう機き卿きようたちが次世代の教皇を選び出す選挙のことだ。

　新しい教皇を選出する為に枢機卿たちが会議を行い、３分の２超の得票で教皇が選出された場合に限り、新時代の教皇が誕生する。

　しかしそこでふと、彩鳥は不思議そうに首を傾かしげる。

「ですが、それはおかしいですね。教皇は基本的に、終身制を定められています。コンクラーヴェは誰かが起こそうと思って起こせるものではありません」

「そうとも限らないんじゃないか？　現教皇であるレオ二十一世が、生前退位を考えているということもあり得るぞ」

　土御門の発言に呆あきれる彩鳥。

　教皇の生前退位ともなれば正に一大イベントだ。世界中の教徒に知らせる為に様々な報道がされるため、秘ひ密みつ裏りに進めることなど不可能だろう。

「十六夜さんには申し訳ありませんが、生前退位の噂うわさは全く聞いていません。そういう話が一朝一いつ夕せきで決まるものとも思えませんし………」

「当然だ。だから今度のコンクラーヴェは突とつ発ぱつ的に決まる」

「と、突発的に？」

「コンクラーヴェが？」

　二人は顔を見合わせて首を傾げる。

　十六夜は緊迫した顔で遥はるか彼方かなたにあるローマの方角を見る。

「そうだ。そして勝利条件にある〝王おう冠かん〟と〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟の文字。状況から鑑みて、此これは三重冠の事だろう。そして恐おそらく───」

　十六夜は一度言葉を切る。此れから口にすることは言葉にするのも憚はばかられるような事件だ。しかし此こ処こまで説明した以上、二人には告げておかねばならない。

　口元を押さえていた十六夜は、大きく息を吐はきながらゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「何らかの理由で───現教皇は、暗殺される」

「きょ、教皇が!?」

「あ、暗殺ですって!?」

「ああ。それによって〝歴史の転換期〟が引き起こされるというのなら………間ま違ちがいない。第二回戦は、教皇を暗殺した人間が勝者だ」
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　───ドイツ共立粒りゆう子し体たい研究所〝ユミル〟。




　同時刻───星の裏側、ドイツでのこと。

　一回戦を無事に生き延びた西さい郷ごう焰ほむらは、粒子体研究の最前線である〝ユミル〟まで足を運んでいた。白皮症アルビノ患かん者じやである西郷菜な々な実みとパラシュラーマの検査をするのが主な目的だったが、他ほかにもこの研究所で確かめねばならないことが多く存在していたからだ。

　イタリアの地じ震しん観測所に近年の集計データを要求する件や、〝天の牡お牛うし〟の残留粒子と西郷菜々実の血中粒子、及およびパラシュラーマの血中粒子の比ひ較かくなど、〝ユミル〟を経由しなければ手に入らないデータが山の様にある。

　アトランティス大陸で手にした情報が真実なのか如何かを知る為にも、二回戦が始まる前に最低限それくらいの検査はしておかねばならない。

　後は───イタリアの地震観測所にお願いした資料が届けばすぐに動き出せる。

（ユーラシアプレートとアフリカプレートの収束境界であるイタリアも、日本と同じく地震大国として知られている国だ。日本から資料請せい求きゆうした地震のデータと照らし合わせるには打ってつけの国だし………何より、例の仮説を検証するいい機会だ）

　休憩室に来た焰は、燭しよく台だいに使われている十じゆう字じ架かをそっと見る。

　地震大国イタリアの首都には、ローマが存在している。

　もしもローマ教皇が今の事態について本気で活動しているというのなら、今回の資料請求に何らかのアクションを起こしてくる可能性がある。

　ローマ教皇が事態を把は握あくしているのであれば、一足飛びで会える機会を得られるというわけだ。

（〝ユミル〟名義でなら会うことも不可能じゃないけれど、先まずは相手の出方を窺うかがいたいところ。教皇庁から何のアクションも無かった場合、メディチ家を探す方を優先していかないとな）

　本当はアトランティス大陸で出会った〝三重冠〟のＴシャツを来た女の子に話を聞きたいところなのだが、彼女は大陸の脱だつ出しゆつと同時に行方ゆくえをくらましてしまった。

　如何やらメディチ家にもそう簡単には会わせてくれそうにないらしい。

（となると後は………もう一人の重要参考人に話を聞くしかないか）

　気が進まないなあ、と肩かたを落とす。

　その人物が箱庭の関係者であることはまず間違いないのだろうが、今日までに間接的な証しよう拠こしか揃そろえることが出来なかった。

　それで口を割らせることが出来るほど簡単な人物には思えない。

　此処で彼にまで口を閉とざされると数手回り道することになる。

　破局噴ふん火かまで一五年しか無いというのに、今のうちから遠回りするわけにはいかないのだ。

「気が重いけど話をしないわけにはいかないし………普ふ段だんならこの時間に休きゆう憩けい室に居るはずなんだけど………あの人、かなり自由人だからなあ。何処どこに行ったんだろう？　トイレかな？」

「いや此処にいるが？」

　突とつ然ぜん背後から話しかけられた焰は飛び上がって驚おどろいた。

　そして声をかけた側も驚いた。

　まさかそんなオーバーアクションが返ってくるとは考えていなかったのだろう。

　葉巻の火を消しながらクツクツと笑うエドワード＝グリームニル開発部長は、想定していなかった悪戯いたずらが上手うまく行ってしまって上じよう機き嫌げんに腰こしを掛かける。

「すまない。何やら考え事をしているようだから声をかけるのが遅おくれてしまった」

「い、いえ。公共の場で悶もん々もんと考え事をしていたのは本当ですから」

「違ちがいない。───それで、俺に何の用だ？　例の少女たちの検査結果が出たのか？」

「それを含ふくめて報告したい話が二件ほどあります。少し席を変えましょう」

「いや此処でいい。どうせ他の職員はほぼ帰ってしまったからな。この施し設せつ内にいるのは俺と君と菜々実君、あとはカーラとヴェーザー所長の五人だけというわけだ」

　エドワード開発部長の瞳ひとみが厭いやらしく歪ゆがむ。

　暗に〝施設には俺の手て駒ごましかいない〟とでも言いたいのだろう。

　焰は背筋に冷たいものが走るのを感じたが、その程度で臆おくするならば初めから話になど来ていない。

　腹を決めて前ぜん傾けい姿勢になった焰は、まず西郷菜々実の検査結果を見せる。

「この度たび見つかった新しい被ひ験けん者しやの西郷菜々実ですが、彼女の血中粒子を調べてみて粒子体の新たな性質が判明しました」

「ふむ。端たん的てきに短く述べると？」

「取り込んだ人間の体質によって変化した粒子体は、個人の資質によって大きく変化するという点です。血液型の様なものを想像していただければわかりやすいかと思います」

　焰が資料を三枚ほど机の上に広げると、エドワード開発部長も興味深そうにのぞき込む。

「此方こちらを見てください。一枚目が原典オリジン・粒子。二枚目が西郷菜々実・粒子。三枚目がパラシュラーマ・粒子です。それぞれを粒子Ⅰ[image: ]Ⅱ[image: ]Ⅲ型と仮か称しようします」

「ふむ。続けたまえ」

「原典である粒子Ⅰ型はどの様な人間の血中にも適合するのに対し、粒子Ⅱ、Ⅲ型は形質が適合する人間の体内でしか活動しません。むしろ異物として粒子の加速を妨さまたげる原因に成り得ます」

　此処で一度、エドワード開発部長は焰の言葉を咀そ嚼しやくする為ために黙だまり込む。

　五分ほど報告書と睨にらみ合っていた彼は、原典である粒子体の報告書を叩たたいて険しい顔をした。

「如何どうやら色よい報告というわけではなさそうだな………幾いくつか確かく認にん事じ項こうがある」

「はい」

「粒子Ⅰ型と粒子Ⅱ型を混合させた場合、粒子Ⅰ型は粒子Ⅱ型に変質するという見方で間違っていないか？」

「はい。部長の言う通りです」

「そして粒子Ⅱ型と粒子Ⅲ型は互ご換かん性を失っている………いや、互換性を失っているだけならまだいい。星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの持つ万ばん能のう性を失い、一つの機能を生かす為、特化型に変容している………という解かい釈しやくで良いのか？」

「はい。その通りです」

　エドワード開発部長は後頭部を搔かき乍ながら「此れは参った」と匙さじを投げる様に足を組みなおす。つまり初めから、粒子体研究には絶対的に必要なマスターピースとなる人物が存在していたのだ。

「今までは〝胎たい児じから成長した粒子体被験者ならば原典と同じ粒子体を量産できる〟という仮説であったのに対し、〝胎児から成長した特別な被験者だけが原典と同じ粒子体を量産できる〟という仮説に変わったということか───ああ、これは参った！　本当に参ったぞ！」

「同意見です。粒子体研究を進めるには原典を生み出せる被験者が必要不可欠と言わざるを得ません。すぐに見つけ出す必要があります」

　焰は白々しい態度を見せつつ次の一手を探さぐる。

　切り札を持っているのは他でもない焰の方だからだ。

　原典を体内に埋うめ込んだ特異体質の少年───逆さか廻まき十六夜いざよいと西郷焰だけが、この粒子体研究を前に進める力を秘ひめている。

　此こ処こから前に進むには二人の協力が必要不可欠となる。

　その切り札をどのタイミングで切るのかを焰は探っている。

「原典を作り出す者………か。奴やつがこの研究所に来るのはもう少し先延ばしにしたかったのだが、そうも言っていられないか」

「へ？」

「逆廻十六夜のことだよ。奴は頭が切れすぎる。出来るならこの研究所には近寄ってほしくなかった。───此処には、箱庭の知り合いもいることだしな」

　途と端たん、焰は全身の産うぶ毛げが逆立つような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　詰つめ将しよう棋ぎに持ち込もうとしていた焰の意図を逸いち早はやく察したエドワード開発部長は、詰め切られる前に自分から行動を起こした。エドワード開発部長は蛇へびの様に光る眼光で焰を見み据すえつつ、葉巻の煙けむりをポワポワと吐はき出していく。

「こうなった以上、隠かくしているメリットもあるまい。我々は逆廻十六夜が数少ない貴重な被験者だと認にん識しきしていた。しかし実態は違った。逆廻十六夜は唯ゆい一いつ無二の被験者だったわけだからな。その唯一性のメカニズムが判明するまで休戦といこうじゃないか」

「っ………ではやっぱり、貴方あなたが〝ウロボロス〟の内通者………!!」

「それは半分正解で半分不正解だ。奴らとも通じているというのが正しい。あと〝ウロボロス〟の最高指揮者たちは事態を静観すべきではないかという意見に転じ始めている」

　予想外の反応に焰は身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　だが原典を生み出せる被験者が逆廻十六夜しかいないと判明した今、他の勢力は逆廻十六夜を捕ほ獲かくするか、焰の研究が進展するのを待つかの何いずれかを決断しなければならない。

　そして〝ウロボロス〟は非道な行動を取り続けているものの、それらの行動は全すべて人類を救う事を標ひよう榜ぼうしているからこそという話も聞いた。

「〝ウロボロス〟がどういう組織なのかは何時いつかわかる時が来る。アレの最高指揮者たちは確たる野望があるわけではない。野望があるのはその力を利用しようとしている者たちだけだ。───例えば、俺みたいな奴とかな」

　悪戯っぽく笑うエドワード開発部長。〝ウロボロス〟の内情について語ったのは、焰からの信しん頼らいを得る為だろう。

　害意は既すでに感じないが、それでも油断していい相手ではない。

　焰は気を引き締しめて話を続ける。

「エドワードさん。実は俺、エドワードさんが案内役ナビゲーターの一人だと思っていました」

「案内役？　俺が？　───はは、まさか。俺が主権戦争に関かかわるのは三回戦からだぞ。二回戦の案内役ならもうすぐ此処にやってくる」

　へ？　と間の抜ぬけた声を上げる焰。

　外来を告げる音が鳴り響ひびいたのは、丁度その時だった。

　正面玄げん関かんから真っ直すぐに此方を目指してくる二つの足音。

　しかし外は既に陽ひが傾かたむき始めており、外来の予定は組まれていない。誰だれが来たのかと身構えていた焰だったが───外来の二人は、意外な人物。

〝三重冠〟のＴシャツと上着を羽織った少女、ミーシャだった。

「ハロー、焰君！　アトランティス大陸では碌ろくに話す機会が無くてごめんね！　自己紹しよう介かいは必要かしら？」

「え………あの、確かミーシャさんでしたっけ？」

「あはは、それ偽ぎ名めいなんだけど取り敢あえずミーシャでいいわ。本名を知ってる相手なんて家族の他ほかにはコイツしかいないしね」

　親指で後ろの付き人を指さすミーシャ。

　付き人の少年は無言で前に出て焰に握あく手しゆを求めた。

「よろしく。〝クイーン・ハロウィン〟からアンタとミーシャの護衛を命令されたコンラだ。謎なぞ解ときには参加できないが、腕うでっぷしには自信がある」

「じょ、女王が………ということは、貴方たちも俺と同じ勢力なんですか？」

「半分正しいとだけ言っておくわ。私たちの出資者スポンサーの一人が女王というだけの間あいだ柄がらね。二回戦は協力関係を結ぶことで既に話が纏まとまっているらしいから、私たちに拒きよ否ひ権は無いってわけ。まあ気楽にやりましょ。後で彩鳥とも合流するだろうし。あ、あと敬語はやめてよね。私って堅かた苦くるしいのが嫌きらいなのよ」

　コンラと代わる形でミーシャが焰と握手を交かわし、畳たたみかける様に言葉を紡つむぐ。焰は突然の挨あい拶さつで呆あつ気けに取られていたが、ふと重要なことを思い出す。

「仲間になってくれるのは心強いけど、ミーシャたちは参加者プレイヤーであって案内役ではないんじゃないのか？」

「そう、それなのよ。本当はＷＨＯから案内役も連れてくるはずだったんだけど、その人がローマから離はなれられなくなってね。急きゆう遽きよ二回戦の案内役が変へん更こうになったの」

　何？　とエドワード開発部長の顔色が変わった。

　今この場で案内役の代行が出来る人間は限られている。

　嫌いやな予感がしたエドワード開発部長は即そく座ざに席を立ったが、ミーシャは彼を逃にがすまいと襟えり首くびを摑つかむ。

「はいはい、逃げないで下さいねエドワードさん。貴方は我々に大きな貸しがある筈はずです。それに今回は主権戦争を取り仕切る運営委員会の勅ちよく命めい。逃げることは許されません」

「………チッ。これだからお前たちメディチ家に借りを作るのは嫌なんだ」

「あら、むしろ光栄に思ってくださいな。我々メディチ家は人間の力で世界を救うことが命題なのですから」

　メディチ家───その名前が出た途端、焰は拳こぶしを握にぎり締しめてガッツポーズをする。

　やはり彼の推測は間ま違ちがっていなかった。

　表向きは断絶した様に見せかけて、メディチ家は様々な開発者に支し援えんを持ち掛かけてきたという。

　世界有数の大だい富ふ豪ごうの血脈は今も尚なお脈々と受け継つがれ、この世界の窮きゆう地ちに立ち向かっていたのだ。

「さて、焰君。メディチ家は君を粒りゆう子し体たい研究に於おける最後の希望だと認定しました。この意味は分かるわね？」

「今後の計画に必要な援えん助じよは全てメディチ家が支援する………そういうことですか？」

「資金だけじゃないわ。環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうの建設計画など、全ての事業に関する情報が貴方の手元にそろうことでしょう。世界を救うために必要な物資・施設・情報があるなら、その全てをメディチ家が揃そろえて見せます」

　圧あつ倒とう的な支援を提示されて焰は僅わずかに怯ひるむ。

　正に圧巻としか言いようがない。メディチ家が本気で支援に乗り出した以上、資金面に関して不安に思うことは何もないだろう。

「但ただし、私たちが支援を開始するその前に───」

「太陽主権戦争の第二回戦を突とつ破ぱしろ、と。そういうわけですね？」

　ＹＥＳ♪　と親指を立てて焰の言葉を肯こう定ていするミーシャ。

「わかりました。話を聞く限り、次の舞ぶ台たいはローマということで良いんですよね？」

「そうよ。ローマではもうすぐコンクラーヴェ───あ、コンクラーヴェってわかる？」

「そりゃわかりますよ。ローマ教会が行う教皇選挙コンクラーヴエの事でしょう？　でも───アレ？」

　ふと、焰は不ふ穏おんな気配を感じ取った。

　彼も教皇が終身制であることに気が付いたのだろう。

　その隙すきを見み逃のがさずにエドワード開発部長は厭いやらしい笑えみを浮うかべ、

「暗殺だよ。現教皇は暗殺されなければならない。それが今回の勝利条件の一つだ」

　エドワード開発部長の発言に、全員が耳を疑った。

　やる気なさそうにソファへ腰こしを掛けていたエドワード開発部長は、さも当然であるかのように言葉を続ける。

「何をいまさら言うのかと思えば、まだ気が付いていなかったのか。今回の王おう冠かんとは三重冠のことであり、教皇を指しているんだよ」

「なっ………そ、それじゃあ、現教皇は、主権戦争の為に暗殺されるということなんですか!?」

「それは違ちがう。現教皇が暗殺されるのは〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟、つまり収束点の一つだ。それもとびっきりに巨きよ大だいな収束点の一つだろう。この流れを変えてしまえば、一五年後に世界を救うという事業にさえ差し支つかえが出るほどのね」

「か、環境制御塔計画にも支障が出るというの!?」

　ミーシャも堪たまらず声を荒あららげる。

　焰たちの混乱は此処に来て極きわまってきた。

　現教皇を暗殺すれば世界中に存在している信徒たちは大混乱に陥おちいるだろう。

　世界で一〇億人以上も存在している信徒たちを不安にさせてしまえば、世界を救うどころの話ではない。

「如何どうかな？　或あるいはコンクラーヴェそのものに何かしらの意味があるのかもしれないぞ？」

「コンクラーヴェそのものに？」

「そう。もしくは現教皇の思想が反粒りゆう子し体たい研究である可能性も考えられるな。この場合、現教皇が教皇職についている限り、教会は粒子体研究の支持を表明できないということになる。教皇の権けん威いに肖あやかろうという君のシナリオもパァだ。いやそれどころか───」

　何かに気が付いてしまったエドワード開発部長は苦い顔で口元を押さえ、

「もしかしたら………現教皇は、粒子体研究の人体実験について、何かを知ってしまったのかもな」

「っ………[image: !!!]」

　エドワード開発部長の考察に、焰とミーシャは親指の爪つめを深く嚙かむことで肯定する。それは十分にあり得る可能性だ。

　ローマは地じ震しん大国イタリアの首都。イタリア当局が将来的に起こる破局噴ふん火かについて何かしらの重要な情報を入手している可能性は十分に考えられる。

　過去に現教皇に協力を申し出た組織が存在しており、その際に教皇の怒いかりを買ってしまったのかもしれない。

　そうなれば現教皇は粒子体研究にとって巨大な障害でしかない。

　粒子体研究を推おし進める上で必要な〝歴史の転換期〟には十分成り得る。

「………焰君。君はどうしたい？」

「お、俺？」

「そう。私たちは今回、君のサポートをするように命令されている。つまり最終判断は君がしなければならないの」

「右に同じ。槍やりを振ふるうしか能の無い俺には難しい問題だ」

　バトンを託たくされた焰は戸と惑まどった。

〝歴史の転換期〟とは人類史にとっての収束点。起こるべくして起こる運命の様なもの。今後の粒子体研究と人類の破は滅めつを回かい避ひする為ために、教皇のすげ替かえというのは効果的な手段なのかもしれない。

　だがそれは───それは、西郷焰が掲かかげてきた理念と、反するものではないのか。

　父・西郷東とう夜やが目指した理想郷。理想の世界の在り方。

　父の書いた論文、その誠実さを信じる兄を信じると口にしたあの日から、焰の気持ちの在処ありかは何も変わってはいない。

　ならば、やるべきことは一つだけだ。

「………ミーシャ。コンラ」

「うん」

「なんだ？」

「彩鳥と合流次し第だい、俺たちもローマに向かう。そして──現教皇の暗殺を阻そ止しする！」

〝歴史の転換期〟を理由に、人を殺あやめることを許さない。

　その決断を支持するように親指を立てるミーシャと、肩かたを竦すくめるだけのコンラ。

　そして今まで面めん倒どうくさそうにソファへ腰かけていたエドワード開発部長は、やはり厭らしい笑みを浮かべて焰に問う。

「矛む盾じゆんしているぞ、西郷焰。教皇の助力は粒子体研究に必要不可欠なのだと、君自身が結論を出したのではないのか？　なのに君の手でそれをひっくり返そうというのか？」

「お言葉を返すようですが、俺は今までの行動理念に従って行動するだけです。技術の遅おくれは施し設せつ強化で補えるし、足りない知ち恵えは人の数で補える。───そして、多くの理解を得るためには、多くの努力と誠実さで戦っていくしかない。近代の研究者は世界平和の為に自他共栄の道を進むことこそが肝かん要ようなのだと信じています」

　人体実験で失われる命も、年月を短縮するために失われる命も、等しく同じ命の価値があるのだと信じている。

「現教皇がもしも反粒子体研究の姿勢を取っているというのであれば、それは俺が説得して見せます。〝歴史の転換期〟を〝教皇の暗殺〟から〝教皇の説得〟に切り替えて見せます。その為にも、俺はローマへ行かなきゃいけないんです………!!」

　エドワード開発部長は瞳ひとみを細めて笑みを消し、最後にこう問うた。

「………それは科学者としての意地か？」

「いいえ。人として、そして俺自身の誇ほこりの為の行動です」

「そうだな。………ああ、そうだった。君はそういう奴やつだった」

　クツクツと笑いを嚙み殺しながら立ち上がったエドワード開発部長は、彼らを先導するかの様に歩き出す。

「よかろう。少し興が乗ってきた。ローマでの水先案内、このエドワード＝グリームニルが引き受けようじゃないか」

「ＯＫ！　これで駒こまは揃ったわ！　ローマ教皇の警備に付きましょう！」

　エドワード開発部長に続く形で焰、ミーシャ、コンラの三人はローマへと向かう。




　太陽主権戦争の第二回戦は、刻一刻と近づきつつあるのだった。







[image: エピローグ]




　───精せい霊れい列車・想起の間。

　珍めずらしく───本当に珍しく、白びやく夜や王おうは星を眺ながめていた。

　星見による運命の観測は彼女にとってあまり意味を成さない。星せい霊れいの上級種である彼女にとって星空は己おのれ自身の鏡のようなもの。

　故ゆえに白夜王が星見をしたところで、正しく運命を観測することは不可能だろう。

　今こ宵よい星を眺めていたのは、遥はるか彼方かなたの世界───外界で行われる主権戦争に想おもいを馳はせていたからだ。

（………第二回戦が始まる。そしてこの第二回戦の結果次第では、箱庭と外界の関係性を見直さねばならぬかもしれん）

　相そう互ご観測者として互たがいを補完し合ってきた箱庭と外界。

　箱庭に都市が造られた時からずっとその関係を見守ってきた白夜王だったが、その理り不ふ尽じんな関係に憤いきどおりを感じることも少なくはない。

　人類の滅めつ亡ぼうと、箱庭の滅亡。

　相互観測者にして運命共同体であるこの両者の関係性を断たち切る方法は、恐おそらくたった一つしかない。

（主権戦争が始まった今だからこそ出来る手段。帝たい釈しやく天てんや女王たちは反対するであろうが、私はもう、人類という脆ぜい弱じやくな種族に箱庭が振り回されるところを見たくはないのだ）

　箱庭で営みを続ける人類は白夜王にとっても愛いとしい庇ひ護ご対象だ。

　しかし箱庭の外で生活する人類まで庇護をする義理を彼女は感じていない。それは魔ま王おうアジ＝ダカーハを永遠に封ふう印いんしようとした時から変わらぬ彼女の本心だ。

　我が愛しの世界が恙つつがなく続いてくれるのであれば、この身がどうなろうと構わない。しかし箱庭と外界との関係は白夜王一人の力でどうにかなるものではないのだ。

（大切なのは人類の存続ではない。相互観測者の存続だ。ならば打つ手はある。この機を逃のがせば、箱庭を永遠の都市にするという我が願いへの道は閉とざされてしまうだろう）

　かつて魔王として暴れた時は、箱庭に住まう者の気持ちを無視して全すべてを推し進めてしまった。しかし今回は違う。

　両世界の関係性を誰だれもが不安に思っている今だからこそ、星霊の上位種たる白夜王が動かねばならない。

（十六夜いざよい、飛鳥あすか、耀よう。敵は多いぞ。〝ガイアの末ばつ子し〟が率いる〝ユグドラシル〟に、暗あん躍やくを続ける〝ウロボロス〟。そして〝殺人種の王〟。水面下で活動を続けている〝アヴァターラ〟に至っては活動理由を把は握あくしきれていない状態。此これら全てを乗り越こえることが出来ねば、私は今の外界と箱庭の関係性を一変させる道を選ぶことになるだろう）

　前回優勝者である白夜王は、主権戦争に参加しているわけではないが、彼女にも出資者スポンサーとして力を貸しているコミュニティは存在している。

　そのコミュニティが優勝するようなことになれば、白夜王は容よう赦しやなく今の箱庭と外界に変革を齎もたらしていくだろう。




「───審しん判ぱんの日は着々と近づいておる。全てをかけて走るがいい、最新の英えい傑けつたちよ」




　銀の髪かみが少しずつ黒に染まる。

〝沈しずまぬ太陽の化身〟である彼女の髪が漆しつ黒こくに染まる意味。

　十六夜たちがその意味を知る時こそが───太陽主権戦争の本当の意味を知る時なのだろう。








あとがき






　突とつ然ぜんですが、ぶっ倒たおれて病院のお世話になりました。

　ちょっと色々あって心身共にノーライフポイント、Twitterで何とかおちゃらけるのが限界の日々を送っておりました。

　原げん稿こうそのものは去年の一〇月には完成してスニーカー編集部に提出済みだったのですが、何やら不思議な事情が重なって一年以上お待たせしてしまいました。

　いやあ、人間関係でもTwitterでも色々と強がって生きてきたものの、如何どうやら心身にはとてつもない傷が刻まれ続けていたようです。

　もう若くねえなあチクショイ！　って感じです。

　家族にも出版社にも迷めい惑わくをかけてしまったこと、この場を借りて謝罪いたします。

　そして人生でこれ以上ないくらい追おい詰つめられてふと、思ってしまいました。




「このまま問題児シリーズ書き続けてたら俺、またぶっ倒れるわ」




　───と。

　ちょっと表には出せない色々な色々が重なり過ぎて此こ処こまで来てしまいましたが、心身共に今のまま続けるのは難しいという判断になりました。相談した結果、著作である「ラストエンブリオ」は休きゆう載さいという事になりそうです。

　創作活動は何かしら続けて行こうとは思っていますが、問題児シリーズとは一度距きよ離りを置くことになりそうです。ライトノベルを書くのは暫しばらく難しいと思うのでどうなるかはわかりませんが、これはもうハッキリと現状を読者に伝えるのがいいと判断しました。

　待たせた挙げ句にこんなお話をしてしまってすいません。

　半年ほど真ま面じ目めに考えましたが、これ以外に処しよ方ほう箋せんが見つからなかったのです。

　何時いつか何らかの形で完結を目指そうとは思っていますが、それも今はどんな形になるかわかりません。僕から言えることは唯ただ一つだけです。




　逆さか廻まき十六夜いざよいがいる限り、どんな形であれ、必ずこの世界は救われる。




　今はこれが精せい一いつ杯ぱいです。何時か皆みなさんと再会できる日を願っています。
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